
2023 Vol.3

まる博ジャーナル

特集　とうかいまるごと博物館活動レポート特集　とうかいまるごと博物館活動レポート

「須和間住吉神社資料」調査　東海村古文書調査隊「須和間住吉神社資料」調査　東海村古文書調査隊

まる博研究員レポートまる博研究員レポート

ヌルデ虫こぶを見つけにヌルデ虫こぶを見つけに

Diary ～歴史と未来の交流館～Diary ～歴史と未来の交流館～

#BACKSTAGE#BACKSTAGE
企画展「化石から探る東海海底 300 万年」ができるまで企画展「化石から探る東海海底 300 万年」ができるまで

博物館長と歩く植物観察会博物館長と歩く植物観察会

講演録　考古学者  茂木雅博と東海村講演録　考古学者  茂木雅博と東海村

縄文人が選んだ石、瑪瑙。Episode 1縄文人が選んだ石、瑪瑙。Episode 1

2023  Vol.3

JOURNAL

埴
輪
、出
ま
し
た
。



表紙　令和 3年度・４年度は戸ノ内古墳 (石神外宿所在 )の発掘が行われ、埴輪が多く出土しました。

令
和
４
年
。

つ
い
に
、
東
海
村
古
文
書
調
査
隊
が
始
動
！

　

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
は
、
活
動
を

通
し
て
東
海
村
の
郷
土
文
化
を
次
世
代

へ
伝
え
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

柱
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
取
り
組
み
の

根
幹
と
な
る
事
業
が
東
海
村
全
体
を
博

物
館
空
間
と
捉
え
て
活
動
す
る
「
と
う

か
い
ま
る
ご
と
博
物
館
事
業
」
で
す
。

「
と
う
か
い
ま
る
ご
と
博
物
館
事
業
」

と
は
、
東
海
村
を
ま
る
ご
と
屋
根
の
な

い
博
物
館
と
捉
え
、
村
内
全
域
で
活
動

を
展
開
し
、
郷
土
理
解
・
郷
土
愛
の
醸

成
を
促
進
す
る
事
業
で
す
。

　

こ
の
ま
る
博
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
と
う

か
い
ま
る
ご
と
博
物
館
事
業
の
活
動
記

録
及
び
本
村
の
歴
史
・
自
然
に
関
す
る

情
報
発
信
の
媒
体
と
し
て
発
行
す
る
も

の
で
す
。

　

村
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
の
情
報
も

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

生
涯
学
習
課　

令
和
５
年
３
月
31
日
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とうかいまるごと博物館
活動レポート

　とうかいまるごと博物館（通称：まる博）は、 東海村全体を屋根のない博物館空間と捉え、 村内
全域に活動を展開する事業です。
　東海村では、 様々な主体が、 郷土を感じ、 学べるイベントを実施しています。 それらの多様な 
事業を「まる博」というネットワークでつないで、 大きな博物館空間を構成しています。
　どんなイベントをどんな主体が行っているのか、 その一部をご紹介します！

　転入・転出村民が多い東海村ですが、子どもたちにとっては東
海村がふるさとです。身の回りの自然や文化を知ることで、より豊
かで楽しい毎日を過ごして欲しいと願っています。大人だけの参加
ももちろん大歓迎です。改めて今自分が暮らしている地域を見つめ
てみませんか。
　なお、東海村の環境調べ隊は、年間で様々な行事を行っており
ます。興味がある方は生涯学習課にお問い合わせください。

代表　林　京子

　

東
海
村
の
公
園
に
は
た
く
さ
ん
の
キ
ノ

コ
が
生
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
虫
や
生
き
物
た

ち
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
専
門
の
先
生
方

と
一
緒
に
観
察
し
て
キ
ノ
コ
や
虫
の
名
前

や
不
思
議
な
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。
こ
の
他
夏
休
み
を
中
心

に
毎
月
一
回
程
度
、
天
体
観
測
会
や
探
鳥

会
や
、
体
験
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

東海村の環境調べ隊presented by
まる博まる博

東海村の環境調べ隊とは？

昼の虫観察会

特集
Maruhaku Report
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　11月の木の実が実る頃、親子で白方公園を歩きながら、木の実を見つけました。見つけた木の実がどんな

種類でどんな特徴があるのか、安嶋博物館長に学び、実り多い一日でした。

どんな木の実があるのかな？ 歩きながら見つけよう！

　健康づくり計画推進委員が中心となり、村内のヘルスロードを楽しく

ウォーキングしました。村内を歩くと新たな発見がありますね！

健
康
増
進
課

presented by
まる博まる博

もっと知りたい！健康増進課

　健康増進課では村民の健康づくりに取り組み、様々な事業を行っています。
　すこやかウォーキングは、毎月1 回行っています。体力がある方も自信のない方も、自分のペースで歩く
ことができます。ぜひ、みんなと一緒に健康づくりに取り組みましょう！
　各年代別の健康教室や健康相談など随時行っています。詳細は、広報とうかいや公式HPをご覧ください。

親子ウォーク★まる博

すこやかウォーキング
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原
子
力
科
学
館

presented by
まる博まる博

　原子力科学館は、東海村にある放射線や原子力について詳しく学
べる展示館です。
　一昨年より、ガイダンスシアター「アトミックトラベル」、放射線の
飛んだ跡が観測できる大型霧箱、実際に放射線
を計測できるコーナーなどをリニューアルしており、
見て触れて楽しく学ぶことができます。
入場は無料です。詳細はＨＰ参照。

　
「
冬
の
星
座
と
惑
星
の
お
は
な
し
＆
観
望
会
」
を
12
月

18
日
に
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
て
実
施

し
ま
し
た
。
地
球
に
接
近
中
の
火
星
・
木
星
・
土
星
・
天

王
星
、
海
王
星
に
つ
い
て
、
ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
わ
か

り
や
す
く
講
演
し
、
夕
方
か
ら
は
星
空
観
望
会
を
行
い

ま
し
た
。
天
体
望
遠
鏡
の
観
測
の
ほ
か
、
望
遠
鏡
か
ら

デ
ジ
タ
ル
画
像
を
取
り
出
し
て
液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で

ス
ク
リ
ー
ン
に
投
影
し
、
一
度
に
多
く
の
参
加
者
に
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
天
体
を
観
察
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は「
親
子
で
星
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
満
足
」「
解

説
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
惑
星
を
見
る
こ
と
で
き
て
、
い

い
経
験
だ
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

原
子
力
科
学
館
で
は
、
今
後
も
親
子
で
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

原子力科学館とは？

原子力科学館

冬の星座と惑星の

おはなし＆観望会
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げ
ん
で
ん
東
海
原
子
力
館  

別
館

presented by
まる博まる博

　

東
海
原
子
力
館	

別
館
で
は
、
２
０
２
２
年
12

月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）
に
「
げ
ん
で
ん
ウ

ィ
ン
タ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
、
2
日
間
で
延
べ

５
６
８
名
の
方
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

工
作
キ
ッ
ト
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ

ル
を
使
用
し
た
「
東
海
第
二
発
電
所
ジ
ェ
ッ
ト
コ

ー
ス
タ
ー
ツ
ア
ー
」
を
は
じ
め
、
パ
ネ
ル
を
見
な

が
ら
解
く
ク
イ
ズ
や
、
自
分
の
力
で
電
気
を
作
っ

て
物
を
動
か
す
発
電
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

中
で
も
「
東
海
第
二
発
電
所
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
ツ
ア
ー
」
は
、
Ｖ
Ｒ
の
中
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
に
乗
っ
て
発
電
所
の
建
物
を
見
学
す
る
も

の
で
、
東
海
原
子
力
館
別
館
で
の
実
施
は
初
と
な

り
ま
し
た
。
慣
れ
な
い
ゴ
ー
グ
ル
に
緊
張
し
な
が

ら
も
子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
、

大
変
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み

に
！

げんでん東海原子力館別館とは？

げんでんウィンターフェア

　パネルをご覧いただきながら簡単に答えられるクイズを通じて、エネル
ギーや原子力について学べる施設です。また、地域の皆様の作品を展示
したギャラリー展も開催しております。
年間で様々なイベントを行っておりますのでお気軽に
お越しください。
詳細はＨＰ参照

げんでん
東海原子力館別館
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とうかい子どもキャンパスpresented by
まる博まる博

　4月29日（金・祝）に交流館や中央公民館、村立図書館を会場として「がっちゃんこ祭り2022」を開催

しました！

　当日は、まる博事業やスポーツフェスタＴＯＫＡＩ、とうかい子どもキャンパス事業（Ｔキャン）にご協力い

ただいているみなさまに、たくさんのブースを出展していただきました。

　まる博ブースでは、展示解説に加え縄文ストラップや謎解きチャレンジなどを行い、見たり作ったり考えた

りと、1度で 3 回！楽しく東海村の歴史に触れることができました。

　スポーツブースでは、東海村を代表するスポーツ「イモゾーリレー」やフリスビー的当てなどたくさんのアト

ラクションを行い、たくさんの歓声といい汗かいた子どもたちの姿が見られました！

　Ｔキャンブースでは、プログラミング体験やハーブサシュづくり、のぶちゃん先生講座など、22 年度に実施

予定の講座をちょっとだけ体験していただきました。また、ファニーずや茨城大学子どもふれあい隊などの協

力により、小学校入学前や低学年の子どもたちにも笑顔があふれ楽しい時間を過ごしていました。

もっと知りたい！とうかい子どもキャンパス

がっちゃんこまつり

　とうかい子どもキャンパスは科学実験や工作、野外活動やスポーツなど、多岐に渡る
体験活動を１年間を通して提供していきます！今年も科学実験やものづくりをはじめ、色々
な体験活動を計画しています。少しでも興味や面白そうだなと思った講座には参加してみ
てください。新しい発見がありますよ！

申し込み方法や、
最新情報はこちら
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　10月 1日、「東海村の大地をめぐるツアー」が開催され、17 名

の方にご参加いただきました。実際に村内を歩きながら東海村の大

地の成り立ちや歴史について学ぶことができました。その土地の歴

史などを知った上で歩くと今までと違った楽しさを味わえるかもしれ

ないですね。

TU・NA・GU ジオpresented by
まる博まる博

もっと知りたい！TU・NA・GU ジオ

　私たちの活動は、これまで茨城県北地域で培ってきたジオパーク活動を継続・発展させるものです。茨
城県の中部から北部の大地は、５億年前の地層が観察できるなど日本列島形成の歴史を紐解くことが出来
る特徴があり、豊かな自然と動植物などの生態系に恵まれた地域です。ここで、人々は暮らしの中から歴
史をつなぎ、すばらしい文化や芸術を育み、多くの産業が生まれました。私たちは茨城県北地域の大地の
成立ちと魅力を学び、多くの方に知っていただき、そして、将来に向けて守り続け、地域の振興に繋げる活
動を進めてまいります。

東海村の大地をめぐるツアー

9



J-PARC ハローサイエンスpresented by
まる博まる博

　2022 年の J-PARCハローサイエンスから一部をご紹介します。

　６月は、50 名の方（オンライン含む）にご参加いただきました。加速器で発生させた中性子を使ってがん

を治すホウ素中性子捕捉療法（BNCT）の開発が進んでいます。BNCT 照射装置の加速器部分は、J-PARC

で開発された技術を転用して製作されたことについて説明しました。

　８月は、J-PARCオンライン施設公開 2022の中で実施しました。名古屋大学から講師をお招きし、宇宙の

起源をも解明する可能性を持つニュートリノの魅力と、写真フィルムを使ったニュートリノの測定技術や海外で

の実験経験などをお話していただきました。

　なお、J-PARCチャンネル（https://www.youtube.com/@j-parc457/videos）にて

J-PARCハローサイエンスの動画をご覧いただけます。

J-PARC チャンネル

　J-PARCセンター主催で毎月１回、世界で活躍する研究者や技術者と研究成果や
技術開発について気軽に語りあえるイベントです。2016 年 12月から始め、2023 年
３月で 70 回目を数えました。参加費無料、オンラインからも参加できます。サイエ
ンスの世界を覗いてみませんか？
→　詳細はＨＰ参照（https://j-parc.jp/c/events/index.html）

　J-PARCの Twitterをフォローしてください。ハローサイエンス等のお知らせを発
信致します。（https://twitter.com/J_PARC?ref_src=twsrc%5Etfw）

「加速器を使ったがん治療（BNCT）」と題する
J-PARCハローサイエンスを実施（６月）

J-PARCオンライン施設公開の中で、
ハローサイエンスを実施。（８月）

ハローサイエンスとは？

J-PARC  HP

J-PARC  Twitter
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　８月、豊岡海岸にてとうかいまるごと博物館講座「シェリーとビーチコーミング」

を実施しました！みんなで貝殻や、カニの甲羅、ヒトデなどの漂着物を拾い、観察し

ました。

　猛暑との予報だったので心配でしたが、意外にも涼しく、みなさん気持ちよさそう

に海岸を歩き回っていました。

　高橋裕文先生を講師に迎

え、「解明するシリーズ３部

作」として「石神城」「天神

山（真崎）城」「白方城」の

３つの城をテーマに講座を

行いました！

　おだがけで干した稲を足踏

み式脱穀機（ガラコン）を使っ

て脱穀しました！

　脱穀したお米はお持ち帰り！

歴
史
と
未
来
の
交
流
館

presented by
まる博まる博

　

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
で
は
、
村
内
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い
て
の
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
や
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

まる博講座『白方城と白方氏』

シェリーとビーチコーミング
フィールドワーク

脱穀体験

フグ！！
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東
海
村
古
文
書
調
査
隊
結
成

　

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
九
月
七
日
、
第

一
回
東
海
村
古
文
書
調
査
隊
の
活
動
を
開
始
し

ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
一
七
名
で
、
月
に
一
度

活
動
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
調
査
し
て
い
る
資

料
は
「
須
和
間
住
吉
神
社
資
料
」
で
す
。
東
海

村
須
和
間
地
区
に
あ
る
神
社
の
資
料
で
、
宮
司

宅
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
茨
城
県
立
歴
史

館
に
寄
託
、
昨
年
度
東
海
村
歴
史
と
未
来
の
交

流
館
の
開
館
に
伴
い
、
地
元
・
東
海
村
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、
須
和
間

地
区
在
住
者
も
い
る
た
め
、
興
味
を
持
っ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
「
須
和
間
住
吉
神
社
資
料
」
は
、
段
ボ
ー
ル

箱
三
つ
分
も
あ
り
、
千
点
近
く
の
資
料
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
令
和
四
年
度
は
全
七
回
の

活
動
を
行
い
、一
五
〇
点
近
く
の
資
料
を
調
査
・

整
理
し
ま
し
た
。
初
心
者
が
数
多
い
こ
と
も
あ

り
、
調
査
は
四
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合

い
な
が
ら
進
め
ま
し
た
。

活
動
記
録

〈
第
一
回
〉

日
時
：
九
月
七
日
（
水
）

場
所
：
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
活
動
室
２

概
要
：
歴
史
資
料
を
保
存
継
承
、
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
東
海
村
が
今
ま
で
行
っ
て
き
た
歴
史
学

調
査
や
須
和
間
住
吉
神
社
の
概
要
を
確
認
し
ま

し
た
。
法
律
や
言
葉
の
定
義
な
ど
硬
い
話
に
な

り
ま
し
た
。

〈
第
二
回
〉

日
時
：
十
月
五
日
（
水
）

場
所
：
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
活
動
室
２

概
要
：
現
状
記
録
の
作
成
と
目
録
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
現
状
記
録
は
、
資
料
が
ど
の
よ
う
な

状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
た
か
を
記
録
す
る
作

業
で
す
。
関
連
す
る
資
料
は
連
続
し
て
い
た

り
、
年
代
が
近
い
も
の
は
同
じ
ま
と
ま
り
で
現

在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
の

よ
う
な
情

報
も
、
歴

史
を
知
る

た
め
の
貴

重
な
情
報

に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
目
録
作
成
は
一
つ
一
つ
に
資
料
を
よ

く
観
察
し
目
録
化
す
る
作
業
で
す
。
絵
葉
書
と

古
写
真
が
多
く
、
四
〇
点
分
の
目
録
を
作
成
し

ま
し
た
。
資
料
年
代
は
、
明
治
後
期
～
昭
和

五
〇
年
、
大
谷
清
彦
氏
は
大
洗
磯
前
神
社
の
祢

宜
だ
っ
た
こ
と
、
須
和
清
彦
氏
名
義
の
資
料
が

あ
る
こ
と
、
須
和
間
住
吉
神
社
本
殿
は
昭
和

四
二
年
に
銅
板
に
葺
き
替
え
た
こ
と
な
ど
が
分

か
り
ま
し
た
。

〈
第
三
回
〉

日
時
：
十
一
月
二
日
（
水
）

場
所
：
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
活
動
室
２

概
要
：
近
代
の
神
社
制
度
や
紀
元
二
六
〇
〇
年

記
念
事
業
と
い
っ
た
前
回
調
査
資
料
に
関
連
す

る
事
柄
を
学
び
、
そ
の
後
目
録
を
作
成
し
ま
し

た
。
四
三
点
の
目
録
を
作
成
し
、大
谷
清
彦（
須

和
清
彦
）
氏
の
経
歴
が
少
し
ず
つ
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

〈
第
四
回
〉

日
時
：
十
二
月
七
日
（
水
）

場
所
：
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
活
動
室
２

概
要
：
調
査
し
て
き
た
資
料
が
観
光
で
有
名
な

い
大
洗
や
絵
葉
書
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
観
光

の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
大
谷
清
彦

氏
の
写
真
な
ど
を
時
系
列
に
整
理
し
ま
し
た
。

四
六
点
の
目
録
を
作
成
し
、
戦
前
期
に
大
谷
氏

が
東
京
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
や
東
海
村
教
育

委
員
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

〈
第
五
回
〉

日
時
：
一
月
十
一
日
（
水
）

場
所
：
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
活
動
室
２

概
要
：
四
点
の
文
字
資
料
を
解
読
・
翻
刻
し
ま

し
た
。
翻
刻
と
は
、
崩
し
字
な
ど
で
書
か
れ
た

資
料
を
解
読

し
て
、
文
字

に
起
こ
す
こ

と
で
す
。
研

究
の
た
め
の

資
料
集
を
つ

く
る
作
業
を

行
い
ま
し

「
須
和
間
住
吉
神
社
資
料
」
調
査

東
海
村
古
文
書
調
査
隊
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た
。
読
み
に
く
い
文
字
も
グ
ル
ー
プ
で
文
脈
や

「
く
ず
し
字
」
の
辞
書
を
参
考
に
解
読
し
ま
し

た
。

〈
第
六
回
〉

日
時
：
二
月
八
日
（
水
）

場
所
：
須
和
間
住
吉
神
社

概
要
：
こ
れ

ま
で
の
調
査

で
断
片
的
に

分
か
っ
た
情

報
を
ふ
ま

え
、
現
地
視

察
を
行
い
ま

し
た
。
神
社

の
植
生
や
石

造
物
の
観

察
・
解
読
、
建
造
物
の
観
察
を
通
し
て
須
和
間

住
吉
神
社
の
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

〈
第
七
回
〉

日
時
：
三
月

八
日
（
水
）

場
所
：
歴
史

と
未
来
の
交

流
館
活
動
室

２概
要
：
現
地

視
察
の
振
り

返
り
と
古
文

書
の
解
読
・
翻
刻
、
今
年
度
の
成
果
を
ま
と
め

ま
し
た
。

須
和
間
住
吉
神
社
の
概
要
と

東
海
村
古
文
書
調
査
隊
の

研
究
結
果
中
間
報
告 

髙
増　

慧

　

現
在
、
整
理
・
調
査
し
て
い
る
「
須
和
間
住

吉
神
社
資
料
」
は
、
社
務
所
の
取
り
壊
し
に
伴

い
、茨
城
県
立
歴
史
館
に
寄
託
さ
れ
た
資
料
が
、

東
海
村
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
開
館
に
伴
い

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

段
ボ
ー
ル
箱
三
箱
分
の
資
料
が
あ
り
、
今
年

度
は
、
一
箱
目
の
六
割
ほ
ど
を
整
理
・
調
査
し

ま
し
た
。
末
尾
に
活
動
の
中
で
作
成
し
た
資
料

目
録
の
一
部
を
掲
載
し
ま
し
た
。
こ
の
目
録
か

ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
絵
葉
書
や
古
写
真
が

多
い
資
料
群
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
代
日
本
の

神
社
と
観
光
の
密
接
な
関
係
が
分
か
る
資
料
群

と
も
い
え
ま
す
。
年
代
や
内
容
か
ら
、
須
和
間

住
吉
神
社
で
宮
司
を
つ
と
め
た
「
須
和
清
彦
」

氏
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
個
人
的

な
資
料
が
数
多
く
、
須
和
間
住
吉
神
社
の
歴
史

を
物
語
る
資
料
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
今
年
度
の
成
果
と
し
て
は
、
①
翻
刻
資
料

や
現
地
視
察
か
ら
須
和
間
住
吉
神
社
に
つ
い

て
、
②
須
和
清
彦
氏
に
つ
い
て
の
二
点
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

〈
須
和
間
住
吉
神
社
に
つ
い
て
〉

　

須
和
間
住
吉
神
社
は
、
祭
神
が
底
筒
男
命
、

中
筒
男
命
、
表
筒
男
命
、
神
功
后
の
四
神
で
和

銅
元
年
（
七
〇
八
）
橘
諸
兄
が
奥
州
下
向
の
際

に
創
建
し
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
後
、
足
利
持

氏
が
三
五
貫
文
の
地
を
寄
進
も
、
永
正
三
年

（
一
五
〇
六
）社
殿
炎
上
、寛
文
年
中（
一
六
六
一

―
七
三
）
徳
川
光
圀
の
命
で
社
殿
を
修
営
し
た

と
境
内
の
石
碑
に
あ
り
ま
す
。
境
内
社
に
上
諏

訪
・
下
諏
訪
の
二
社
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
二

社
の
中
間
に
あ
っ
た
住
吉
神
社
及
び
村
で
あ
る

こ
と
か
ら
「
須
和
間
」
と
い
う
地
名
が
つ
い
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
世
以
後
、
大
谷
氏
が

代
々
宮
司
を
つ
と
め
、
享
保
年
間
に
は
吉
田
家

か
ら
神
道
裁
許
状
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
年
幣
帛
神
膳
料
供
進
の
神
社
と
な

る
と
、
厳
粛
な
祭
祀
儀
礼
や
宝
物
の
保
存
が
課

題
と
な
り
、
経
営
状
況
改
善
の
た
め
、
明
治

四
十
二
年
、
発
起
人
十
名
、
協
賛
人
六
名
に
よ

り
「
住
吉
神
社
保
存
会
」
が
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

品
評
会
の
収
益
を
は
じ
め
定
額
の
御
祓
い
な
ど

に
よ
る
収
入
を
神
社
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

大
正
四
年
の
帳
簿
を
読
む
と
、
収
入
か
ら

二
五
三
円
七
七
銭
九
厘
、
支
出
が
二
三
三
円
で

あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
収
入
は
小
作
料

が
全
体
の
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
田
小
作

七
〇
円
九
五
銭
、
畑
小
作
四
一
円
五
五
銭
三
厘

合
わ
せ
て
一
一
二
円
五
〇
銭
三
厘
で
し
た
。
氏

子
寄
付
金
二
〇
円
の
ほ
か
、
保
存
会
の
寄
付
金

が
二
〇
円
と
あ
り
ま
す
。
黒
字
額
が
二
〇
円
ほ

ど
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
保
存
会
な
し

に
神
社
経
営
が
難
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
支
出
は
神
職
者
へ
の
給
与
が
一
〇
〇
円
と

四
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
し
め
、
そ
の
他
は
祭
祀
儀

礼
の
お
神
酒
や
所
有
す
る
土
地
の
税
金
に
使
わ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
六
年
の
資
料
か
ら
神
社
が
所
有
す
る
田

畑
の
収
入
が
五
十
六
円
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
半
分
近
く
の
収
入
を
小
作
料
か
ら
得
て

い
ま
し
た
が
、
昭
和
恐
慌
の
影
響
か
ら
か
大
正

四
年
と
比
較
し
半
分
近
く
に
減
少
し
て
い
ま

す
。

〈
須
和
清
彦
氏
に
つ
い
て
〉

　

戦
前
期
は
「
大
谷
」
姓
を
名
乗
り
、
代
々
須

和
間
住
吉
神
社
宮
司
を
つ
と
め
た
家
系
の
人
物

と
考
え
ら
れ
ま
す
。戦
前
期
は
大
洗
磯
前
神
社
・

酒
列
磯
前
神
社
の
祢
宜
を
つ
と
め
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、当
資
料
群
に
は
同
神
社
や
磯
濱
町（
現

大
洗
町
）の
資
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
茨
城
県
神
社
係
や
神
祇
院
の
神
職
講
習

会
、
箱
根
神
社
、
日
枝
神
社
に
も
関
係
し
、
エ

リ
ー
ト
官
僚
の
性
格
も
有
し
て
い
ま
し
た
。

　

戦
後
は
「
須
和
」
姓
に
改
姓
し
、
須
和
間
住

吉
神
社
の
宮
司
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
東
海

村
教
育
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
た
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。
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資
料
編　
【
大
谷
（
須
和
）
清
彦
氏
に
つ
い
て
】

No. 名前 年代 役職 備考

１ 大谷清彦 大正元年 文書番号 121、 18 歳、 東京にて

２ 大谷清彦 （大正年間）（茨城県庁雇） 文書番号 80、 水戸市在住の頃の写真

３ 大谷清彦 大正11年 文書番号 83、 28 歳の頃の写真

４ 大谷清彦 大正12年 茨城県庁神社係 文書番号 36、 29 歳の頃の写真

５ 大谷清彦 （昭和前期） 東京永田町日枝神社嘱託 文書番号４

６ 大谷清彦 （昭和前期） 文書番号 128、 日枝神社へ転任につき

７ 大谷清彦 （昭和8年） 大洗磯前神社祢宜 文書番号 87、 渡里地区軍飛行学校地鎮祭

８ 大谷清彦 昭和10年
（1935） 大洗磯前神社祢宜 文書番号 49、 42 歳

９ 大谷清彦 昭和14年 大洗磯前神社祢宜 文書番号 48、 秩父宮殿下

10 大谷清彦 （昭和前期）（大洗磯前神社祢宜） 文書番号 44、 君島県知事、 平輪町長ほか

11 大谷清彦 （昭和前期）（大洗磯前神社祢宜） 文書番号 77、 磯濱町タヤマ写真館

12 大谷清彦 （昭和前期）（大洗磯前神社祢宜） 文書番号 55

13 大谷清彦 （昭和前期） 大洗磯前神社祢宜 文書番号 22・66、 内務省講習会

14 大谷清彦 昭和15年 大洗磯前神社祢宜 文書番号 95、 戦没軍人慰霊祭写真

15 大谷清彦 昭和16年 大洗磯前神社祢宜 文書番号 45、

16 大谷清彦 昭和16年 大洗磯前神社祢宜 文書番号３、 満州国横道河子部隊河辺三郎か
らの絵葉書

17 大谷清彦 昭和16年 （大洗磯前神社祢宜） 文書番号 30、 酒列磯前神社にて

18 大谷清彦 （戦中期） （大洗磯前神社祢宜） 文書番号 29/33、 大洗防空監視詰所写真

19 須和清彦 （昭和27年）（須和間住吉神社宮司） 文書番号 59、 58 歳カ

20 須和清彦 昭和29年 （須和間住吉神社宮司） 文書番号 52

21 須和清彦 （昭和後期）（船場稲荷神社役員） 文書番号 56

22 須和清彦 昭和37年 （須和間住吉神社宮司） 文書番号 2、 神社庁那珂支部受領書

23 須和清彦 東海村教育委員 文書番号 68

24 須和清彦 東海村教育委員 文書番号 82

25 須和清彦 昭和49年 住吉神社宮司 文書番号 75、 多年功績表彰
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〇
箱
２
文
書
番
号
１

明
治
四
十
弐
年
八
月
起

献
穀

品
評
会　

会
計
簿

　

住
吉
神
社
保
存
会

住
吉
神
社
保
存
会
創
立
費

明
治
四
十
一
年
十
月　
　

一
、
金
弐
円　
　
　

協
議
会
之
節
酒
代

四
弐
年
八
月
二
日　
　
　

一
、
同
弐
円　
　
　

旨
趣
書
印
刷
費
五
百
枚
二
百
枚

同
八
月
四
日　
　
　
　
　

同
五
拾
四
銭
五
厘　

硯
箱
筆
墨
辞
令
用
紙
状
袋

同
十
一
日　
　
　
　
　
　

同
八
拾
五
銭　
　
　

会
印
幷
会
長
印
並
二
ツ

同
十
四
日　
　
　
　
　
　

同
拾
七
銭
五
厘　
　

土
佐
半
紙
百
枚
蝋
引
百
枚

同
十
日　
　
　
　
　
　
　

同
壱
円
弐
拾
銭　
　

各
村
書
面
依
頼
六
人
食
料

同
十
三
日　
　
　
　
　
　

同
弐
拾
銭　
　
　
　

会
長
菅
谷
郡
役
所
出
頭
実
費

同
二
十
日　
　
　
　
　
　

同
五
円
五
十
銭　
　

陳
列
箱
弐
拾
新
調
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
拾
弐
円
四
拾
七
銭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
創
立
費

同
二
十
一
日　
　
　
　
　

金
四
拾
八
銭　
　
　

各
村
区
長
へ
葉
書
料

八
月
二
十
日　
　
　
　
　

金
七
十
二
銭
五
厘　

礼
紙
幷
用
紙
代

同
二
十
七
日　
　
　
　
　

同
五
銭　
　
　
　
　

金
紙
拾
枚
代

同
二
十
七
日　
　
　
　
　

同
六
銭　
　
　
　
　

神
職
雇
郵
便
銭

同
二
十
七
日　
　
　
　
　

同
五
十
九
銭　
　
　

通
信
葉
書
代
三
拾
八
枚

同
二
十
七
日　
　
　
　
　

同
八
十
銭　
　
　
　

審
査
節
酒
代

同
二
十
七
日　
　
　
　
　

同
二
十
二
銭　
　
　

白
米
一
升
五
合
代

同
二
十
八
日　
　
　
　
　

同
一
円　
　
　
　
　

白
米
六
升
八
合
代

同
二
十
八
日　
　
　
　
　

同
十
六
銭
五
厘　
　

供
餅
一
升
代

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
一
円
二
十
一
銭　

菓
子
二
百
二
十
個

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
二
円
九
十
七
銭　

商
品
二
十
九
品
代

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
九
十
三
銭　
　
　

備
品
肴
品
並
麻
裏
四
足

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
八
十
銭　
　
　
　

白
足
袋
四
足

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
十
六
銭
五
厘　
　

画
用
紙
並
水
引
代

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
三
十
銭　
　
　
　

醤
油

同
三
十
日　
　
　
　
　
　

同
四
十
銭　
　
　
　

水
戸
行
弁
当
料
二
人

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
一
円
五
十
銭　

御
神
酒
代

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
三
十
銭　
　
　

幣
物

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
五
十
銭　
　
　

祭
官
二
名
謝
儀

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
九
銭　
　
　
　

玉
砂
糖

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
十
銭　
　
　
　

蝋
燭
十
挺

同
三
十
一
日　
　
　
　
　

一
、
八
十
銭　
　
　

幻
燈
師
謝
儀

九
月
一
日　
　
　
　
　
　

一
、
十
三
銭
五
厘　

う
ん
ど
ん
三
束

同
一
日　
　
　
　
　
　
　

一
、
六
十
銭　
　
　

菅
谷
ま
で
往
復
車
代

九
月
一
日　
　
　
　
　
　

一
、
金
六
銭　
　
　

玉
子
三
ツ

同
一
日　
　
　
　
　
　
　

一
、
二
十
銭　
　
　

雇
給

同
二
日　
　
　
　
　
　
　

一
、
六
十
銭　
　
　

酒
代

同
二
日　
　
　
　
　
　
　

一
、
三
十
銭　
　
　

雑
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

計
金
十
六
円
十
五
銭

支
出
総
額
合
計
金
二
十
八
円
六
十
銭

収
入
金
同　
　
　

三
十
一
円
六
十
六
銭
二
厘

収
支
差
引
金　
　

三
円
〇
四
銭
二
厘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
十
二
年
九
月
二
日　

決
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　
　

大
谷
常
業

（
中
途
）

〇
箱
２
文
書
番
号
２

昭
和
六
年
一
月　
　
　

自
昭
和
六
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

至
同
十
年
十
二
月　

満
五
ヶ
年

神
社
所
有
田
畑
小
作
取
立
帳

【
翻
刻
資
料
】
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村
社　

住
吉
神
社

内
訳

一
、
金
十
五
円
五
十
五
銭　
　

表
組　

一
、
金
二
十
円
九
十
二
銭　
　

東
組

一
、
金
十
円
四
十
七
銭　
　
　

西
前
組

一
、
金
九
円
四
十
五
銭　
　
　

西
後
組

　
　
　
　

計
金
五
十
六
円
三
十
九
銭　

（
中
途
）

〇
箱
２
文
書
番
号
３

大
正
四
年
度
収
支
出
納
簿

競
馬
宮

住
吉
神
社
社
務
所

十
五
日　

祈
祷
料　
　
　

一
〇
〇

同
日　
　

賽
銭
受
入　
　

一
四
五

同
日　
　

神
酒
料
支
出　
　
　
　
　
　
　

五
〇

同
日　
　

神
供
料
支
出　
　
　
　
　
　
　

四
〇

二
十
一
日　

祈
祷
料
受
入
一
〇
〇

同
日
謄
本
請
求
印
紙
料
支
出　
　
　
　

三
四
〇

同
日　
　

雑
費
支
出　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇

二
十
九
日　

地
租
割
村
税
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六
三
〇

三
十
日　
　

基
本
金
利
子
受
入　
　

一
七
〇
〇

同
日　

銀
行
出
頭
旅
費
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇

月
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
五
四
一　
　
　
　

一
四
四
九
五

通
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
五
四
一　
　
　
　

一
四
四
九
五

五
月
一
日
賽
銭
受
入　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇

五
月
一
日
神
供
料
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

二
日　

祈
祷
料
受
入　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

三
日　

耕
地
整
理
費
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
五
〇

同
日　

前
同
滞
納
利
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

六
日
祈
禱
料
受
入　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇

十
五
日
賽
銭
受
入　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
五

同
日　

神
酒
料
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇

同
日　
　

神
供
料
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
〇

二
十
二
日
区
内
祈
祷
料
受
入　
　
　
　

二
〇
〇

二
十
八
日
祈
禱
料
受
入　
　
　
　
　
　

二
五
〇

二
十
九
日
田
租
第
四
期
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
九
七
五

月
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
八
五　
　
　
　
　

五
〇
五
五

通
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
六
三
二
六　
　
　
　

一
九
五
五
〇

（
中
略
）

（
三
月
廿
九
日
）

仝
日
保
存
会
寄
付
金　
　
　
　
　

二
〇
〇
〇
〇

仝
日
田
租
納
税
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
八
四
五

仝
日
地
租
割
追
徴
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
〇

三
十
日
田
小
作
金
受
入　
　
　
　

七
〇
九
五
〇

仝
日
氏
子
寄
付
金
受
入　
　
　
　

二
〇
〇
〇
〇

仝
日
神
職
俸
給
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
〇
〇
〇
〇

仝
日
氏
子
総
代
会
議
費　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
〇
〇
〇

仝
日
守
札
調
製
費
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
五
〇
〇

仝
日
境
内
掃
除
人
夫
料
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
〇
〇
〇

仝
日
注
連
縄
荒
萹
料　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
六
〇

仝
日
諸
雑
費
支
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
〇
〇
〇

月
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
二
四
二
八
五　
　

一
五
一
一
三
五

通
計　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
五
三
七
七
九　
　

二
三
三
六
四
五
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文書
番号

表題（内容） 年代 差出・作成 宛名 形態 員数 備考

1 〔写真、人物1名〕 ― ― ― 写真 1
裏面にペン書き「スワ清彦　
友人安曇君曰く「ロマンス
グレイ」と」とあり

2 振替貯金受領証（8000円） （昭和）37年1月12日
茨城県神社庁那
珂支部

東海村須和間須
和清彦殿

状 1

封筒とも表書き「東海村
須和間須和清彦殿」裏書

「茨城県那珂郡大宮町下
町221番地茨城県神社庁
那珂郡支部　昭和年月
日」、37.3.12消印

3
〔絵葉書、健康の様子で安
心につき〕

2596年12月2日
満州国牡丹江省
横道河子部隊河
辺三郎

茨城県磯濱町大
洗国弊中社大洗
磯前神社祢宜大
谷清彦殿

葉書 1
神戸湊川神社別格官幣社
の絵葉書

4
〔写真、東京都麴町区永田
町日枝神社社務所嘱託大谷
清彦〕

― ― ― 写真 1 「日枝玄関ニテ　大冬」

5
〔写真、兵隊ら5人の集合写
真〕

― ― ― 写真 1

6
〔写真、「私の家の庭で主人
と二人で」〕

昭和50年8月 ― ― 写真 1 カラー写真

7
〔写真、「みちこの花嫁姿　
早稲田大学大熊会館にて〕

― ― ― 写真 1

8 〔写真、葬式行列〕 ― ― ― 写真
「故根本婦人玖麻比賣白
石氏之墓」

9

〔絵葉書、官幣大社賀茂
別雷神社競馬会神事　警
固（モクリコクリ）埒内ヲ渡
ル」〕

（明治40年代～大正
期）

賀茂別雷神社発
行

― 葉書 1

10
〔絵葉書、国弊社大洗磯前
神社境内大洗山の全景〕

（明治40年代～大正
期）

社務所発行 ― 葉書 1 「OARAI　MEISHO」

11
〔絵葉書、国弊中社大洗磯
前神社御手洗〕

（明治40～昭和7年） ― ― 葉書 1

12
〔写真、「住吉神社本殿屋
根銅板葺替工事」〕

昭和42年9月25日 ― ― 写真 1 裏シミ、左上折れ線

13
〔写真、須和間住吉神社年
取り祭〕

― ― ― 写真 1
裏面ペン書き「須和間住
吉神社年取り祭須和宮
内」

14 〔写真、大洗神幸祭〕 ― ― ― 写真 1 大谷孫重騎馬

15 〔写真、大洗神社禊行事〕 ― ― ― 写真 1
裏面ペン書き「大洗社ニ
テ禊行事」

16 〔写真、若い女性〕 ― ― ― 写真 1
写真の裏に糊付け痕、名
刺サイズ

17 〔写真、粟田姉方法事〕 ― ― ― 写真 1
水戸谷田 寳蔵寺にて撮
影

18
〔写真、大洗自衛団結団式
記念〕

昭和12年9月17日 ― ― 写真 1 磯浜ハギシマ

19
〔写真、紀元2600年記念大
祭大洗神社神幸祭記念騎馬
大谷祢宜〕

大正15年 ― 写真 1

20 〔写真、矢場開き〕 ― ― ― 写真 1 大洗磯前神社境内にて

（中略）

130 （写真、湖畔） 写真 1

須和間住吉神社資料目録
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村
内
外
で
活
躍
す
る
「
ま
る
博
研
究
員
」
達
か
ら
の
報
告
で
す
！

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
研
究
員
（
通
称
：
ま
る
博
研
究
員
）
と
は
？

約
１
年
間
の
養
成
講
座
を
修
了
し
、
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
を
拠
点

に
地
域
の
歴
史
や
自
然
に
関
心
を
持
ち
調
査
・
研
究
等
様
々
に
活
躍

し
て
い
る
方
々
で
す
。

初
め
て
遺
跡
発
掘
調
査
を
見
学
し
て

ま
る
博
研
究
員　

奈
良
原　

清
美

「
博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
」
に
参
加
し
て

ま
る
博
研
究
員　

鈴
木　

さ
ち
よ

　

５
月
19
日
、
豊
岡
宮
前
遺
跡
の
発
掘
調
査
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

白
方
小
学
校
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
前
の
道
路
を

は
さ
ん
で
民
家
の
建
つ
と
こ
ろ
だ
そ
う
で
す
。

遺
跡
ら
し
い
と
の
連
絡
を
い
た
だ
き
、
村
が
自

分
た
ち
で
発
掘
調
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
実
際
の
遺
跡
の
発
掘
現
場
に
接
し
て
興
奮

し
ま
し
た
。
平
安
時
代
位
の
も
の
で
は
な
い
か

と
の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

3
隅
に
太
い
柱
の
跡
残
り
の
1
隅
は
舗
装
道

路
の
下
で
は
な
い
か
と
の
事
で
確
認
は
出
来
て

い
ま
せ
ん
。
竃
跡
や
家
の
中
に
は
多
数
の
土
器

の
破
片
が
あ
り
ま
し
た
。
敷
地
の
ま
わ
り
に
勾

玉
や
丸
い
玉
が
置
か
れ
、
何
ら
か
の
理
由
で
引

っ
越
し
を
す
る
時
に
お
祓
い
を
す
る
と
か
清
め

る
よ
う
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
と
の
事
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
破
片
を
村
の

係
の
方
々
が
組
立
て
る
気
が
遠
く
な
る
よ
う
な

長
い
時
間
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。

　

東
海
村
や
そ
の
近
辺
、
い
や
日
本
列
島
全
体

に
私
達
の
祖
先
が
住
み
、
現
代
の
私
達
が
そ
の

　

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
前
に
集
ま
り
、
植
物

観
察
し
な
が
ら
中
丸
～
須
和
間
地
区
を
徒
歩
で

散
策
。
参
加
人
数
は
15
名
弱
。
思
い
思
い
に
植

物
の
名
前
を
確
認
し
て
写
真
や
メ
モ
で
記
録
を

残
す
。
冬
の
間
は
、
落
葉
樹
が
葉
を
落
と
す
の

で
林
の
構
成
を
観
察
し
や
す
い
。
高
木
、
亜
高

木
、
低
木
、
草
本
と
確
認
す
る
事
が
で
き
た
。

高
木
の
子
孫
が
芽
を
だ
し
、
次
世
代
の
林
を
構

成
す
べ
く
育
っ
て
い
る
様
子
も
見
る
事
が
で
き

た
。
た
だ
、
フ
ジ
の
つ
る
や
シ
ノ
類
が
密
生
し

て
し
ま
う
と
林
は
藪
と
な
っ
て
し
ま
い
、
草
本

層
へ
太
陽
の
光
が
届
か
な
く
な
り
生
態
系
が
乱

れ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
か
つ
て
は
、
煮
炊
き
す

る
燃
料
と
し
て
落
ち
葉
や
枝
を
拾
い
持
ち
出
し

て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
人
が
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
美
し
い
林
が
保
た
れ
て
い
た
と
聞
い
た
。
今

で
は
、
人
が
林
に
立
ち
入
る
こ
と
も
な
く
、
利

用
さ
れ
な
く
な
り
、
暗
く
治
安
が
悪
く
な
っ
た

り
、
伐
採
さ
れ
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
場
所
な

ど
に
な
っ
て
い
る
。
持
続
可
能
な
集
落
や
自
然

を
考
え
た
場
合
、
住
環
境
の
周
辺
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
観
察
会
は
毎
回

「
虫
こ
ぶ
」「
冬
芽
や
樹
皮
」「
冬
越
し
す
る
植
物
」

な
ど
テ
ー
マ
を
設
け
て
、
身
近
な
植
物
が
ど
の

よ
う
に
生
育
し
て
い
る
の
か
を
観
察
す
る
。
ベ

テ
ラ
ン
の
博
物
館
長
と
歩
く
こ
と
に
よ
り
、
記

上
の
台
地
に
ま
た
住
み
続
け
て
い
く
事
を
思
う

時
、
古
代
か
ら
の
変
化
を
現
代
の
人
達
が
次
の

世
代
に
記
録
を
残
し
て
お
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

録
の
取
り
方
や
植
物
の
特
徴
、
名
前
の
由
来
、

薬
草
の
利
用
方
法
な
ど
幅
広
い
知
識
を
得
る
事

が
で
き
、
健
康
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
機
会
に

も
な
っ
て
い
る
。
年
間
を
通
じ
て
地
域
の
自
然

を
観
察
す
る
事
で
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
地
元

の
歴
史
や
環
境
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
事
が
で

き
る
取
り
組
み
は
、
一
回
か
ら
で
も
一
人
で
も

参
加
で
き
有
意
義
だ
。
何
回
か
会
を
重
ね
る
事

で
顔
見
知
り
が
で
き
、楽
し
さ
も
増
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
活
動
も
楽
し
み
だ
。

まる博
研究員

レポート

Report

１

Report

2
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防
人
歌
を
読
む

ま
る
博
研
究
員　

影
山　

稔

博
物
館
長
講
座
に
参
加
し
て

ま
る
博
研
究
員　

立
川　

義
雄

　

万
葉
集
巻
二
十
に
は
、
万
葉
期
の
東

海
村
地
域
が
属
し
た
久
慈
郡
と
那
賀
郡

出
身
の
防
人
の
歌
が
三
首
収
録
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
を
通
じ
て
、
防
人

た
ち
の
心
情
や
当
時
の
状
況
を
考
察
し

て
み
た
い
。

　

久
慈
郡
の
丸
子
部
佐
壮
の
歌
一
首

●
久
慈
川
は　

幸
く
あ
り
待
て
潮
船
に

　

9
月
か
ら
博
物
館
長
講
座
と
観
察
結
果
の
ふ

り
返
り
に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
中
か
ら
一
部

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

期
日
：
２
０
２
２
年
11
月
19
日
（
土
）

観
察
テ
ー
マ
：
身
近
な
植
物
の
実
と
タ
ネ

場
所
：
石
神
城
址
公
園

　

博
物
館
長
の
案
内
・
説
明
の
も
と
、
18
名
の

参
加
者
と
と
も
に
、
石
神
城
址
公
園
の
植
物
を

観
察
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
子
ど
も
達
の
参
加
も
あ
り
、
珍
し

い
植
物
を
見
付
け
て
は
盛
り
上
が
り
、
楽
し
く

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
楫
し
じ
貫
き　

我
は
帰
り
来
む

　

作
者
は
、
久
慈
川
は
変
わ
り
な
く
待
っ
て
い

て
よ
、
と
、
久
慈
川
を
あ
た
か
も
親
し
い
人
の

よ
う
に
詠
ん
で
い
る
。
作
者
に
と
っ
て
久
慈
川

は
、
か
け
が
え
の
な
い
生
活
の
場
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
故
郷
を
離
れ
て
、
強
く
そ
の
こ
と

を
意
識
し
、
現
実
に
は
出
来
な
い
こ
と
を
承
知

の
上
で
、大
き
な
海
上
用
の
船
で
帰
る
喩
え
で
、

無
事
の
帰
郷
の
希
望
を
詠
ん
で
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
作
者
の
心
は
、
こ
の
元
気
な
歌
と
は

真
逆
の
、
望
郷
の
哀
し
み
に
満
ち
て
い
た
の
で

は
な
い
か
、
と
思
う
。

　

那
賀
郡
の
上
丁
大
舎
人
部
千
文
の
歌
二
首

●
筑
波
嶺
の　

さ
百
合
の
花
の
夜
床
に
も

　

愛
し
け
妹
ぞ　

昼
も
愛
し
け

●
霰
降
り　

鹿
島
の
神
を
祈
り
つ
つ

　

皇
御
軍
士
に　

我
れ
は
来
に
し
を

　

こ
の
二
首
の
作
者
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
と
、

第
二
句
の
文
末
の
助
詞
「
を
」
も
考
慮
し
て
二

首
を
合
わ
せ
て
読
む
こ
と
に
す
る
。
作
者
は
鹿

島
の
神
に
祈
り
、
天
皇
の
兵
士
と
し
て
義
務
感

　

56
種
類
の
実
と
種
を
観
察
し
ま
し
た
が
、
写

真
を
撮
り
な
が
ら
記
憶
す
る
の
は
、
な
か
な
か

大
変
な
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
身
近

な
場
所
に
こ
ん
な
に
多
く
の
実
や
種
が
つ
い
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

実
か
、
種
か
、
花
な
の
か
、
昨
年
、
ま
る
博
研

究
員
養
成
講
座
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
学
習

し
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
写
真
に
収
め

て
い
き
ま
し
た
。

　

気
に
な
っ
た
樹
木
は
、
前
回
同
様
、
ウ
ワ
ミ

ズ
ザ
ク
ラ
で
す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
写
真
を

撮
影
し
、
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
こ
と
で
、
い

っ
そ
う
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
に
も
、ホ
オ
ノ
キ
の
枯
れ
葉
と
種
が
面
白
く
、

試
し
に
種
を
ま
い
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

は
た
し
て
芽
が
出
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

身
近
な
植
物
の
実
や
種
の
不
思
議
さ
に
つ
い

て
大
い
に
触
れ
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

Report

３

Report

４

ムラサキシキブの実ホオノキ  落ち葉とタネ

マムシグサ類の実キブシの実

を
も
っ
て
や
っ
て
き
た
。
一
方
、
残
し
て
来
た

愛
し
い
妻
を
想
う
心
は
日
に
日
に
募
る
ば
か
り

な
の
だ
。
こ
の
歌
か
ら
は
、
ま
ま
な
ら
ぬ
現
実

に
揺
れ
る
作
者
の
悲
哀
が
切
な
く
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
あ
る
。

　

東
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
防
人
は
、
役
人
に
統

率
さ
れ
て
難
波
津
に
集
結
し
、
船
で
北
九
州
沿

岸
に
着
任
し
た
。
赴
任
費
用
や
武
器
も
自
弁
で

あ
り
、
免
税
措
置
も
な
か
っ
た
。
三
年
間
の
任

期
を
終
え
、
帰
郷
も
自
弁
で
あ
り
、
途
中
で
死

す
る
者
も
あ
っ
た
。
防
人
歌
の
裏
側
に
は
、
徴

兵
さ
れ
た
者
と
残
さ
れ
た
家
族
の
苛
酷
な
生
活

が
あ
り
、
そ
の
歌
は
、
律
令
制
度
下
の
農
民
た

ち
の
嘆
き
の
発
露
と
も
い
え
る
。
こ
の
歌
の
作

者
ら
は
、
軍
務
を
終
え
て
無
事
に
帰
郷
で
き
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
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は
じ
め
に

　

毎
月
１
回
の
「
植
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察

会
」
で
安
嶋
館
長
か
ら
「
今
度
、
虫
こ
ぶ
を
や

り
ま
す
よ
」
と
見
せ
て
も
ら
っ
た
「
虫
こ
ぶ
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
薄
葉　

２
０
０
４
）
の
中
に

ひ
と
き
わ
特
徴
あ
る
形
の
ヌ
ル
デ
虫
こ
ぶ
（
ヌ

ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
と
呼
ば
れ
て
い
る
。）
が
目
に

留
ま
っ
た
。

　

ヌ
ル
デ
の
木
は
山
野
に
普
通
に
み
ら
れ
る
落

葉
小
低
木
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
自
宅
周
辺
を

趣
味
で
あ
る
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
な
が
ら
、
ヌ
ル

デ
虫
こ
ぶ
探
し
を
令
和
4
年
８
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

※

｢

虫
こ
ぶ｣

と
は
、
植
物
に
寄
生
し
た
ア
ブ

ラ
ム
シ
や
ダ
ニ
な
ど
の
虫
に
よ
っ
て
葉
、茎
、

芽
、
な
ど
が
異
常
に
発
育
し
て
こ
ぶ
状
に
な

っ
た
も
の
を
い
う
。
植
物
の
種
類
ご
と
に
独

特
の
形
が
あ
り
、
ヌ
ル
デ
の
葉
に
形
成
さ
れ

る
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。

１　

ヌ
ル
デ
の
木
と
そ
の
虫
こ
ぶ

　
　
（
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
）
に
つ
い
て

　

ヌ
ル
デ
は
日
本
全
国
の
山
野
に
自
生
す
る
ウ

ル
シ
科
の
落
葉
樹
。
丈
夫
で
高
い
繁
殖
率
を
持

ち
、
工
事
後
の
法
面
や
伐
採
さ
れ
た
明
る
い
更

地
で
も
よ
く
育
つ
。
か
つ
て
ヌ
ル
デ
の
樹
液
は

器
の
塗
料
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
た
。

　

新
緑
の
こ
ろ
に
一
匹
の
ア
ブ
ラ
ム
シ
（
ヌ
ル

デ
シ
ロ
ア
ブ
ラ
ム
シ
）
が
ヌ
ル
デ
の
葉
に
物
質

を
注
入
し
て
虫
こ
ぶ
を
作
る
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
の

な
か
で
、
翅
（
は
ね
）
の
な
い
ア
ブ
ラ
ム
シ
が

繁
殖
を
繰
り
返
し
、
秋
に
な
る
と
翅
が
は
え
た

ア
ブ
ラ
ム
シ
が
生
ま
れ
て
く
る
。
虫
こ
ぶ
に
穴

が
開
く
と
、
翅
の
生
え
た
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
飛
び

出
す
。
そ
し
て
特
定
の
コ
ケ
類
（
チ
ョ
ウ
セ
ン

ゴ
ケ
の
仲
間
）
に
卵
を
産
ん
で
、
幼
虫
で
越
冬

す
る
。
タ
ン
ニ
ン
酸
を
多
く
含
む
た
め
、
昔
か

ら
お
歯
黒
や
染
料
、
皮
な
め
し
の
材
料
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

２　

観
察
期
間
と
そ
の
経
過

　

令
和
４
年
８
月
28
日
～
11
月
24
日
ま
で

　

計
89
日

　

８
月
28
日
：
細
浦
の
天
神
山
入
口
付
近
に
ヌ

ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
ら
し
き
も
の
1
個
発
見
。
早

速
、
ス
マ
ホ
で
写
真
を
撮
り
安
嶋
館
長
に
見
て

頂
く
。

　
「
ヌ
ル
デ
の
虫
こ
ぶ
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
で

す
よ
。」
と
返
答
を
頂
き
今
日
か
ら
探
す
ぞ
と

決
め
た
日
に
見
つ
か
る
な
ん
て
、
ラ
ッ
キ
ー
と

喜
ぶ
。

　

８
月
31
日
：
何
気
な
く
立
ち
寄
っ
た
「
絆
」

に
続
く
坂
道
（
東
海
病
院
の
前
の
道
路
か
ら
続

く
）
の
途
中
で
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
発
見
。

　

ヌ
ル
デ
の
木
は
数
本
あ
り
、
虫
こ
ぶ
も
目
視

で
5
～
６
個
く
ら
い
あ
る
。
意
外
に
多
く
見
つ

か
っ
た
の
で
軽
く
興
奮
す
る
。

　

そ
の
後
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
す
る
と
き
は
、
常

に
ヌ
ル
デ
の
木
を
探
す
よ
う
に
な
り
、
首
が
痛

く
な
る
ほ
ど
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
甲
斐
あ

っ
て
、
表
１
の
よ
う
に
通
称
「
東
海
村
最
後
の

秘
境
」
で
２
か
所
、
須
和
間
の
住
吉
神
社
付
近

で
２
か
所
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

白
方
溜
め
池
、
村
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
付
近
の
林

な
ど
も
さ
が
し
て
み
た
が
、
ヌ
ル
デ
の
木
は
見

か
け
て
も
虫
こ
ぶ
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
念

の
た
め
11
月
に
な
り
、
落
ち
た
虫
こ
ぶ
が
な
い

か
現
地
に
行
っ
て
み
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。

３　

ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
の
発
見
場
所

　

ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
は
以
下
の
４
カ
所
で
発

見
、
確
認
し
た
。

ヌ
ル
デ
虫
こ
ぶ
を
見
つ
け
に

ま
る
博
研
究
員　

山
本　

美
恵
子

▲写真１　ヌルデ　村松　2022.8.28

▲写真 3　ヌルデミミフシ　村松　2022.10.2

▲写真 2　ヌルデミミフシ　村松　2022.8.28　

４　

集
め
た
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
数

Report

５
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①
村
松
（（
細
浦
農
道
、
天
神
山
入
口
付
近
）

②
村
松
（
東
海
村
最
後
の
秘
境
）

③
須
和
間
（
住
吉
神
社
近
く
）

④
村
松
（
絆
に
続
く
坂
道
）

　

10
月
10
日
：
ヌ
ル
デ
の
実
の
表
面
に
白
い
結

晶
の
よ
う
な
も
の
が
付
き
始
め
る
。
安
嶋
館
長

か
ら
「
昔
の
人
は
塩
の
代
わ
り
に
こ
れ
を
舐
め

て
い
た
そ
う
で
す
。
ぜ
ひ
試
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
教
え
て
頂
き
、
実
行
し
て
み
た
。

　

そ
の
前
に
塩
分
測
定
器
で
計
っ
て
み
る
。
結

果
は
全
く
反
応
な
し
。
こ
の
結
晶
は
塩
で
は
な

く
、「
リ
ン
ゴ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
」
と
の
こ
と
。

　

で
は
早
速
、
味
見
を
し
て
み
る
。
最
初
に
舌

に
軽
く
ピ
リ
ッ
と
来
た
後
、
塩
味
を
感
じ
酸
味

が
き
て
後
味
ス
ッ
キ
リ
。
昔
の
人
が
塩
と
間
違

え
る
の
も
無
理
は
な
い
と
思
っ
た
。

　

私
個
人
の
好
み
と
し
て
は
結
晶
が
で
き
る
前

の
実
を
こ
す
っ
て
舐
め
た
方
が
く
ど
く
な
く
て

お
い
し
い
と
思
う
。

　

10
月
18
日
：
虫
こ
ぶ
に
小
さ
な
穴
が
開
い
て

い
る
の
を
確
認
。
そ
ろ
そ
ろ
越
冬
の
準
備
を
始

め
た
ら
し
い
。
こ
の
穴
か
ら
翅
の
生
え
た
ア
ブ

ラ
ム
シ
が
近
く
の
コ
ケ
類
に
移
動
し
て
い
る
。

　

11
月
：
役
目
を
終
え
た
虫
こ
ぶ
が
木
か
ら
枝

ご
と
、
も
し
く
は
虫
こ
ぶ
の
み
地
面
に
落
ち
て

い
る
の
を
発
見
。
こ
の
日
か
ら
落
ち
た
虫
こ
ぶ

集
め
を
開
始
し
た
。
大
部
分
が
枝
に
く
っ
つ
い

た
ま
ま
な
の
で
、
走
り
な
が
ら
家
に
持
ち
帰
る

の
は
結
構
な
荷
物
だ
っ
た
。
多
い
時
に
は
両
手

に
持
っ
て
走
っ
た
。

▲写真 4　ヌルデの実　村松　2022.10.16

▲写真 5　ヌルデミミフシの穴　村松　2022.10.19

細浦 ２個
住吉神社付近 ５個
秘境 23個
絆坂道 107個

137個

場所名 確認
本数 幹回り 樹高 虫こぶ数

（目視）
雄、雌の

区別

① ２本 13～30cm 2～6ｍ ２個 雄　１本
雌　１本

② ８本 11～37cm 4～6ｍ ８個 すべて雌株

③ ４本 17～23cm 2～3ｍ ６個 雄　２本
雌　２本

④ ６本 8～23cm 2～3ｍ 10個 すべて雌株

表１　発見地のヌルデミミフシ内訳

４　

集
め
た
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
数

0

20

40

60

80

100

120

細浦 住吉神社付近 秘境 絆坂道

虫こぶ数

虫こぶ数

５　

結
果

　

集
め
た
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
の
総
数
は
１
３
７

個
。目
視
と
は
相
当
か
け
離
れ
た
数
で
あ
っ
た
。

　

約
80
％
が
「
絆
坂
道
」
で
集
め
た
も
の
で
、

圧
倒
的
な
多
さ
で
あ
っ
た
。
も
う
落
ち
て
い
な

い
だ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
行
っ
て
み
る
と
、
ま

だ
落
ち
て
お
り
そ
ん
な
日
が
数
日
間
続
い
た
。
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虫
こ
ぶ
の
楽
園
で
あ
っ
た
。

　
「
絆
坂
道
」
に
は
す
ぐ
近
く
に
コ
ケ
類
が
た

く
さ
ん
生
え
て
お
り
、
越
冬
す
る
に
は
絶
好
の

場
所
と
思
わ
れ
る
。
他
の
場
所
で
も
コ
ケ
類
を

さ
が
し
て
み
た
が
、「
絆
坂
道
」
以
外
で
は
細

浦
農
道
と
秘
境
で
よ
う
や
く
こ
れ
か
な
と
思
え

る
コ
ケ
類
が
あ
っ
た
が
、
道
路
の
端
に
生
え
て

い
た
り
、
用
水
路
に
か
か
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

橋
に
細
々
と
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。

　

住
吉
神
社
近
く
で
は
林
を
さ
が
し
た
が
、
コ

ケ
類
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

　
「
絆
坂
道
」
と
同
じ
よ
う
な
環
境
の
村
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
付
近
の
林
や
「
絆
坂
道
」
か
ら
数
メ

ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
場
所
に
ヌ
ル
デ
は

生
育
し
て
い
た
が
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
は
見
つ

か
ら
な
か
っ
た
。
ヌ
ル
デ
と
コ
ケ
類
が
あ
れ
ば

虫
こ
ぶ
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
ら
し

い
。

　

目
視
と
実
際
の
数
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
葉

と
虫
こ
ぶ
の
違
い
が
分
か
り
に
く
く
、
風
な
ど

吹
く
と
揺
れ
る
た
め
場
所
を
特
定
す
る
の
が
難

し
か
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
雄
株
と
雌
株
に
作
ら
れ
る
虫
こ
ぶ

の
形
や
数
に
も
違
い
が
あ
っ
た
。
雄
株
は
ひ
ら

ひ
ら
と
し
た
花
の
よ
う
な
虫
こ
ぶ
に
対
し
、
雌

株
は
人
の
耳
の
よ
う
な
ず
ん
ぐ
り
型
。
作
ら
れ

た
数
も
雄
株
に
は
１
個
ず
つ
、
雌
株
は
複
数
だ

と
い
う
の
も
不
思
議
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
違
い

に
つ
い
て
は
既
存
の
文
献
に
は
触
れ
ら
れ
て
い

な
い
の
で
、
次
年
度
は
詳
細
な
調
査
を
実
施
し

て
み
た
い
。

６　

せ
っ
か
く
集
め
た

　
　

ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
な
の
で
、

　
　

染
色
に
挑
戦
し
て
み
た
。

　

材
料
は

　

・
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
１
０
０
ｇ

　

・
錆
び
た
鉄
く
ぎ
数
本　
　
　

　

・
フ
ェ
ル
ト
化
し
た
羊
毛
２
枚

　

・
水
適
量

　

方
法

　

材
料
を
グ
ツ
グ
ツ
土
鍋
で
煮
る
事
数
十
分
、

一
晩
放
置
し
て
お
く
。
染
色
液
は
黒
で
フ
ェ
ル

ト
も
黒
っ
ぽ
く
み
え
た
が
、
取
り
出
し
て
乾
か

し
て
い
る
う
ち
に
茶
色
に
な
っ
た
。

　

せ
っ
か
く
な
の
で
埴
輪
と
土
偶
を
作
っ
て
み

た
。
体
の
文
様
や
目
、
口
は
木
の
実
や
縄
文
時

代
の
衣
類
や
袋
の
材
料
に
な
っ
た
カ
ラ
ム
シ
の

繊
維
を
利
用
し
た
。

７　

最
後
に

　

今
回
、
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
を
観
察
し
て
み
て

小
さ
な
虫
た
ち
の
生
活
の
一
部
を
見
ら
れ
た
こ

と
は
有
意
義
だ
っ
た
。

　

お
歯
黒
や
染
料
な
ど
を
通
し
て
人
と
の
関
わ

り
も
あ
り
、
昔
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か

非
常
に
興
味
が
あ
る
。

　

集
め
た
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
は
多
い
の
か
、
少

な
い
の
か
、
比
較
で
き
な
か
っ
た
の
で
不
明
で

あ
る
。

　

例
え
ば
東
海
村
の
既
婚
女
性
が
今
全
員
で
お

歯
黒
を
や
り
は
じ
め
た
ら
足
り
る
の
か
。
そ
も

そ
も
、
地
産
地
消
だ
っ
た
の
か
。
加
工
し
た
も

の
を
購
入
し
て
い
た
の
か
。

　

江
戸
時
代
、
激
し
い
労
働
で
疲
れ
切
っ
た
女

性
が
お
歯
黒
を
す
る
精
神
的
余
裕
は
あ
っ
た
の

か
。
同
じ
女
性
と
し
て
、と
て
も
興
味
が
あ
る
。

東
海
村
に
江
戸
時
代
な
ど
の
一
般
の
人
の
生
活

や
習
慣
を
書
い
た
女
性
目
線
の
資
料
な
ど
あ
れ

ば
是
非
と
も
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

　

令
和
５
年
の
春
に
も
、
ま
た
元
気
な
ヌ
ル
デ

と
ヌ
ル
デ
ミ
ミ
フ
シ
を
見
に
行
っ
て
み
た
い
。

参
考
図
書

湯
川
淳
一･

桝
田　

長　

１
９
９
６　

原
色
日

本
虫
え
い
図
鑑　

全
国
農
村
教
育
協
会

薄
葉　

重　

２
０
０
４　

虫
こ
ぶ
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク　

文
一
総
合
出
版

薄
葉　

重　

２
０
０
７　

虫
こ
ぶ
入
門　

八
坂

書
房

▲写真 6　集めたヌルデミミフシ　2022.11.3

▲写真 7　染色した埴輪（左）と土偶（右）　2023.1.12
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March - June

MARUHAKU JOURNAL

まる博マルシェ

3月～6月
春

【会期】　令和４年３月２５日～令和４年７月８日
【場所】　歴史と未来の交流館　展示室１

『
東
海
村
の
未
来
予
想
図
★
大
博
覧
会
』

Diary

　

令
和
３
年
度
「
東
海
村
未
来
ポ
ス
ト
～
○

○
年
後
の
物
語
～
」
に
て
ポ
ス
ト
に
投
函
さ

れ
た
絵
を
大
公
開
！

　

未
来
は
一
体
ど
の
よ
う
な
東
海
村
の
姿
に

な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

そ
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
！

交流館の活動の記録を一部紹介します！

～歴史と未来の交流館～
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July - September
MARUHAKU JOURNAL

企画展示

7月～9月
夏

【会期】　令和４年７月２３日～令和４年９月３０日
【場所】　歴史と未来の交流館　企画展示室

80
年
の
苦
難
の
歴
史
×
近
代
東
海
村
域
の
大
事
業

初
公
開　

明
治
時
代
の
真
崎
浦
干
拓
絵
図

絵
図
か
ら
見
る
真ま

崎さ
き

浦う
ら

の
干か

ん

拓た
く

　

風ふ
う

光こ
う

明め
い

媚び

で
ウ
ナ
ギ
や
コ
イ
や
フ
ナ

な
ど
の
魚
が
た
く
さ
ん
と
れ
、
レ
ン
コ

ン
栽
培
も
し
て
い
た
真
崎
浦
で
し
た
が
、

周
辺
の
村
々
を
苦
し
め
る
存
在
で
も
あ

り
ま
し
た
。

　

真
崎
浦
か
ら
太
平
洋
へ
と
細
く
つ
な

が
る
水
路
は
、
吹
き
上
が
る
砂
に
よ
っ

て
度
々
閉へ

い

塞そ
く

さ
れ
て
し
ま
い
、
ま
た
真

崎
浦
の
水
面
は
最
大
満
潮
時
に
は
海
水

面
よ
り
も
75
㎝
も
低
い
た
め
排
水
も
で

き
ず
、
大
雨
の
度
に
水
が
あ
ふ
れ
、
周

辺
の
村
々
に
深
刻
な
水
害
を
も
た
ら
し

て
い
た
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
洪
水
被
害
に
苦
し
む
人
々

を
救
い
、
食し

ょ
く

糧り
ょ
う

増ぞ
う

産さ
ん

を
図
る
た
め
に
湖

沼
を
干
拓
し
て
水
田
に
変
え
よ
う
と
立

ち
上
が
っ
た
の
が
、
湊
村
（
ひ
た
ち
な

か
市
）
の
西
野
長
治
郎
で
し
た
。
西
野

長
治
郎
は
弟
新
介
の
名
で
真
崎
浦
（
広

浦
と
細
浦
）
及
び
周
辺
の
荒
れ
地
の
開か

い

墾こ
ん

を
水
戸
藩
に
願
い
出
て
安
政
3
年
4

月
に
許
可
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
西
野
長
治
郎
に
よ
る
湖
沼

「
真
崎
浦
」
を
水
田
へ
と
変
え
る
真
崎

浦
の
干
拓
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で

す
。

コ
イ
や
ウ
ナ
ギ
が
採
れ
る
風
光
明
媚
な
湖
「
真
崎
浦
」

―
―
―
湖
が
な
ぜ
田
ん
ぼ
へ
変
わ
っ
た
の
か
。

そ
こ
に
は
、
約
80
年
間
の
血
と
涙
と
汗
の
苦
難
の
歴
史
が
あ
っ
た
。
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し
か
し
水
の
量
が
多
く
干
拓
は
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
幾
度
も
の

中
断
・
再
開
を
経
て
、
4
回
目
の
干
拓
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和
8
年
で
し
た
。
そ

の
工
事
主
体
は
真
崎
浦
耕
地
整
理
組
合
、
設
計
は
茨
城
県
耕
地
課
が
行
い
、
工
事

は
当
時
真
崎
浦
に
40
町
を
所
有
し
て
い
た
鴻
池
組
が
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
昭
和
13
年
、
総
面
積
１
３
１
町
歩
の
美
田
「
真
崎
浦
」
が
誕
生
し

た
の
で
す
。

　

こ
う
し
て
、
安
政
３
年
か
ら
始
ま
っ
た
真
崎
浦
の
干
拓
は
4
回
目
に
し
て
よ
う

や
く
完
成
し
た
の
で
し
た
。

　

機
関
場
に
は
記
念
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
念
碑
に
は
、
苦
難
の
道
を
た

ど
っ
た
真
崎
浦
の
干
拓
と
人
々
の
努
力
と
苦
労
の
歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
普
段
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
真
崎
浦
の
水
田
。
こ
の
、

の
ど
か
で
、
美
し
い
景
色
の
中
に
は
、
約
80
年
間
の
苦
難
の
歴
史
と
戦
前
東
海
村

域
の
大
事
件
、
そ
し
て
今
日
ま
で
続
く
人
々
の
苦
労
と
涙
の
歴
史
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
で
す
。
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【会期】　令和４年７月２３日～令和４年９月３０日
【場所】　歴史と未来の交流館　展示室１

化
石
か
ら
探
る
東
海
海
底
３
０
０
万
年

　

化
石
―
そ
れ
は
、
悠
久
の

歴
史
の
証
人
。

　

私
た
ち
は
日
頃
何
気
な
く

こ
の
大
地
の
上
を
歩
い
て
い
ま

す
が
、
そ
の
下
に
は
長
い
年
月

を
か
け
て
降
り
積
も
っ
た
「
地

層
」
と
い
う
歴
史
書
、
そ
し

て
そ
の
歴
史
を
語
る
「
化
石
」

た
ち
が
眠
っ
て
い
る
こ
と
に
は

な
か
な
か
気
づ
き
ま
せ
ん
。
本

企
画
展
で
は
、
東
海
村
が
平

成
初
期
か
ら
実
施
し
て
き
た

自
然
調
査
の
結
果
判
明
し
た

太
古
の
東
海
村
の
姿
を
、
村

内
か
ら
発
掘
さ
れ
た
化
石
か

ら
紐
解
き
ま
し
た
。

　

１
９
８
６
年
６
月
、
村
松
層
が
分
布
す
る
東

海
村
川
根
の
露ろ

頭と
う

で
大
き
な
発
見
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
こ
そ
、「
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
」
の

発
見
で
す
。

　

当
時
茨
城
県
内
で
見
つ
か
っ
て
い
た
ク
ジ
ラ

の
化
石
は
、
歯
を
持
ち
大
き
な
獲え

物も
の

を
積
極

的
に
捕ほ

し
ょ
く食

す
る
ハ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
の
み
で
、

ヒ
ゲ
板
を
持
ち
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
濾こ

し
と

っ
て
食
べ
る
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
な
か
ま
の
化
石
の

発
見
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

まる博マルシェ

July - September
MARUHAKU JOURNAL

7月～9月
夏

は
る
か
昔
、
東
海
村
は
海
の
底
だ
っ
た
？
！

東
海
村
内
で
発
掘
さ
れ
た
悠
久
の
歴
史
の
証
人
「
化
石
」
を

手
が
か
り
に
い
ざ
、
海
底
３
０
０
万
年
の
旅
へ
！
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【会期】　令和４年１０月１日～令和４年１１月３０日
【場所】　歴史と未来の交流館　企画展示室

帰
っ
て
き
た
！ 

東
海
村
時
空
マ
ッ
プ

　

令
和
３
年
度
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

展
示
で
好
評
だ
っ
た
「
東
海
村

時
空
マ
ッ
プ
」
が
帰
っ
て
き
ま
し

た
！
東
海
村
の
地
図
の
上
に
乗

る
と
、
セ
ン
サ
ー
で
反
応
し
、
立

っ
た
場
所
の
昔
の
写
真
や
子
ど

も
た
ち
が
描
い
た
未
来
の
絵
が

出
て
き
た
り
、
現
在
の
道
の
動

画
が
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
で
流
れ
る
な

ど
、
楽
し
い
展
示
で
す
。

October - November
MARUHAKU JOURNAL

10月～11月
秋

企画展示
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交
流
館 

de 

文
化
祭

October - November
MARUHAKU JOURNAL

10月～11月
秋

まる博マルシェ

【会期】　令和４年１０月１日～令和４年１１月３０日
【場所】　歴史と未来の交流館　展示室１

　

今
年
は
、
東
海
村
文
化
祭
50
回
の
記
念
の
年
、

と
い
う
こ
と
で
第
一
回
か
ら
振
り
返
る
展
示
を
行
い

ま
し
た
。
文
化
祭
の
黎
明
期
か
ら
今
日
ま
で
、
ど

の
よ
う
な
考
え
で
人
々
は
文
化
を
創
っ
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
思
い
を
展
示
し
ま
し
た
。

芸術の秋！ということで、様々なアート作品が生まれました！その一部をご紹介します。

東
海
村
文
化
祭
50
回
記
念

　

―
東
海
村
の
文
化
を
創
り
上
げ
た
人
々
―

ピ
タ
ゴ
ラ
ど
ん
ぐ
り

石
こ
ろ
ア
ー
ト
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東
海
村
の
人
物
は
に
わ
図
鑑

December - February
MARUHAKU JOURNAL

12月～3月
冬

企画展示

　
「
東
海
村
の
人
物
は
に
わ
図
鑑
」
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り

発
見
さ
れ
た
「
人
物
埴
輪
」
を
34
点
展

示
し
ま
し
た
。
埴
輪
と
は
、
約
１
５
０
０

年
前
に
造
ら
れ
た
古
墳
（
有
力
者
と
そ
の

一
族
の
墓
）
の
周
囲
に
立
ち
並
べ
ら
れ
た

焼
き
物
の
こ
と
で
す
。
東
海
村
は
、
茨
城

県
内
で
も
埴
輪
の
出
土
例
が
多
い
地
域
で

す
。
と
く
に
、
近
年
の
発
掘
調
査
で
は
、

精
巧
な
作
り
の
人
物
埴
輪
の
発
見
が
相

次
ぎ
、「
埴
輪
」
は
ま
さ
に
本
村
を
代
表

す
る
文
化
財
の
一
つ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

埴
輪
の
種
類
に
は
、
筒
形
を
し
た
「
円

筒
埴
輪
」
と
、
人
や
動
物
、
家
な
ど
様
々

に
形
づ
く
ら
れ
た
「
形
象
埴
輪
」
が
あ

り
ま
す
。
本
展
示
の
主
役
と
な
る
人
物

埴
輪
は
、
形
象
埴
輪
の
一
つ
で
す
が
、
よ

く
観
察
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
髪
型
や
衣

装
な
ど
が
違
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ

う
し
た
人
物
埴
輪
は
、
当
時
の
王
や
彼
ら

に
付
従
し
た
人
々
を
造
形
す
る
こ
と
に
よ

り
、
古
墳
に
伴
う
様
々
な
儀
礼
の
場
面

を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
企
画
展
で
は
、
ま
る
で
図
鑑
の

１
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
展
示
構

成
を
通
し
て
、
個
性
豊
か
な
人
物
埴
輪
の

特
徴
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
し
た
。

【会期】 令和４年１２月２３日～令和５年３月５日
【場所】 歴史と未来の交流館　企画展示室

東海村のハニワ総選挙　
結果発表！！

同時開催

23点の人物埴輪がエントリーした人気投票を行いました！
あなたの推し埴輪はどれ？！

その結果は次のページ！
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№14 跪
ひざまづ

く男子埴輪  

戸ノ内古墳出土 現高 36.9cm 

 

 

次
は
私
の
時
代
で
す
！
頑
張
り
ま
す
！ 

第１位 
（１４９票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№11 人物埴輪 県指定文化財 

舟塚古墳群１号墳出土 現高 78.5cm  

 

 

ワ
シ
こ
そ
が
・・キ
ン
グ
オ
ブ
埴
輪
じ
ゃ
！ 

第２位 
（１４２票） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№12 三角巾形冠を被る武人埴輪 

村指定文化財 戸ノ内古墳出土 現高 80.2cm 

美
男

イ
ケ
メ
ン

で
す
ね
！ 

第３位 
（１０１票） 

はにわマルシェ

東海村のハニワ総選挙
結果発表

同時開催

埴輪の塗り絵や埴輪カードをつくったり、埴輪になりきって写真もとれるコーナーも！
権現山古墳や別当山古墳の

模型も制作しました！

エントリー数

全 23 点
投票数1054票！！
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令
和
4
年
7
月
23
日
か
ら
同
年
9
月
30
日
ま

で
、
展
示
室
１
「
ま
る
博
マ
ル
シ
ェ
エ
リ
ア
」

を
使
っ
て
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
化
石
か
ら
探

る
東
海
海
底
３
０
０
万
年
」。
あ
り
が
た
い
こ

と
に
、
開
幕
初
日
か
ら
多
く
の
方
に
ご
来
館
い

た
だ
き
、
メ
デ
ィ
ア
に
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ

く
な
ど
の
反
響
が
あ
っ
た
。

　

今
回
の
ま
る
博
ジ
ャ
ー
ナ
ル
で

は
、
こ
の
企
画
展
が
で
き
る
ま
で

に
ど
の
よ
う
な
舞
台
裏
（
バ
ッ
ク

ス
テ
ー
ジ
）
が
あ
っ
た
の
か
を
お

届
け
し
た
い
。

１　

太
古
の
東
海
村
の
姿
を

　

こ
の
企
画
展
は
当
初
「
化
石
マ

ル
シ
ェ
」
と
職
員
間
で
は
呼
称
し

て
い
た
。
私
た
ち
が
立
つ
東
海
村

の
大
地
の
中
に
眠
る
幾
千
万
年
に

も
わ
た
る
物
語
を
、
村
内
か
ら
発

掘
さ
れ
た
化
石
資
料
を
基
に
紐
解

い
て
い
く
と
い
う
ざ
っ
く
り
し
た

方
向
性
だ
け
が
決
ま
っ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
私
の
企
画
展
づ
く
り
が

始
ま
っ
た
。

　

ま
ず
悩
ん
だ
の
が
、
太
古
の
東

海
村
の
姿
を
紹
介
す
る
た
め
の
展

#
BA

CKSTA
G

E
「
化
石
か
ら
探
る
東
海
海
底
３
０
０
万
年
」
が
で
き
る
ま
で

企
画
展

示
と
い
っ
て
も
、
具
体
的
に
ど
の
時
代
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
か
で
あ
っ
た
。
東
海
村
の
大
部

分
を
占
め
る
那
珂
台
地
で
確
認
で
き
る
地
層

は
、
最
も
古
い
も
の
で
約
1
１
０
０
万
年
前
の

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
上
に
重
な
る
の
が
約

３
０
０
万
年
前
の
地
層
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
約

12
万
年
前
の
粘
土
層
や
久
慈
川
が
形
成
し
た
約

４
～
６
万
年
前
の
砂
礫
層
、
そ
し
て
て
っ
ぺ
ん

に
新
し
い
時
代
の
関
東
ロ
ー
ム
層
と
、
５
つ
も

の
時
代
の
異
な
る
地
層
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
低

地
で
は
海
進
の
際
に
堆
積
し
た
沖
積
層
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
地
層
の
成
り
立
ち
す
べ
て

を
解
説
で
き
る
展
示
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
と
、

情
報
量
が
多
す
ぎ
て
結
局
見
学
が
大
変
な
だ
け

の
企
画
展
に
な
る
と
考
え
た
た
め
、
い
ず
れ
か

の
時
代
、
い
ず
れ
か
の
地
層
に
絞
る
必
要
が
あ

っ
た
。

　

時
代
の
選
定
に
あ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
で
展
示
す
る
化
石
資
料
が
ど
の
よ
う
な
内

容
に
な
る
か
を
考
え
た
。
そ
の
中
で
、
①

１
１
０
０
万
年
前
の
深
い
海
に
息
を
潜
め
て
暮

ら
す
底
生
生
物
た
ち
、
②
３
０
０
万
年
前
の
海

底
谷
に
で
き
た
深
海
生
物
た
ち
の
オ
ア
シ
ス
、

③
今
に
も
飛
び
立
ち
そ
う
な
ほ
ど
美
し
い
12
万

年
前
の
甲
虫
化
石
と
彼
ら
の
暮
ら
し
た
豊
か
な

森
、
の
三
案
が
有
力
候
補
と
し
て
残
っ
た
。
い

ず
れ
も
考
え
た
身
と
し
て
は
捨
て
が
た
か
っ
た

が
、
展
示
室
1
「
水
辺
の
ム
ラ
」
エ
リ
ア
で
約

１
１
０
０
万
年
前
の
古
環
境
展
示
を
実
施
し
て

い
た
こ
と
と
、
近
年
話
題
に
な
っ
た
約
12
万
年

前
の
甲
虫
化
石
に
つ
い
て
よ
り
深
い
分
析
を
し

た
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
②
案
を
採
用
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
ま
た
、
②
案
を
採
用
し
た
の
に

は
、
あ
る
化
石
資
料
に
も
う
一
度
ス
ポ
ッ
ト
ラ

イ
ト
を
当
て
た
い
と
い
う
思
惑
も
あ
っ
た
。

２　

村
の
名
を
冠
し
た
化
石

　

１
９
８
６
年
6
月
、
東
海
村
須
和
間
の
露
頭

で
発
見
が
あ
っ
た
。
当
時
近
隣
の
学
校
で
理
科

教
師
を
し
て
い
た
照
沼
義
夫
氏
は
、
こ
の
日
数

人
の
調
査
チ
ー
ム
と
共
に
微
化
石
の
含
ま
れ
る

岩
石
サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
い
た
。そ
の
最
中
、

照
沼
氏
は
崖
か
ら
わ
ず
か
に
突
き
出
し
た
骨
の

一
端
を
発
見
す
る
。
チ
ー
ム
が
ド
リ
ル
で
崖
を

掘
っ
て
み
る
と
、
だ
ん
だ
ん
大
き
な
板
の
よ
う

な
骨
の
化
石
が
出
て
き
た
。

　

掘
り
出
さ
れ
た
の
は
、
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
上
あ

ご
の
先
端
の
一
部
分
で
あ
っ
た
。
こ
の
知
ら
せ

は
た
ち
ど
こ
ろ
に
専
門
家
の
耳
に
入
り
、
現
地

で
の
化
石
の
実
見
の
の
ち
、
産
出
地
で
あ
る
東

海
村
の
名
を
冠
し
て
「
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
」
と

名
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
当
時
の
新
聞
で
も
複
数

紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ

た
。
と
い
う
の
も
、
当
時
茨
城
県
内
で
発
見
さ

れ
て
い
た
ク
ジ
ラ
類
の
化
石
は
い
ず
れ
も
ハ
ク

ジ
ラ
類
（
歯
を
持
つ
ク
ジ
ラ
の
こ
と
）
で
あ

り
、
ヒ
ゲ
板
を
持
つ
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
類
の
化
石
の

発
見
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

こ
の
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
が
生
き
て
い
た
場
所

こ
そ
、
こ
の
企
画
展
で
取
り
上
げ
る
３
０
０
万

年
前
の
東
海
村
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

トウカイクジラとミンククジラの展示風景。
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３　

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
を
借
り
た
い
！

　

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
は
、
そ
の
後
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
、

標
本
に
と
っ
て
最
適
な
環
境
で
保
管
さ
れ
て
い

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
か
ら
30
年
以
上
、

な
か
な
か
日
の
目
を
見
る
機
会
は
訪
れ
ず
、
東

海
村
民
に
も
や
が
て
忘
れ
去
ら
れ
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
私
は
こ
の
東
海
村
の
名
を

冠
し
た
、
村
を
代
表
す
る
化
石
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
の
存
在
を
当
時

の
村
民
た
ち
に
ど
う
し
て
も
思
い
出
し
て
ほ
し

か
っ
た
し
、
東
海
村
か
ら
ク
ジ
ラ
の
化
石
が
出

て
き
た
過
去
を
知
ら
な
い
若
い
世
代
に
も
、
新

た
に
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
に
出
会
っ
て
ほ
し
か
っ

た
。
絶
対
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
か
ら
ト
ウ

カ
イ
ク
ジ
ラ
を
借
り
た
い
！
そ
の
一
心
で
、
私

は
電
話
帳
に
一
縷
の
望
み
を
か
け
て
、
と
あ
る

人
物
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
っ
た
。
そ
し
て
幸
い

に
も
、
電
話
番
号
は
ビ
ン
ゴ
！
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ

ラ
を
発
掘
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県

自
然
博
物
館
に
寄
贈
し
た
張
本
人
で
あ
る
照
沼

義
夫
氏
と
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
。

４　

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
を
借
り
る
に
は

　

照
沼
氏
は
私
の
話
を
大
変
真
摯
に
聞
い
て
く

だ
さ
り
、私
の
思
い
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ご
親
切
に
も
照
沼
氏
か
ら
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー

ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
の
当
時
の
担
当
学
芸
員

で
あ
っ
た
国
府
田
良
樹
氏
に
事
情
を
説
明
し
て

く
だ
さ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
現
在
の
担
当
学

芸
員
の
加
藤
太
一
氏
に
お
話
し
い
た
だ
い
て
、

具
体
的
に
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
借
用
の
手
続
き
が

動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
照
沼
氏
・
国
府
田
氏
・
加
藤
氏
立
会

い
の
下
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然

博
物
館
の
収
蔵
庫
で
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
本
体
を

実
見
し
た
。
昔
か
ら
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
に
会
い

た
か
っ
た
身
と
し
て
は
夢
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ミ
ー

ト
で
あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自

然
博
物
館
で
の
管
理
が
す
ば
ら
し
く
、
も
ろ
い

箇
所
や
化
石
に
な
る
過
程
で
地
層
の
重
み
に
耐

え
き
れ
ず
壊
れ
た
の
で
あ
ろ
う
部
分
は
す
べ
て

保
護
修
復
し
て
あ
っ
た
。
30
年
以
上
も
大
事
に

村
の
宝
を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
無
量

で
あ
っ
た
。

　

保
護
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
は
い
え
、
展

示
や
運
搬
の
際
の
安
全
を
期
す
た
め
に
ト
ウ
カ

イ
ク
ジ
ラ
の
状
態
を
細
か
く
記
録
し
て
い
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ツ
の
長
さ
、
幅
、
高
さ
と
厚

み
、
力
や
振
動
に
弱
い
と
こ
ろ
は
な
い
か
、
修

復
さ
れ
て
い
る
部
分
の
状
態
は
ど
う
か
…
…
。

一
通
り
記
録
し
た
こ
ろ
で
、
国
府
田
氏
に
現
生

の
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の
頭
部
骨
格
標
本
を
比
較
の
た

め
に
並
べ
て
展
示
す
る
こ
と

を
ご
提
案
い
た
だ
い
た
。
た

し
か
に
こ
れ
だ
け
見
て
も
ク

ジ
ラ
の
ど
こ
だ
か
よ
く
わ
か

ら
な
い
と
感
じ
た
の
で
、
ミ

ン
ク
ク
ジ
ラ
の
頭
部
骨
格
標

本
を
追
加
で
貸
し
出
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
申
請
し

た
。

　

実
見
が
終
わ
り
交
流
館
に

戻
っ
て
す
ぐ
、
し
っ
か
り
し

た
段
ボ
ー
ル
を
館
内
か
ら
大

量
に
集
め
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物

館
へ
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
と
ミ

ン
ク
ク
ジ
ラ
を
迎
え
に
行
く
の
に
、
安
全
に
運

搬
で
き
る
箱
を
作
る
た
め
で
あ
る
。
と
に
か
く

標
本
そ
の
も
の
が
大
き
く
、
既
製
品
の
段
ボ
ー

ル
箱
や
木
箱
で
は
到
底
サ
イ
ズ
が
足
り
な
い
。

長
さ
１
２
０
㎝
、
幅
90
㎝
、
高
さ
70
㎝
ほ
ど
の

箱
を
2
つ
、
3
人
が
か
り
で
補
強
に
補
強
を
繰

り
返
し
て
制
作
し
た
。
ま
た
、
運
送
中
の
揺
れ

な
ど
で
借
用
標
本
が
破
損
し
な
い
よ
う
、
自
宅

に
あ
っ
た
も
う
使
わ
な
い
綿
入
り
の
掛
け
布
団

と
ふ
わ
ふ
わ
の
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
を
持
参
し
、
敷

布
団
を
作
っ
て
箱
の
底
に
敷
い
た
。
掛
け
布
団

は
ど
う
や
ら
高
級
寝
具
メ
ー
カ
ー
の
も
の
だ
っ

た
よ
う
だ
が
、
ク
ジ
ラ
を
守
る
大
役
を
担
う
布

団
に
転
身
で
き
る
な
ら
布
団
も
本
望
だ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
ク
ジ
ラ
た
ち
を
交
流
館
に
迎
え

る
準
備
は
整
っ
た
。

トウカイクジラとミンククジラの運搬のために作った箱。
人物の身長は約 160㎝。

トウカイクジラを発掘する様子。
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５　

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
の
凱
旋

　

ク
ジ
ラ
た
ち
の
借
用
の
日
、
私
は
頼
れ
る
先

輩
学
芸
員
と
二
人
で
箱
を
大
き
な
ワ
ゴ
ン
車
に

積
み
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
茨
城
県
自
然
博

物
館
へ
向
か
っ
た
。
現
地
で
は
、
借
用
前
に
改

め
て
標
本
の
状
態
を
写
真
に
赤
字
で
細
か
く
チ

ェ
ッ
ク
す
る
。
返
却
の
日
に
借
用
時
と
全
く
同

じ
状
態
で
返
却
す
る
た
め
の
重
要
な
作
業
だ
。

チ
ェ
ッ
ク
が
終
わ
っ
た
ら
、
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ

た
写
真
を
複
製
し
て
1
枚
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ

ー
ク
茨
城
県
自
然
博
物
館
に
、
1
枚
は
交
流
館

に
保
管
す
る
。

　

そ
の
後
、
ク
ジ
ラ
た
ち
を
専
用
の
紙
と
ク
ッ

シ
ョ
ン
で
丁
寧
に
梱
包
し
て
い
く
。
特
に
ミ
ン

ク
ク
ジ
ラ
の
頭
骨
は
、
組
み
あ
が
っ
た
頭
の
骨

を
ま
る
ま
る
梱
包
す
る
必
要
が
あ
り
苦
戦
し

た
。
何
し
ろ
重
い
の
で
、
交
流
館
の
学
芸
員
二

人
だ
け
で
は
到
底
持
ち
上
げ
る
こ
と
す
ら
か
な

わ
な
い
と
判
断
し
て
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館
の
方
に
も
手
伝
っ
て
い
た

だ
い
た
。
梱
包
し
て
箱
に
収
め
た
ク
ジ
ラ
た
ち

を
交
流
館
に
連
れ
帰
る
ま
で
、
こ
の
日
は
約
6

時
間
か
か
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
30
年
以
上
も
の
時
を
経
て
、
ト

ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
は
故
郷
に
凱
旋
し
た
。

６　

深
海
生
物
た
ち
の
オ
ア
シ
ス

　

こ
こ
ま
で
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
の
こ
と
ば
か
り

述
べ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
だ
わ
っ
て
展
示
し

た
の
が
深
海
生
物
た
ち
の
化
石
で
あ
る
。
ト
ウ

カ
イ
ク
ジ
ラ
を
語
る
た
め
に
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ

ラ
の
暮
ら
し
た
海
の
環
境
を
物
語
る
化
石
た
ち

を
最
大
限
に
活
か
す
必
要
が
あ
っ
た
。

　

元
来
、
深
海
と
い
う
の
は
食
物
に
乏
し
く
、

生
き
物
の
少
な
い
場
所
で
あ
る
。
陸
上
で
日
光

の
届
か
な
い
場
所
で
は
植
物
が
光
合
成
を
で
き

な
い
た
め
に
育
た
ず
、
そ
れ
を
食
べ
る
草
食
動

物
や
さ
ら
に
そ
れ
を
食
べ
る
肉
食
動
物
が
暮
ら

し
て
い
け
な
い
の
と
一
緒
で
、
海
の
中
で
も
光

の
届
か
な
い
深
海
は
光
合
成
を
す
る
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
が
生
息
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

深
海
は
総
じ
て
生
息
が
難
し
い
場
所
に
な
り
が

ち
だ
。

　

し
か
し
、
３
０
０
万
年
前
の
東
海
村
は
例
外

で
、
日
光
が
届
か
な
い
深
海
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
化
石
が
産
出
し
て
い

る
。
当
時
多
く
の
生
き
物
た
ち
が
暮
ら
す
こ
と

を
可
能
に
し
た
も
の
こ
そ
、
当
時
の
陸
地
付
近

か
ら
東
海
村
が
あ
っ
た
深
海
底
ま
で
伸
び
て
い

た
海
底
谷
で
あ
っ
た
。

　

海
底
谷
と
は
、
海
中
で
の
土
砂
や
水
の
流
れ

に
よ
っ
て
で
き
た
谷
の
地
形
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
の
東
海
村
周
辺
で
は
海
中
で
土
砂
崩
れ
が

頻
繁
に
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
を

示
す
堆
積
構
造
が
地
層
に
も
残
っ
て
い
る
。
こ

の
と
き
、
土
砂
と
と
も
に
浅
海
域
か
ら
生
き
物

た
ち
の
遺
骸
な
ど
、
深
海
生
物
た
ち
の
食
物
に

な
る
も
の
が
多
量
に
深
海
ま
で
流
れ
込
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
、
深
海
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
生
き
物
が
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
た
。
い
わ
ば
「
深
海
生
物
た
ち

の
オ
ア
シ
ス
」
で
あ
る
。

　

こ
の
オ
ア
シ
ス
を
再
現
す
る
た
め
に
、
30
年

以
上
東
海
村
の
自
然
調
査
に
関
わ
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
菊
池
芳
文
氏
に
た
く
さ
ん
の
化
石
標
本

を
寄
贈
い
た
だ
い
た
。
い
ず
れ
の
化
石
も
、
菊

池
氏
に
よ
っ
て
丁
寧
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
施
さ

れ
、風
化
を
防
ぐ
保
護
材
が
塗
布
さ
れ
て
い
た
。

300 万年前の東海村周辺の古地形図。
現在の東海村があるあたりに海底谷が広がっている。

菊池氏から寄贈いただいた標本をレイアウトしている様子。

展示されているトウカイクジラ。（ 所蔵：ミュージアムパーク茨城県自然博物館）

完
璧
な
状
態
で
資
料
を
保
管
し
て
い
た
だ
い
て

い
た
た
め
、
寄
贈
さ
れ
た
標
本
は
す
ぐ
に
展
示

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
さ
に
、
菊
池
氏

の
長
年
に
わ
た
る
調
査
研
究
の
成
果
が
大
輪
の

花
を
咲
か
せ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
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７　

さ
あ
、
展
示
を
つ
く
ろ
う

　

借
用
し
た
ク
ジ
ラ
た
ち
と
寄
贈
い
た
だ
い
た

深
海
生
物
た
ち
を
一
通
り
整
理
し
て
、
改
め
て

展
示
の
構
成
を
再
考
し
た
。
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
を

新
た
に
展
示
に
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、

初
期
の
構
想
か
ら
展
示
ケ
ー
ス
の
配
置
や
ケ
ー

ス
内
の
化
石
標
本
の
配
置
が
変
わ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
、
化
石
標
本
は
基
本
的
に
底
に
凹

凸
が
あ
っ
て
安
定
し
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

標
本
の
大
き
さ
・
形
・
底
の
凹
凸
の
形
に
合
わ

せ
た
台
座
を
つ
く
る
。
台
座
の
大
き
さ
を
加
味

し
て
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
標
本
の
並
べ
方
も
微

調
整
が
必
要
だ
っ
た
。

　

ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
の
展
示
に
は
当
初
、
調
光

機
能
の
あ
る
展
示
ケ
ー
ス
を
使
用
す
る
予
定
だ

っ
た
が
、
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
と
い
う
大
物
の
展
示

が
追
加
さ
れ
た
た
め
、
調
光
機
能
付
き
展
示
ケ

ー
ス
は
ミ
ン
ク
ク
ジ
ラ
に
譲

っ
た
。
代
わ
り
に
、
ま
さ
に

村
の
宝
！
と
い
う
意
味
も
込

め
て
、
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
は

四
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
行
灯
型

展
示
ケ
ー
ス
を
使
っ
て
展
示

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ミ
ン

ク
ク
ジ
ラ
は
、
や
は
り
そ
の

ま
ま
ケ
ー
ス
内
に
置
く
と
底

面
の
部
分
に
力
が
か
か
っ
て

破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
ベ
ニ
ヤ
板
で
ミ
ン
ク

ク
ジ
ラ
を
乗
せ
る
た
め
だ
け

の
「
お
盆
」
を
作
り
、
底
へ

運
送
の
箱
に
敷
い
て
い
た
布

団
を
敷
き
詰
め
て
か
ら
安
置

し
た
。

　

展
示
全
体
の
色
遣
い
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。
解

説
パ
ネ
ル
の
基
本
の
色
味
は
、
す
っ
き
り
ま
と

ま
っ
て
見
や
す
い
よ
う
に
白
、
黒
、
青
の
三
色

で
統
一
し
た
。
こ
の
う
ち
青
は
パ
ネ
ル
の
写
真

の
背
景
に
使
用
し
た
が
、
浅
海
の
生
き
物
の
化

石
標
本
の
時
に
は
明
る
い
青
、
深
海
の
生
き

物
の
化
石
標
本
の
時
に
は
深
い
青
と
い
う
よ
う

に
、
色
の
深
さ
で
そ
の
生
物
の
生
息
環
境
を
視

覚
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。ま
た
、

標
本
を
安
置
す
る
台
座
を
く
る
む
フ
ェ
ル
ト
の

布
の
色
も
、
浅
海
の
生
き
物
に
は
水
色
、
深
海

の
生
き
物
に
は
黒
を
使
用
し
た
。
本
当
は
深
海

の
生
物
の
台
座
の
フ
ェ
ル
ト
に
は
濃
紺
の
色
を

使
い
た
か
っ
た
の
だ
が
、
近
年
メ
ー
カ
ー
廃
番

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
入
手
が
か
な
わ
ず
、
黒

で
代
替
し
た
。

　

化
石
標
本
の
台
座
を
作
り
な
が
ら
、
同
時
に

図
録
と
解
説
パ
ネ
ル
の
制
作

も
進
め
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
化

石
た
ち
を
活
か
す
た
め
に
、

単
に
和
名
と
学
名
の
み
を
書

く
の
で
は
な
く
、
標
本
一
つ

一
つ
の
パ
ネ
ル
に
記
さ
れ
た

生
息
場
所
な
ど
の
情
報
を
基

に
ク
イ
ズ
を
解
く
仕
掛
け
を

施
し
た
り
、
そ
の
標
本
に
ま

つ
わ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
記
し

た
り
。「
ふ
ー
ん
、
こ
の
化

石
○
○
っ
て
い
う
ん
だ
」
と

気
軽
に
楽
し
み
た
い
方
も
、

さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
謎

を
知
り
た
い
方
も
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
こ
と
を
頭
に
置

き
な
が
ら
作
文
し
、
レ
イ
ア

ウ
ト
を
考
え
た
。
企
画
展
の

名
称
に
つ
い
て
も
「
化
石
マ

ル
シ
ェ
」
と
い
う
仮
称
か
ら

「
化
石
か
ら
探
る
東
海
海
底

３
０
０
万
年
」
に
正
式
に
決

定
し
た
。
こ
の
名
称
は
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ル
ヌ

の
冒
険
小
説
「
海
底
二
万
里
」
の
語
感
を
参
考

に
考
案
し
た
。

　

ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
や
図
録
の
イ
ラ
ス
ト
は
生

物
学
的
な
矛
盾
の
な
い
よ
う
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク

し
た
。ホ
ホ
ジ
ロ
ザ
メ
の
エ
ラ
は
5
本
に
し
て
、

カ
グ
ラ
ザ
メ
は
６
～
７
頭
身
く
ら
い
に
調
整
し

て
、
ウ
ニ
の
模
様
は
五
放
射
相
称
、
等
々
非
常

に
面
倒
な
注
文
を
い
く
つ
も
つ
け
て
描
い
て
い

た
だ
い
た
。
特
に
サ
メ
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
に

頭
身
の
概
念
を
持
ち
込
ん
だ
あ
た
り
は
注
文
を

つ
け
な
が
ら
申
し
訳
な
く
な
っ
た
。

「お盆」の上に安置されたミンククジラ。（所蔵：ミュージアムパーク茨城県自然博物館）

　

小
物
や
パ
ネ
ル
が
す
べ
て
出
来
上
が
る
と
、

い
よ
い
よ
設
営
に
入
る
。
ま
ず
は
解
説
パ
ネ
ル

の
高
さ
を
決
め
て
ボ
ー
ド
に
虫
ピ
ン
で
固
定
す

る
。
そ
の
後
、
展
示
ケ
ー
ス
を
定
位
置
に
固
定

し
て
か
ら
ケ
ー
ス
内
に
化
石
た
ち
を
安
置
す

る
、
と
い
う
順
番
で
あ
る
。
事
前
に
ケ
ー
ス
内

の
配
置
を
あ
る
程
度
考
え
て
お
い
た
の
で
こ
こ

で
は
大
き
な
修
正
を
せ
ず
に
済
ん
だ
。最
後
に
、

展
示
ケ
ー
ス
内
の
調
光
等
微
調
整
を
し
て
、
企

画
展「
化
石
か
ら
探
る
東
海
海
底
３
０
０
万
年
」

は
完
成
し
た
。

初期の企画展レイアウト案。

Ⅱ

Ⅳ

Ⅲ
1～3

Ⅲ－④

Ⅰ

Ⅴ

マルシェワゴン
入口ボード
とか

展示室→←事務室
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８　

生
き
物
た
ち
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

　

こ
う
し
て
完
成
し
た
企
画
展
だ
っ
た
が
、
個

人
的
に
は
展
示
だ
け
で
は
物
足
り
な
い
よ
う
な

感
じ
が
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
で
展

示
室
１
で
実
施
し
て
い
た
企
画
展
で
は
、
塗
り

絵
や
粘
土
へ
の
模
様
付
け
、
ど
ん
ぐ
り
の
見
分

け
ク
イ
ズ
な
ど
、
何
か
し
ら
来
場
者
が
参
加
で

き
る
仕
掛
け
が
施
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、

こ
の
企
画
展
で
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
こ
で
今
度
は
、
来
場
者
が
セ
ル
フ
で
体
験
で

き
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
考

案
に
取
り
掛
か
っ
た
。

　

最
初
は
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ

の
体
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

ク
ジ
ラ
の
骨
格
パ
ズ
ル
を
自

作
し
た
。
個
人
的
に
は
そ
こ

そ
こ
い
い
も
の
が
で
き
た
と

思
っ
た
の
だ
が
、
大
人
に
も

難
し
い
か
も
し
れ
な
い
と
い

う
懸
念
が
あ
り
ボ
ツ
に
な
っ

た
。

　

次
に
考
え
た
の
が
、
古
生

物
学
の
研
究
手
法
を
体
験
で

き
る
貝
合
わ
せ
的
な
教
材
だ

っ
た
。
こ
れ
も
割
と
す
ぐ
に

ボ
ツ
の
判
断
を
下
し
た
。
手

遊
び
的
に
は
楽
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
あ
ま
り
に
も
企

画
展
の
中
で
そ
の
よ
う
な
事

項
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た

か
ら
だ
。

　

最
後
に
思
い
つ
い
た
の

が
、
折
り
紙
で
化
石
に
な
っ

た
生
き
物
た
ち
を
「
よ
み
が

辻本氏考案のクジラの折り紙。

え
ら
せ
る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
だ
っ
た
。
し

か
し
、
村
立
図
書
館
の
折
り
紙
教
本
を
す
べ
て

漁
っ
て
も
、
ク
ジ
ラ
も
サ
メ
も
ウ
ニ
や
貝
も
出

て
こ
な
い
。
困
り
果
て
た
私
は
村
内
で
折
り
紙

の
制
作
や
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
作
家
の
辻

本
京
子
氏
に
助
け
を
求
め
た
。

　

辻
本
氏
は
化
石
の
写
真
や
私
の
イ
メ
ー
ジ
を

基
に
、
計
５
点
の
折
り
紙
を
考
案
し
て
く
だ
さ

っ
た
。
さ
ら
に
、
折
り
図
と
完
成
品
の
サ
ン
プ

ル
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
元
来
折
り
紙
な

ど
の
指
先
を
細
か
く
使
う
作
業
が
得
意
で
な
い

私
で
も
わ
か
る
よ
う
に
ご
説
明
い
た
だ
き
、
一

通
り
私
が
解
説
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
会
期
途
中
の
8
月
か
ら
企
画
展
内
に
折
り

紙
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

会
期
中
は
多
く
の
方
に
化
石
の
折
り
紙
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
、
中
に
は
折
り
紙
で
よ
み
が

え
ら
せ
た
ト
ウ
カ
イ
ク
ジ
ラ
を
展
示
室
内
の
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
で
貼
っ
て
に
ぎ

や
か
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
企
画

展
「
化
石
か
ら
探
る
東
海
海
底
３
０
０
万
年
」

は
、
9
月
30
日
（
金
）
に
閉
幕
し
た
が
、
今
で

も
時
折
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
や
収
蔵
す
る
化
石

標
本
等
に
つ
い
て
お
問
合
せ
の
ご
連
絡
を
い
た

深海生物たちのオアシスを表現した展示。

だ
く
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
度
に
、
こ
れ
ま
で
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
太
古
の
東
海
村

の
姿
に
つ
い
て
、
村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
多
く

の
方
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
か
と
時
々
マ
ス
ク
の
下
で
ニ
ヤ
つ

く
の
で
あ
る
。

　

こ
の
企
画
展
の
開
催
に
あ
た
っ
て
、
実
に
多

く
の
方
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
。
照
沼
義
夫

氏
、
国
府
田
良
樹
氏
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク

茨
城
県
自
然
博
物
館
の
加
藤
太
一
氏
に
は
標
本

の
借
用
に
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
。
菊
池
芳
文

氏
に
は
、
郷
土
理
解
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
化

石
標
本
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、
展
示
構
成
に
つ

い
て
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
辻

本
京
子
氏
に
は
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
才
能
で
、

机
上
の
空
論
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

か
っ
た
私
の
思
い
付
き
を
形
に
し
て
い
た
だ
い

た
。
歴
史
と
未
来
の
交
流
館
の
安
嶋
隆
博
物
館

長
、
木
梨
夏
野
学
芸
員
、
林
恵
子
学
芸
員
、
中

泉
雄
太
学
芸
員
、
髙
増
慧
学
芸
員
、
川
﨑
大
輔

氏
に
は
、
企
画
展
制
作
に
か
か
わ
る
様
々
な
側

面
で
ご
助
力
い
た
だ
い
た
。
以
上
の
方
々
に
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

（
学
芸
員　

野
田　

美
智
子
）
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１　

は
じ
め
に

　

博
物
館
長
と
歩
く
植
物
観
察
会
は
「
交
流
館
周
辺
を
歩
い
て
植

物
を
観
察
す
る
こ
と
で
、
身
近
な
自
然
環
境
に
親
し
み
郷
土
理
解

を
深
め
る
。」
こ
と
を
目
標
に
、
毎
月
第
3
土
曜
日
の
午
前
9
時

か
ら
11
時
に
実
施
し
た
。

２　

各
観
察
会
の
テ
ー
マ
、
日
時
、
観
察
場
所

令
和
４
年

①
サ
ク
ラ
と
ス
ミ
レ　

４
月
16
日
㈯

　

交
流
館
周
辺
の
道
沿
い
（
村
松
）

②
久
慈
川
沿
い
の
外
来
植
物　

５
月
21
日
㈯

　

な
ぎ
さ
の
森
（
豊
岡
）

③
海
浜
植
物　

６
月
18
日
㈯　

村
松
海
岸
（
村
松
）

④
水
田
雑
草　

７
月
９
日
㈯　

耕
作
中
の
水
田
（
舟
石
川
）

⑤
た
め
池
の
植
物　

８
月
20
日
㈯　

阿
漕
ヶ
浦
（
村
松
）

⑥
虫
こ
ぶ
と
常
緑
樹
林　

９
月
17
日
㈯

　

村
松
虚
空
蔵
尊
・
大
神
宮
（
村
松
）

⑦
土
手
斜
面
の
植
物　

10
月
15
日
㈯

　

豊
受
皇
大
神
宮
付
近
（
白
方
）

⑧
身
近
な
植
物
の
実
と
種　

11
月
19
日
㈯

　

石
神
城
址
公
園
（
石
神
内
宿
）

⑨
紅
葉
す
る
樹
木　

12
月
17
日
㈯　

雑
木
林
（
須
和
間
）

⑩
冬
芽
と
樹
皮
で
樹
木
を
見
分
け
る　

1
月
21
日
㈯

　

雑
木
林
（
須
和
間
）

⑪
冬
越
し
す
る
植
物　

２
月
18
日
㈯

　

交
流
館
周
辺
の
あ
ぜ
道
（
村
松
）

⑫
ヒ
ノ
キ
林
内
の
シ
ダ
植
物
の
芽
生
え　

３
月
18
日
㈯

　

ヒ
ノ
キ
林
（
船
場
）

※
本
文
中
の
地
図
は
電
子
地
形
図
２
５
０
０
０
（
国
土
地
理
院
）

を
加
工
し
て
作
成
。

①
サ
ク
ラ
と
ス
ミ
レ

期　

日
：
令
和
４
年
4
月
16
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
交
流
館
広
場

→
神
楽
沢
付
近

内　

容
：
代
表
的
な
サ
ク
ラ
の
種

類
を
見
分
け
る
。
さ
ら

に
交
流
館
広
場
の
雑
草

を
知
る
。

・
ヤ
マ
ザ
ク
ラ　

山
桜

　

葉
と
花
が
同
時
に
展

開
。
若
葉
の
う
ち
は
赤
っ

ぽ
い
の
が
特
徴
。
奈
良
県

の
「
吉
野
の
桜
」
と
い
え

ば
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
。

・
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ

　

大
島
桜

　

伊
豆
半
島
の
沖
に
浮
か

ぶ
伊
豆
大
島
が
由
来
。
花

が
白
く
、
大
輪
で
、
桜
の

中
で
は
芳
香
が
強
い
。
葉

と
花
が
同
時
に
展
開
す

る
。

・
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ　

染
井
吉
野

　

エ
ド
ヒ
ガ
ン
を
母
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
を
父
。「
葉
が
出
る
よ

り
先
に
花
が
咲
く
」
と
い
う
点
を
エ
ド
ヒ
ガ
ン
か
ら
、「
大
輪
で

整
っ
た
花
」
を
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
か
ら
受
け
継
ぐ
。
全
国
の
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
は
す
べ
て
、
接
ぎ
木
な
ど
に
よ
っ
て
増
や
さ
れ
た
「
ク

ロ
ー
ン
」。

・
エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
）
江
戸
彼
岸
（
垂
れ
桜
）

　
「
江
戸
」
と
名
前
が
付
い
て
い
る
が
栽
培
品
種
で
は
な
く
、
基

本
野
生
種
の
ひ
と
つ
。
各
地
に
あ
る
樹
齢
数
百
年
～
千
年
超
え
の

桜
は
、
多
く
が
こ
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
。
葉
よ
り
先
に
花
を
咲
か
せ
る

３　

観
察
会
で
心
が
け
た
こ
と

　

第
1
は
「
植
物
に
親
し
む
」
こ
と
。

　

気
に
な
っ
た
植
物
や
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
り
、
お
互

い
に
教
え
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
雑
談
を
し
な
が
ら
植
物
に
親
し

む
。
そ
し
て
全
員
が
参
加
者
の
1
人
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

　

第
2
に
は
「
五
感
」
を
使
う
。

　

・
目
で
観
て
、
葉
の
形
態
や
花
の
構
造
を
観
察
し
て
み
る
。

　

・
噛
ん
で
み
て
、
果
実
の
味
や
茎
の
苦
み
を
感
じ
る
。

　

・
手
の
感
触
で
葉
や
茎
の
ざ
ら
つ
き
や
毛
の
生
え
方
を
感
じ
る

　

・
嗅
い
で
み
て
、
花
や
葉
の
臭
い
の
違
い
を
感
じ
る
。

　

・
時
に
は
耳
を
澄
ま
し
て
、
草
や
木
の
そ
よ
ぐ
音
に
注
意
し
て

み
る
。　

　

第
3
に
は
植
物
を
知
る
こ
と
は
歴
史
、
民
俗
な
ど
を
学
ぶ
こ
と

に
通
じ
て
い
る
。

　

植
物
名
の
由
来
や
花
の
つ
く
り
を
知
る
と
先
人
た
ち
の
生
活
や

人
と
植
物
の
関
わ
り
合
い
が
思
い
浮
か
ぶ
。
先
人
は
食
用
、
薬

草
、
生
活
用
具
な
ど
、
植
物
を
日
常
生
活
の
中
で
ご
く
普
通
に
利

用
し
て
い
た
。
野
外
で

の
観
察
か
ら
先
人
の
生

活
の
知
恵
を
学
ん
で
み

よ
う
。

博
物
館
長
と
歩
く

　
　
　
　

植
物
観
察
会

ま
る
博
研
究
員　

山
本
美
穂
子

　

鶴
る
み
子

　

立
川
義
雄

鈴
木
さ
ち
よ

歴
史
と
未
来
の
交
流
館
博
物
館
長　
　

安
嶋　

隆
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②
久
慈
川
沿
い
の
外
来
植
物

期　

日
：
令
和
4
年
5
月
21
日
㈯

コ
ー
ス
：
な
ざ
き
の
森
駐
車
場
→

　
　
　
　

久
慈
川
の
堤
防
沿
い

内　

容
：
堤
防
沿
い
に
見
ら
れ
る
外

来
植
物
を
中
心
に
観
察
し

た
。

　

特
に
目
立
っ
た
外
来
植
物

ヤ
セ
ウ
ツ
ボ
：
マ
メ
科
な
ど
の
植
物

の
根
に
寄
生
し
て
成
長
す
る
植
物
。

原
産
は
地
中
海
沿
岸
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
ア
フ
リ
カ
。根
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

地
中
の
部
分
が
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ

の
膨
ら
ん
だ
部
分
を
通
じ
て
他
の
植

物
に
寄
生
し
、
養
分
を
吸
い
取
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ギ
シ
ギ
シ
類
：
在
来
の
ギ
シ
ギ
シ
の

他
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
ナ
ガ
バ
ギ

シ
ギ
シ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
ア
レ

チ
ギ
シ
ギ
シ
な
ど
が
あ
る
。
果
実
の
形
で
見
分
け
る
が
、
お
互
い

の
交
雑
種
も
存
在
し
て
い
る
た
め
、
区
別
は
難
し
い
。

ア
カ
バ
ナ
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
：
原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
南
部
か
ら
南

ア
メ
リ
カ
。
日
本
へ
は
明
治
時
代
に
観
賞
用
と
し
て
渡
来
。
現
在

は
野
生
化
し
、
本
州
の
関
東
地
方
か
ら
西
に
分
布
。

に
開
く
。
北
海
道
に
多
く

生
育
し
て
い
る
こ
と
か
ら

エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
蝦
夷

山
桜
）。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
に

比
べ
花
や
葉
が
大
き
い
こ

と
か
ら
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ

（
大
山
桜
）
と
も
い
う
。

　

村
内
の
も
の
は
植
栽
さ
れ
た
も
の
で
、 

登
録
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
と
と
、
山
の
よ
う
に
こ

ん
も
り
と
し
た
樹
形
が
特

徴
。
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
エ

ド
ヒ
ガ
ン
の
品
種
の
ひ
と

つ
。

・
エ
ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
蝦
夷
山
桜
（
大
山
桜
）

　

北
海
道
内
ほ
ぼ
全
域
で
見
ら
れ
る
桜
。
葉
と
花
が
ほ
ぼ
同
時

交流館の主な雑草

不明種 オニノゲシオッタチカタバミ オニタビラコアメリカフウロ

ヨモギ 雑種タンポポ？

ハハコグサ ホトケノザヒメスミレ ヘラオオバコハルジオン

スイバ ツボミオオバコタチイヌノフグリ チチコグサモドキスズメノカタビラ類

マツバウンラン ヤマザクラの芽生えミツバツチグリ メマツヨイグサミチタネツケバナ

ナガミヒナゲシ ノミノツヅリノゲシ ノボロギクナギナタガヤ

オランダミミナグサ シロツメクサカタバミ コナラの芽生えカギザケハコベ

ヤセウツボ ナガバギシギシ

アカバナユウゲショウ
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ブタナ

アカツメクサ カモガヤイタドリ ウメガサソウアカバナユウゲショウ

主な植物

ヘラオオバコ

ヤセウツボ ヤハズエンドウメドハギ

タチイヌノフグリ

ネコハギ

ナガバモミジイチゴ ナガミヒナゲシドクウツギ

ハマヒルガオ フユイチゴヒメコバンソウヒゲナガスズメノチャヒキ

コウボウシバ

スイバコマツヨイグサ コメツブツメクサ

コウボウムギ

植
物
メ
モ

　

ア
オ
ス
ゲ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
、
ア
カ

バ
ナ
ユ
ウ
ゲ
シ
ョ
ウ
（
外
来
）、
ア
カ
メ

ガ
シ
ワ
、
ア
キ
グ
ミ
、
イ
タ
ド
リ
、
イ
ヌ

ム
ギ
（
外
来
）、
ウ
ラ
ジ
ロ
チ
チ
コ
グ
サ

（
外
来
）、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゾ
ノ

ギ
シ
ギ
シ
（
外
来
）、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ

リ
（
外
来
）、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
（
外

来
）、オ
オ
バ
コ
、オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
（
外

来
）、
カ
モ
ガ
ヤ
（
外
来
）、
ガ
マ
ズ
ミ
、

ギ
シ
ギ
シ
、ク
ス
ダ
マ
ツ
メ
ク
サ
（
外
来
）、

ク
ズ
、
コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ
、
コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、

コ
ヌ
カ
グ
サ
（
外
来
）、
コ
マ
ツ
ヨ
イ
グ

サ
（
外
来
）、
コ
メ
ツ
ブ
ツ
メ
ク
サ
（
外

来
）、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
（
外
来
）、

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
（
植
栽
）、
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ

（
外
来
）、
シ
ロ
バ
ナ
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
（
外

来
）、
ス
イ
バ
、
ス
ギ
ナ
、
ス
ズ
メ
ノ
チ

ャ
ヒ
キ
（
外
来
）、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
（
外
来
）、タ
カ
サ
ゴ
ユ
リ
（
外
来
）、

タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
（
外
来
）、
チ
ガ
ヤ
、

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
、
ト
ベ
ラ
（
植
栽
）、

ド
ク
ウ
ツ
ギ
、
ナ
ガ
バ
ギ
シ
ギ
シ
（
外

来
）、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ナ
ワ
シ
ロ
グ

ミ
（
植
栽
）、ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
（
外
来
）、

ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
、
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
、
ヒ
カ
ゲ
ス
ゲ
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ス
ズ

メ
ノ
チ
ャ
ヒ
キ
（
外
来
）、
ヒ
メ
ス
イ
バ
、

ブ
タ
ク
サ
（
外
来
）、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、

ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
（
外
来
）、
ホ
シ
ダ
、
マ

サ
キ
、
マ
ル
バ
ウ
ツ
ギ
（
植
栽
）、
ム
ス

カ
リ
（
外
来
）、ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
（
外

来
）、
メ
ド
ハ
ギ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
外

来
）、
ヤ
ツ
デ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ

植
物
メ
モ

ナ
ミ
キ
ソ
ウ
（
絶
滅
）、
ハ
マ
ゴ
ウ
、
ハ
マ
ニ

ガ
ナ
、
ネ
コ
ノ
シ
タ
、
ウ
ン
ラ
ン
、
ハ
マ
ヒ
ル

ガ
オ
、
ハ
マ
ナ
ス
（
絶
滅
）・
テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
・

シ
ャ
リ
ン
バ
イ
、
ハ
イ
ネ
ズ
、
ハ
マ
エ
ン
ド
ウ
、

コ
ウ
ボ
ウ
ム
ギ
、
コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ
、
ハ
マ
ア
オ

ス
ゲ
、
テ
ン
キ
グ
サ
、
オ
ニ
シ
バ
、
ケ
カ
モ
ノ

ハ
シ
、
ハ
マ
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、
ト
ベ
ラ

③
海
浜
植
物

期　

日
：
令
和
４
年
６
月
18
日
㈯

コ
ー
ス
：
村
松
コ
ミ
セ
ン
→
（
車
で
移
動
）
→
村
松
海
岸

内　

容
：
海
浜
植
物
に
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
こ
と
を
観
察
す
る
。

　

・
水
が
少
な
く
、
日
差
し
が
強
い
環
境
の
た
め
、
葉
が
厚
く
、
表
面
が
固
い
も
の
が
多
い
。

　

・
風
が
強
い
た
め
、
背
が
高
く
な
ら
ず
、
這
う
も
の
も
多
い
。

　

・
砂
を
掘
る
と
、
長
い
地
下
茎
が
砂
の
中
を
這
っ
て
い
る
。

　

・
主
な
海
浜
植
物

凹地にできた湿地

クロマツ林との境（フェンス）

ケカモノハシの群落

海岸全景
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④
水
田
雑
草

期　

日
：
令
和
４
年
7
月
9
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
（
車
で
移
動
）
→
水
田

内　

容
：
か
つ
て
の
水
田
雑
草
は
絶
滅
危
惧
植
物
に
戦
後
の
機
械
化
や

除
草
剤
の
普
及
に
よ
る
稲
作
技
術
の
変
遷
に
伴
い
、
水
田
雑

草
群
落
も
大
き
く
遷
移
し
た
。近
年
の
減
少
傾
向
が
著
し
く
、

い
わ
ゆ
る
絶
滅
危
惧
（
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
）
に
指
定
さ
れ
て
い

る
種
類
も
少
な
く
な
い
。

　
　
　
　

耕
作
水
田
で
見
ら
れ
る
絶
滅
危
惧
種
（
環
境
庁 

２
０
０
０
）
を
抽
出
す
る
と
、
ム
サ
シ
モ
、

ス
ズ
メ
ハ
コ
ベ
、
ス
ブ
タ
、
ア
ギ
ナ
シ
な
ど
40
種
以
上
と
な
る
。
デ
ン
ジ
ソ
ウ
や
ス
ブ
タ
な

ど
は
、
か
つ
て
は
全
国
の
水
田
に
普
通
に
見
ら
れ
た
害
草
種
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

し
か
し
、
現
在
で
も
「
勝
ち
組
」
と
な
っ
て
い
る
コ
ナ
ギ
な
ど
の
随
伴
種
と
は
異
な
り
、
稲

作
技
術
の
発
展
に
よ
る
急
激
な
耕
作
環
境
の
変
化
に
適
応
し
き
れ
ず
減
少
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

我
が
国
の
耕
作
水
田
に
生
育
す
る
絶
滅
危
惧
種　

国
レ
ベ
ル

主な植物

ヒメジョオン オオフタバムグラウキヤガラ ウンランアキグミ カワラサイコ ケカモノハシ

ハマボウフウ メドハギビロードテンツキ マメグンパイナズナヒメウキヤガラ メマツヨイグサ ヤマアワ

セイタカハハコグサ ドクウツギテリハノイバラ トウコマツナギツルヨシ（後方） トベラ ネコノシタ

ネコハギ ハマゴウハマエンドウ ハマエンドウネズミホソムギ ハマニガナ ハマヒルガオ

コウボウシバ シロヨモギコマツヨイグサ シナダレスズメガヤコウボウムギ スカシユリ スズメノチャヒキ

植
物
メ
モ

ア
オ
キ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
ブ
シ
、
ア
カ
ザ
、

ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、

ア
ズ
マ
ザ
サ
、
ア
マ
チ
ャ
ヅ
ル
、
ア
メ

リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ　

外
来
、
ア
メ
リ

カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ　

外
来
、
ア
レ
チ
ヌ

ス
ビ
ト
ハ
ギ
（
外
来
）、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、

ウ
シ
ク
グ
、
ウ
シ
ノ
シ
ッ
ペ
イ
、
エ
ゴ

ノ
キ
、
エ
ノ
キ
グ
サ
、
オ
オ
ア
レ
チ
チ

ノ
ギ
ク
（
外
来
）、オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、

オ
ヒ
シ
バ
、
カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
、
カ
ナ
ム

グ
ラ
、
キ
ク
イ
モ
（
外
来
）、
キ
ヅ
タ
、

ク
ワ
、
ゴ
キ
ヅ
ル
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ

（
外
来
）、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
シ
ュ
ロ
（
逸

出
）、シ
ョ
ウ
ブ
、ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ス
ゲ
（
絶

滅
危
惧
）、セ
イ
タ
カ
ハ
ハ
コ
グ
サ
（
外

来
）、
セ
リ
、
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

タ
ラ
ノ
キ
、
チ
ゴ
ザ
サ
、
チ
ョ
ウ
ジ
タ

デ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
ツ
ル

マ
メ
、
ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
（
逸
）、
ヌ

マ
ト
ラ
ノ
オ
、
ヌ
ル
デ
、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク

（
外
来
）、
ハ
ン
ノ
キ
、
ヒ
カ
ゲ
イ
ノ

コ
ヅ
チ
、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ヒ

メ
ヒ
ラ
テ
ン
ツ
キ
、ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
（
外

来
）、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
（
外
来
）、

ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
（
外
来
、

ホ
ウ
キ
ギ
ク
（
外
来
）、
マ
ツ
カ
サ
ス

ス
キ
、マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
、マ
ユ
ミ
、

ミ
ズ
ヒ
キ
、ミ
ソ
ハ
ギ
、ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、

メ
ヒ
シ
バ
、メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
（
外
来
）、

モ
チ
ノ
キ
（
逸
出
）、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、

ヤ
ハ
ズ
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
マ

メ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ア
ワ
、
ヤ
マ
ノ

イ
モ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ

ゴ
ボ
ウ
（
外
来
）、
ヨ
シ

舟石川の水田ホシクサなどの雑草が群生

準
絶
滅
危
惧
：
コ
イ
ヌ
ガ
ラ
シ
、
ウ
ス
ゲ

チ
ョ
ウ
ジ
タ
デ
、
タ
チ
モ
、
ミ
ゾ
コ
ウ
ジ

ュ
、
カ
ワ
ヂ
シ
ャ
、
ア
ギ
ナ
シ
な
ど

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ａ
類
：
ナ
ン
ゴ
ク
デ
ン
ジ
ソ

ウ
、
ホ
ザ
キ
キ
カ
シ
グ
サ
、
ア
ズ
ミ
ノ
ヘ

ラ
オ
モ
ダ
カ
、
ム
サ
シ
モ
、
イ
ト
イ
バ
ラ

モ
な
ど

絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
：
シ
ナ
ミ
ズ
ニ
ラ
、
ア

ゼ
オ
ト
ギ
リ
、
ミ
ズ
キ
カ
シ
グ
サ
、
ス
ズ

メ
ハ
コ
ベ
、
サ
ガ
ミ
ト
リ
ゲ
モ
、
ク
ロ
ホ

シ
ク
サ
な
ど

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
：
ミ
ズ
ニ
ラ
、
デ
ン
ジ
ソ

ウ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
モ
、
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
、

ミ
ズ
マ
ツ
バ
、
ヒ
メ
シ
ロ
ア
サ
ザ
、
コ
キ

ク
モ
、
ヒ
メ
タ
ヌ
キ
モ
、
マ
ル
バ
オ
モ
ダ

カ
、
ス
ブ
タ
、
ミ
ズ
ア
オ
イ
、
ミ
ズ
タ
カ

モ
ジ
な
ど

　

今
回
は
村
内
で
水
田
雑
草
が
残
っ
て
い

る
水
田
を
観
察
し
た
。
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⑤
た
め
池
の
植
物
（
阿
漕
ヶ
浦
）

期　

日
：
令
和
４
年
８
月
20
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
（
車
で
移
動
）
→
阿
漕
ヶ
浦

内　

容
：
東
海
村
に
は
阿
漕
ヶ
浦
、
内
宿
溜
、
前
谷
溜
、
押
延
溜
な
ど

7
つ
の
た
め
池
が
あ
り
、
最
も
大
き
い
た
め
池
は
村
松
の
阿

漕
ヶ
浦
で
あ
る
。

水
面
に
は
植
栽
さ
れ
た
ハ
ス
が
広
が
り
、
水
際
に
は
ウ
キ
ヤ

ガ
ラ
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
砂
地
に
は
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
、

コ
ウ
ボ
ウ
シ
バ
な
ど
の
海
浜
植
物
が
生
育
し
て
い
る
。
ヨ
シ

に
混
じ
っ
て
ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ス
ゲ
や
ゴ
キ
ヅ
ル
が
見
ら
れ
る
。

タ
チ
ヤ
ナ
ギ
の
大
木
も
目
立
ち
、
周
囲
は
タ
ブ
ノ
キ
や
シ
ロ

ダ
モ
、
ス
ダ
ジ
イ
な
ど
の
常
緑
樹
が
広
が
っ
て
い
る
。

常緑樹林 ウキヤガラの群生

ミソハギ ゴキヅル

ウキヤガラ ジョウロウスゲ

植
物
メ
モ

ア
オ
キ
、
ア
オ
ツ
ヅ
ラ
ブ
シ
、
ア

カ
ザ
、
ア
キ
ノ
エ
ノ
コ
ロ
、
ア
キ

ノ
ノ
ゲ
シ
、
ア
ズ
マ
ザ
サ
、
ア
マ

チ
ャ
ヅ
ル
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
（
外
来
）、
ア
メ
リ
カ
イ
ヌ

ホ
オ
ズ
キ
（
外
来
）、
ア
レ
チ
ヌ

ス
ビ
ト
ハ
ギ
（
外
来
）、
イ
ボ
タ

ノ
キ
、
ウ
シ
ク
グ
、
ウ
シ
ノ
シ
ッ

ペ
イ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
エ
ノ
キ
グ
サ
、

オ
オ
ア
レ
チ
チ
ノ
ギ
ク
（
外
来
）、

オ
オ
バ
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
、
オ
ヒ
シ
バ
、

カ
ズ
ノ
コ
グ
サ
、
カ
ナ
ム
グ
ラ
、

キ
ク
イ
モ
（
外
来
）、
キ
ヅ
タ
、

ク
ワ
、
ゴ
キ
ヅ
ル
、
コ
セ
ン
ダ
ン

グ
サ
（
外
来
）、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、

シ
ュ
ロ
（
外
来
）
逸
、シ
ョ
ウ
ブ
、

ジ
ョ
ウ
ロ
ウ
ス
ゲ
、
セ
イ
タ
カ
ハ

ハ
コ
グ
サ
外
（
外
来
）、
セ
リ
、

タ
チ
ヤ
ナ
ギ
、
タ
ブ
ノ
キ
、
タ
ラ

ノ
キ
、
チ
ゴ
ザ
サ
、
チ
ョ
ウ
ジ
タ

デ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ツ
ユ
ク
サ
、

ツ
ル
マ
メ
、ト
ウ
ネ
ズ
ミ
モ
チ
（
外

来
）、
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
、
ヌ
ル
デ
、

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
（
外
来
）、
ハ
ン

ノ
キ
、
ヒ
カ
ゲ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
、
ヒ

サ
カ
キ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ヒ
メ
ヒ
ラ

テ
ン
ツ
キ
、
ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
（
外

来
）、
ヒ
メ
ム
カ
シ
ヨ
モ
ギ
（
外

来
）、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、
ヘ
ラ
オ

オ
バ
コ
（
外
来
）、
ホ
ウ
キ
ギ
ク

（
外
来
）、
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、

マ
マ
コ
ノ
シ
リ
ヌ
グ
イ
、
マ
ユ
ミ
、

ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
、
ミ
ツ

バ
ア
ケ
ビ
、
メ
ヒ
シ
バ
、
メ
マ
ツ

ヨ
イ
グ
サ
（
外
来
）、
モ
チ
ノ
キ　

逸
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
ハ
ズ
ソ

ウ
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
、
ヤ
ブ
マ
メ
、

ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ア
ワ
、
ヤ
マ
ノ

イ
モ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ヨ
ウ
シ
ュ

ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
（
外
来
）

⑥
虫
こ
ぶ
と
常
緑
樹
林
の
観
察
（
村
松
虚
空
蔵
尊
付
近
）

⑦
土
手
斜
面
の
植
物
（
豊
受
皇
大
神
宮
付
近
）

期　

日
：
令
和
４
年
９
月
17
日
㈯

コ
ー
ス
：
村
松
虚
空
蔵
尊
駐
車
場
→

　
　
　
　

虚
空
蔵
尊
・
大
神
宮
の
常
緑
樹
林

内　

容
：
虫
こ
ぶ
と
は

ア
ブ
ラ
ム
シ
や
ハ
チ
な
ど
の
昆
虫
そ

の
他
の
小
動
物
の
寄
生
に
よ
っ
て
刺

激
さ
れ
、
葉
・
茎
・
根
な
ど
の
組
織

が
異
常
に
発
達
し
て
こ
ぶ
状
あ
る
い

は
特
殊
な
形
状
と
な
っ
た
も
の
。
形

は
寄
生
者
の
種
類
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
い
る
。

虫
こ
ぶ
は
組
織
中
に
タ
ン
ニ
ン
を
含

み
、
ヌ
ル
デ
の
よ
う
に
タ
ン
ニ
ン
資

源
と
し
て
利
用
さ
れ
る
も
の
も
あ
る

が
、
一
般
に
作
物
や
果
樹
に
で
き
た

虫
こ
ぶ
は
ク
リ
タ
マ
バ
チ
の
よ
う
に

着
花
を
妨
げ
、
害
を
与
え
る
こ
と
が

多
い
。

日
本
に
い
る
３
万
種
ぐ
ら
い
の
昆
虫

の
う
ち
、
約
１
４
２
０
種
が
虫
こ
ぶ

を
つ
く
る
。

日
本
に
あ
る
４
６
０
０
種
く
ら
い
植

物
の
う
ち
、
約
５
７
０
種
に
虫
こ
ぶ

が
知
ら
れ
て
い
る
。

村松虚空蔵尊と大神宮付近の常緑樹林

植
物
メ
モ

ア
カ
ガ
シ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ア
レ
チ
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
イ

チ
ョ
ウ
、
イ
ノ
コ
ヅ
チ
、
エ
ノ
キ
、
エ
ノ
コ
ロ
グ
サ
、

オ
オ
バ
タ
ン
キ
リ
マ
メ
、
オ
オ
フ
タ
バ
ム
グ
ラ
、
ガ
マ

ズ
ミ
、
キ
ッ
コ
ウ
ハ
グ
マ
、
キ
ヅ
タ
、
ク
ワ
、
コ
セ
ン

ダ
ン
グ
サ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
、

シ
ラ
カ
シ
、
シ
ラ
カ
シ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
ス
ダ
ジ
イ
、

セ
ン
ニ
ン
ソ
ウ
、
ツ
ル
グ
ミ
、
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、
ト
ウ

コ
マ
ツ
ナ
ギ
、
ド
ク
ウ
ツ
ギ
、
ト
ベ
ラ
、
ト
ラ
ノ
オ
シ

ダ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
グ
ミ
、
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
、
ヌ
ル
デ
、

ハ
ス
、ヒ
イ
ラ
ギ
、ヒ
メ
ヤ
ブ
ラ
ン
、メ
ク
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、

メ
ド
ハ
ギ
、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
、
モ
ッ
コ
ク
、
モ
ッ

コ
ク
、
モ
ミ
、
ヤ
ダ
ケ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ヤ
マ
モ
モ
、

ユ
ズ
リ
ハ
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植
物
メ
モ

ア
オ
キ
、
ア
カ
ガ
シ
、
ム
ラ
サ
キ
ツ
メ
ク
サ
（
ア
カ
ツ
メ
ク
サ
）、
ア
カ
ネ
、
ア
キ
ノ
ウ

ナ
ギ
ツ
カ
ミ
、
ア
キ
ノ
キ
リ
ン
ソ
ウ
、
ア
キ
ノ
ノ
ゲ
シ
、
ア
キ
ノ
タ
ム
ラ
ソ
ウ
、
ア
メ
リ

カ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ
、
ア
メ
リ
カ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
イ
タ
ド
リ
、
イ
ヌ
ガ
ヤ
、
イ
ヌ
ス
ギ
ナ
、

ツ
ク
バ
ト
リ
カ
ブ
ト
、
イ
ヌ
タ
デ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ワ
ニ
ガ
ナ
、
ウ
ド
、
エ
ゴ
ノ
キ
、

エ
ノ
キ
グ
サ
、
エ
ビ
ヅ
ル
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
ニ
シ
キ
ソ
ウ
、
オ
オ
バ
コ
、
オ

ガ
ル
カ
ヤ
、
オ
ギ
、
オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、
オ
ニ
ド
コ
ロ
、
オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、
オ
ヒ
シ
バ
、
オ
カ

ト
ラ
ノ
オ
、
カ
キ
ド
オ
シ
、
カ
ゼ
ク
サ
、
カ
タ
バ
ミ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
キ
ク

イ
モ
、キ
ヅ
タ
、キ
ブ
シ
、キ
ン
エ
ノ
コ
ロ
、ク
サ
ギ
、ク
サ
ソ
テ
ツ
、ク
ズ
、マ
グ
ワ
（
ク
ワ
）、

ケ
ヤ
キ
、
ゲ
ン
ノ
シ
ョ
ウ
コ
、
コ
ゴ
メ
ガ
ヤ
ツ
リ
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
コ
バ
ギ
ボ
ウ
シ
、

サ
ト
メ
シ
ダ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
サ
ワ
ヒ
ヨ
ド
リ
、
シ
ナ
ダ
レ
ス
ズ
メ
ガ
ヤ
、
シ
ャ
ガ
、

シ
ロ
ザ
、
シ
ロ
ダ
モ
、
ス
ス
キ
、
ス
ダ
ジ
イ
、
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ

ン
ポ
ポ
、
セ
キ
シ
ョ
ウ
、
セ
リ
、
ゼ
ン
マ
イ
、
タ
カ
ト
ウ
ダ
イ
、
タ
ネ
ツ
ケ
バ
ナ
、
タ
ブ
ノ
キ
、

チ
ガ
ヤ
、
チ
カ
ラ
シ
バ
、
ツ
タ
ウ
ル
シ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ツ
ユ
ク
サ
、
ツ
リ
ガ
ネ
ニ
ン
ジ
ン
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
、ツ
ル
ボ
、テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
、ド
ク
ダ
ミ
、ト
ダ
シ
バ
、ツ
タ
（
ナ
ツ
ヅ
タ
）、

ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ
、
ヌ
ス
ビ
ト
ハ
ギ
、
ヌ
マ
ト
ラ
ノ
オ
、
ネ
ズ
ミ
ノ
オ
、
ノ
イ
バ
ラ
、
ノ
コ

ン
ギ
ク
、
ノ
ダ
ケ
、
ノ
ハ
ラ
ア
ザ
ミ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
、
ハ
ナ
タ
デ
、
ハ
リ

ガ
ネ
ワ
ラ
ビ
、ハ
ン
ノ
キ
、
イ
ノ
コ
ヅ
チ
（
ヒ
カ
ゲ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
）、
ヒ
サ
カ
キ
、
ヒ
メ
シ
ダ
、

ヒ
メ
ジ
ョ
オ
ン
、
フ
ジ
、
ブ
タ
ナ
、
ヘ
ク
ソ
カ
ズ
ラ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
マ
ダ

ケ
、
ミ
ズ
ヒ
キ
、
ミ
ゾ
シ
ダ
、
ミ
ソ
ハ
ギ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
サ
シ
ア
ブ
ミ
、
メ
ヒ
シ
バ
、

メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
メ
リ
ケ
ン
カ
ル
カ
ヤ
、
モ
ウ
ソ
ウ
チ
ク
、
モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、
ヤ
ツ
デ
、

ヤ
ナ
ギ
イ
ノ
コ
ヅ
チ
、
ヤ
ブ
カ
ラ
シ
（
ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
）、
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、

ヤ
ブ
マ
メ
、
ヤ
マ
イ
、
ヤ
マ
ノ
イ
モ
、
ヤ
マ
ハ
ギ
、
ユ
ウ
ガ
ギ
ク
、
ヨ
ウ
シ
ュ
ヤ
マ
ゴ
ボ
ウ
、

ヨ
シ
、
ヨ
モ
ギ
、
ワ
レ
モ
コ
ウ
。

⑦
土
手
斜
面
の
植
物
（
豊
受
皇
大
神
宮
付
近
）

期　

日
：
令
和
４
年
10
月
15
日
㈯

コ
ー
ス
：
豊
受
皇
大
神
宮
駐
車
場
→

付
近
の
土
手
や
斜
面

内　

容
：
土
手
は
水
害
な
ど
の
被
害

を
防
ぐ
た
め
に
土
を
盛
っ

て
築
い
た
堤
で
、
堤
防
と

も
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
所
に

は
常
緑
樹（
タ
ブ
ノ
キ
林
）

や
草
原
が
目
立
ち
、
多
く

の
種
類
の
植
物
が
生
育
し

て
い
る
。

主な虫こぶ

ガマズミミケフシイノコズチクキマルズイフシ カシハイボフシアカソミトゲフシアカソの花 キクタニギクの虫こぶ クサイチゴの虫こぶ

キイチゴハケフシノブドウによく似たエビヅル ノブドウミフクレフシヌルデミミフシの中ヌルデミミフシ ヤナギシントメハナガタフシ ヨモギクキワタフシ

ツリフネソウの花シロダモハコブシフシ シロダモハコブフシクマイチゴハクボミケフシクヌギエダイガフシ ツリフネソウハオレタマゴフシ ニガイチゴの虫こぶ

主な植物

イネ科植物が目立つ

湿地性の植物が目立つ

タブノキ林

アカガシ アメリカセンダングサアキノノゲシアキノタムラソウ アメリカイヌホオズキアキノウナギツカミアカツメクサ

カタバミ キンエノコロキブシ（雌株）キヅタ キブシ（来年の花芽）キクイモカラスウリ

オガルカヤ カゼクサオヒシバオニノゲシ カキドオシオニドコロオギ

アメリカタカサブロウ オオバコイヌワラビイヌタデ エノキグサイヌスギナイタドリ
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クサソテツ コスズメガヤコウヤワラビゲンノショウコ コゴメガヤツリクワクズ

ヤマハギ ワレモコウヨシヨウシュヤマゴボウ ヨモギユウガギクユウガギク（冠毛がない）

ミゾソバ メリケンカルカヤムサシアブミミツバアケビ メヒシバミソハギミゾソバ

ハキダメギク ヒメジョオンヒカゲイノコヅチハンノキ ヒメシダハリガネワラビハナタデ

ツリフネソウ ナワシロイチゴトダシバドクダミ ナツヅタテイカカズラツルボ

ススキ タカトウダイセリセキショウ ゼンマイセイヨウタンポポセイタカアワダチソウ

モミジイチゴ ヤマハギヤブマメヤブツバキ ヤマノイモヤブカンゾウヤツデ

ヒメムカシヨモギ ミゾシダヘラオオバコベニシダ ミズヒキヘクソカズラブタナ

ヌスビトハギ ノブドウノコンギク（冠毛が長い）ノコンギク ノハラアザミノイバラネズミノオ

タカトウダイ花 ツリガネニンジンツタウルシツクバトリカブト ツユクサチカラシバタブノキ

コセンダングサ シロザサワヒヨドリサルトリイバラ シナダレスズメガヤサトメシダコバギボウシ
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主な種子

⑧
身
近
な
植
物
の
実
と
タ
ネ
・
種

期　

日
：
令
和
４
年
11
月
19
日
㈯

コ
ー
ス
：
石
神
城
跡
公
園
駐
車
場
→
石
神
城
跡
公
園
お
よ
び
周
辺

の
道
沿
い

内　

容
：
樹
木
や
層
本
塁
の
種
子
や
果
実
を
観
察
。
石
神
城
跡
公

園
は
ス
ギ
林
、
常
緑
樹
林
、
草
原
、
水
田
な
ど
、
変
化

に
富
ん
だ
植
生
（
生
育
し
て
い
る
植
物
の
集
団
）
が
残

さ
れ
て
い
る
。

⑨
紅
葉
す
る
樹
木

期　

日
：
令
和
４
年
年
12
月
17
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
須
和
間
の
雑
木
林

内　

容
：
紅
葉
の
し
く
み
を
知
り
、
雑
木
林
で
は
ど

の
よ
う
な
樹
木
が
あ
る
の
か
を
知
る
。

　
　
　
　

ま
た
、
林
は
、
高
木
層
、
亜
高
木
層
、
低

木
層
、
草
本
層
の
４
つ
の
階
層
が
あ
る
こ

と
を
知
る
。

常緑樹林 

草原

スギ林

（シドキ）ヤマアザミ カラスウリイヌタデアキノウナギツカミ エノキアオツヅラフジアオキ

ヌカキビ ミゾソバヘクソカズラヒノキ ミズヒキヒカゲイノコヅチノイバラ

サルスベリ ツリバナスギシラカシ セイタカアワダチソウシモツケサルトリイバラ

キヅタ サネカズラコナラコセンダングサ コブシケチヂミザサクサギ

秋
に
は
、
紅
葉
と

と
も
に
多
種
類
の

果
実
が
観
察
で
き

る
。
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期　

日
：
令
和
５
年
１
月
21
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
須
和
間
の
雑
木
林

内　

容
：
雑
木
林
に
は
、
林
の
階
層
構
造
、
落

葉
の
し
く
み
、
四
季
の
変
化
、
林
内

の
植
物
、
冬
芽
と
樹
皮
の
観
察
な
ど

多
く
の
こ
と
が
学
べ
る
場
所
で
あ

る
。

　
　
　
　

今
回
は
樹
皮
と
冬
芽
か
ら
樹
木
の
種

類
を
見
分
け
る
観
察
を
行
っ
た
。

植
物
メ
モ

ア
カ
マ
ツ
、
ア
ズ
マ
ザ
サ
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
、
イ
ナ
カ
ギ
ク
、
イ

ヌ
シ
デ
、
イ
ヌ
ワ
ラ
ビ
、
イ
ボ
タ
ノ
キ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ウ
リ
カ
エ
デ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、
オ
オ
キ
ン

ケ
イ
ギ
ク
、
オ
オ
バ
タ
ン
キ
リ
マ
メ
、
オ
ニ
シ
バ
リ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
カ
ラ
ス
ウ
リ
、
カ
ラ
ス
ザ
ン
シ

ョ
ウ
、
キ
バ
ナ
ア
キ
ギ
リ
、
コ
ウ
ヤ
ボ
ウ
キ
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
ノ
テ
ガ
シ
ワ
、
コ
マ

ユ
ミ
、
サ
ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
ス
ギ
、
タ
ガ
ネ
ソ
ウ
、
ト
ウ
カ
エ
デ
、

ヌ
ル
デ
、
ネ
ズ
ミ
モ
チ
、
ノ
ガ
リ
ヤ
ス
、
フ
ジ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
ホ
オ
ノ
キ
、
マ
ダ
ケ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

ミ
ゾ
シ
ダ
、
ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、
メ
ギ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
、
ヤ
ブ
ラ
ン
、
ヤ
マ
ウ
グ

イ
ス
カ
グ
ラ
、
ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ

①イロハモミジ　
②ウワミズザクラ　
③コナラ　
④クリ　
⑤クヌギ
⑥ウリカエデ　
⑦ガマズミ　
⑧ツタウルシ　
⑨ サンショウ　
⑩コゴメウツギ
⑪ ナツヅタ　
⑫ムラサキシキブ　
⑬ バッコヤナギ　
⑭メギ　
⑮ アオハダ
⑯ エノキ　
⑰ ヤマコウバシ　
⑱ アカシデ　
⑲イヌシデ　
⑳ウメモドキ
㉑コマユミ　
㉒ エゴノキ　
㉓ヌルデ　
㉔ ヤマウルシ　
㉕カマツカ　
㉖ ヤマツツジ　
㉗ ホオノキ　
㉘ ヤマウグイスカグラ　
㉙ エビヅル　
㉚カキノキ
㉛ ヤマグワ　
㉜ アカメガシワ

紅葉する樹木

⑩
冬
芽
と
樹
皮
で
樹
木
を
見
分
け
る

裸芽（ムラサキシキブ）

鱗芽（コゴメウツギ）

隠芽（ネムノキ）

冬の雑木林

タラノキの葉痕

樹
皮
：
樹
木
の
表
皮
。
最
外
層
に
あ
る
死
ん
だ
組
織
の
集
ま
り
。
成
長
と
も
に
外
側
に

押
し
出
さ
れ
、
内
部
と
遮
断
さ
れ
て
、
や
が
て
は
げ
落
ち
る
。

冬
芽
：
春
に
芽
吹
き
、
活
動
を
開
始
す
る
た
め
に
準
備
さ
れ
た
の
が
冬
芽
。
裸
芽
（
ム

ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
）、
鱗
芽
（
多
数
あ
り
）、
隠
芽
（
ネ
ム
ノ
キ
）
の
3
種
類
が
あ
る
。

葉
痕
：
秋
に
葉
を
落
と
し
た
落
葉
樹
の
葉
の
つ
い
て
い
た
跡

（
痕
）
の
模
様
が
あ
り
、
種
類
ご
と
に
個
性
的
。

植
物
メ
モ

ア
オ
ハ
ダ
、
ア
レ
チ
ウ
リ
、
イ
ヌ
ザ
ク
ラ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
エ
ゴ
ノ
キ
、

オ
オ
バ
タ
ン
キ
リ
マ
メ
、
オ
オ
バ
ノ
イ
ノ
モ
ト
ソ
ウ
、
オ
ニ
シ
バ
リ
、
オ
ニ
ド
コ
ロ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、

ク
ズ
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ン
ポ
ナ
シ
、
コ
ゴ
メ
ウ
ツ
ギ
、
コ
ナ
ラ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
サ
ル
ス
ベ
リ
、
サ

ル
ト
リ
イ
バ
ラ
、
サ
ワ
フ
タ
ギ
、
サ
ン
シ
ョ
ウ
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
タ
ラ
ノ
キ
、

ナ
ツ
ツ
バ
キ
、
ナ
ン
テ
ン
、
ネ
ム
ノ
キ
、
ノ
ブ
ド
ウ
、
ビ
ワ
、
フ
ジ
、
ベ
ニ
シ
ダ
、
マ
ン
リ
ョ
ウ
、

ミ
ツ
バ
ア
ケ
ビ
、ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ
、メ
タ
セ
コ
イ
ア
、モ
ミ
ジ
イ
チ
ゴ
、ヤ
マ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、

ヤ
マ
ウ
ル
シ
、
ヤ
マ
グ
ワ
、
ヤ
マ
コ
ウ
バ
シ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ

ウメモドキ冬芽イヌシデ冬芽イヌシデ樹皮 ウメモドキ樹皮イチョウ樹皮イチョウ ウメ樹皮 ウメ冬芽

樹皮と冬芽

アオハダ樹皮 イチジク樹皮アジサイ樹皮アカシデ冬芽 アジサイ冬芽アカシデ樹皮アオハダ冬芽 イチジク冬芽
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クサギ カキノキ冬芽カキノキ樹皮クリ冬芽クリ樹皮クサギカワヅザクラ樹皮 カワヅザクラ冬芽

カシワバアジサイ冬芽カキノキ冬芽カキノキ樹皮 カシワバアジサイ樹皮 カツラ樹皮 ガマズミ冬芽ガマズミ樹皮カツラ冬芽

ソメイヨシノ冬芽 ナツロウバイ冬芽トチノキ冬芽トチノキ樹皮 ナツロウバイ樹皮タラノキ冬芽タラノキ樹皮ソメイヨシノ樹皮

コゴメウツギ冬芽コゴメウツギ樹皮 コマユミ樹皮 サワフタギ樹皮サルトリイバラ冬芽 サワフタギ冬芽サルトリイバラ樹皮コマユミ冬芽

ハナモモ冬芽ニワトコ樹皮 ハナモモ樹皮ハナミズキ樹皮ハナイカダ冬芽 ハナミズキ冬芽ハナイカダ樹皮ニワトコ冬芽

ブナ冬芽フジ冬芽フジ樹皮 ブナ樹皮バラ冬芽バラ樹皮 ブルーベリー樹皮 ブルーベリー冬芽

モクレン樹皮ムラサキシキブ樹皮ミツバアケビ冬芽 ムラサキシキブ冬芽ミツバアケビ樹皮 モクレン冬芽 モミジイチゴ冬芽モミジイチゴ樹皮

ヤマボウシ冬芽ヤマボウシ樹皮ヤマツツジ冬芽ヤマツツジ樹皮

ヤマザクラ冬芽ヤマザクラ樹皮ヤマコウバシ冬芽ヤマコウバシ樹皮ヤマウグイスカグラ冬芽ヤマウグイスカグラ樹皮 ヤマグワ樹皮 ヤマグワ冬芽

エゴノキ樹皮ウワミズザクラ樹皮ウリカエデ冬芽 ウワミズザクラ冬芽ウリカエデ樹皮 エゴノキ冬芽 オニグルミ冬芽オニグルミ樹皮
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⑪
冬
越
し
す
る
植
物

期　

日
：
令
和
5
年
2
月
18
日
㈯

コ
ー
ス
：
交
流
館
→
水
田
の
あ
ぜ
道

内　

容
：
あ
せ
道
沿
い
に
見
ら
れ
る
ロ
ゼ
ッ
ト
葉
を
つ
け
る
植
物

の
観
察
。

　
　
　
　

ロ
ゼ
ッ
ト
葉
で
冬
越
し
す
る
植
物
を
観
察
す
る
。
休
耕

田
で
目
立
つ
ハ
ン
ノ
キ
の
生
態
も
観
察
し
た
。

主な植物

ハ
ン
ノ
キ
の
花

　

水
辺
を
好
み
、
低
地
の
湿
地
や
水
田
の
あ
ぜ
な
ど
に

見
ら
れ
、早
春
に
尾
状
に
垂
れ
下
が
っ
た
花
を
つ
け
る
。

樹
皮
や
球
果
か
ら
タ
ン
ニ
ン
や
染
料
が
採
ら
れ
る
。

　

花
期
は
冬
の
11
～
2
月
頃
。
雌
雄
同
株
で
、
雄
花
穂

は
枝
先
に
数
個
、
黒
褐
色
の
円
柱
形
で
尾
状
に
垂
れ
下

が
る
。
雌
花
穂
は
紅
紫
色
を
帯
び
、
雄
花
穂
の
下
部
の

葉
腋
に
数
個
つ
け
る
。

　

実
は
松
か
さ
状
で
数
個
ず
つ
つ
き
、
10
月
頃
熟
す
と

珠
果
状
に
な
り
、
松
か
さ
に
似
た
小
さ
な
実
が
翌
年
の

春
ま
で
残
る
。

冬のあぜ道（休耕田）

冬のあぜ道（用水路と雑木林）

植
物
メ
モ

ア
ズ
マ
ザ
サ
、
ア
ズ
マ
ネ
ザ
サ
、
イ
ヌ
ム
ギ
、
ウ
ツ
ギ
、
エ
ゾ
ノ
ギ
シ
ギ
シ
、
オ
オ

ア
レ
チ
ノ
ギ
ク
、
オ
オ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
、
オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ

サ
、オ
ニ
ウ
シ
ノ
ケ
グ
サ
、オ
ニ
タ
ビ
ラ
コ
、オ
ニ
ノ
ゲ
シ
、オ
ラ
ン
ダ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
、

キ
ュ
ウ
リ
グ
サ
、
コ
セ
ン
ダ
ン
グ
サ
、
サ
ン
ゴ
ジ
ュ
、
ス
イ
バ
、
ス
ス
キ
、
セ
イ
タ

カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
タ
コ
ノ
ア
シ
、
タ
チ
イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ
、
ナ
ガ

バ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
、
ナ
ズ
ナ
、
ニ
ッ
ケ
イ
、
ノ
ゲ
シ
、
ノ
ビ
ル
、
ノ
ボ
ロ
ギ
ク
、
ハ
ル

ジ
オ
ン
、
ヒ
ナ
ゲ
シ
、
ヒ
メ
オ
ド
リ
コ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
ガ
マ
、
ヘ
ラ
オ
オ
バ
コ
、
ホ
ト

ケ
ノ
ザ
、
マ
ツ
カ
サ
ス
ス
キ
、
メ
マ
ツ
ヨ
イ
グ
サ
、
ヤ
ハ
ズ
エ
ン
ド
ウ
、
ヤ
ブ
ソ
テ

ツ
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
、
ヨ
シ
、
ヨ
モ
ギ

イヌムギ

オニノゲシ

オオイヌノフグリオオアレチノギク オニウシノケグサエゾノギシギシウラジロチチコグサ

メマツヨイグサ ヨモギヤハズエンドウムラサキケマンヘラオオバコ ホトケノザ

ナズナ ヒメムカシヨモギヒメオドリコソウノビルチガヤタチイヌノフグリ

オランダミミナグサ セイヨウタンポポセイヨウカラシナセイタカアワダチソウキュウリグサ
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⑫
ヒ
ノ
キ
林
内
の
シ
ダ
植
物
の
芽
生
え

期　

日
：
博
物
館
長
講
座　

令
和
5
年
3
月
18
日
㈯

　
　
　
　

※
雨
の
た
め
室
内
研
修
に
変
更

予
定
し
た
コ
ー
ス
：
交
流
館
→
船
場
の
ヒ
ノ
キ
林

内　

容
：
代
表
的
な
シ
ダ
植
物
を
見
分
け
る
。

林内の植物が貧弱（船場）

シダ植物などが豊富な林内（船場）

ベニシダの例

主なシダ植物

ヒノキ林はシダ植物の宝庫

室内研修　絶滅危惧植物の生育する村内の環境を紹介。

シ
ダ
植
物
の
魅
力

　

花
が
咲
か
な
い
シ
ダ
植
物
は
庭
先
、

道
沿
い
、
林
の
周
辺
や
林
内
、
草
原
な

ど
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
生
育
し
て
い
ま

す
。

　

花
が
好
き
な
人
で
も
〝
シ
ダ
は
ち
ょ

っ
と
…
。
種
類
の
区
別
が
難
し
い
の
で

…
。〟
と
敬
遠
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　

し
か
し
、
次
の
よ
う
な
シ
ダ
植
物
特

有
の
見
分
け
方
を
覚
え
る
だ
け
で
〝
シ

ダ
っ
て
楽
し
い
〟
と
植
物
観
察
に
変
化

が
で
き
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

１
全
体
の
形
：
葉
の
切
れ
込
み
方（
羽

片
）
や
色
合
い
。

２
胞
子
の
う
：
葉
の
裏
に
あ
り
、
中

に
胞
子
が
入
っ
て
い
る
。
虫
が
つ

い
て
い
る
と
間
違
え
ら
れ
る
。

３
り
ん
片
：
葉
柄
や
中
軸
に
あ
る
う

ろ
こ
状
の
も
の
。

コオニユリやワレモコウが生育する斜面オオウメガサソウの生育地 コウガイモが群生する新川キキョウやオミナエシの生育地カザグルマの生育地オオアカウキクサの生育地

用水路に群生するナガエミクリヤマラッキョウの生育地 絶滅危惧植物が多い阿漕ヶ浦原研内のスカシユリ以前のゼンテイカの生育地モウセンゴケの生育地

マルバノサワトウガラシの生育地ノグサの生育地 ホシクサやミズマツバの生育地ヒメザゼンソウの生育地ヒカゲノカズラの生育地ヌマガヤツリやエゾウキヤガラの群生地

トンボソウの生育地サワギキョウなどの生育地 ツルカノコソウやウバユリの生育地タヌキランの生育地サワシロギクやカザグルマの生育地ザゼンソウの生育地

アイアスカイノデ

フユノハナワラビ

ナガバヤブソテツトラノオシダ ヒカゲノカズラオクマワラビイワガネソウ

ベニシダ リョウメンシダヤマイタチシダヤブソテツホソバナライシダ
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た
だ
い
ま
ご
紹
介
の
あ
り
ま
し
た
茂
木
で
ご

ざ
い
ま
す
。
本
日
は
こ
ん
な
に
多
く
の
方
に
お

集
り
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

日
は
「
私
と
東
海
村
」
と
い
う
こ
と
で
、
私
が

こ
の
村
で
ど
れ
だ
け
の
考
古
学
的
調
査
を
行
っ

た
か
と
い
う
資
料
を
用
意
し
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
を
見
て
頂
き
な
が
ら
そ
の
内
容
と
成
果
を
整

理
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
私
が
こ
の
村
に

最
初
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
１
９
６
４
年

（
昭
和
39
）
の
8
月
で
し
た
。
そ
れ
は
権
現
山

古
墳
の
見
学
と
舟
塚
古
墳
出
土
の
人
物
埴
輪
を

調
査
す
る
た
め
で
し
た
。

　

そ
れ
以
来
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
「
歴
史

と
未
来
の
交
流
館
」
が
完
成
す
る
ま
で
、
川
崎

義
彦
村
長
、
須
藤
富
雄
村
長
、
村
上
達
也
村
長

と
三
代
の
村
長
に
大
変
可
愛
が
っ
て
い
た
だ

き
、
沢
山
の
研
究
成
果
を
上
げ
る
事
が
出
来
ま

し
た
こ
と
を
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
東
海
村
で
最
初
に
行
っ
た
考
古
学
的
発

掘
調
査
は
１
９
６
７
年
8
月
に
真
崎
の
十
文
字

か
ら
勝
田
市
へ
の
計
画
道
路
を
作
る
た
め
に
削

り
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
須
和
間
古
墳
群
で

し
た
。
県
内
研
究
者
で
組
織
さ
れ
た
茨
城
県
考

古
学
会
が
調
査
を
担
当
す
る
事
と
な
り
、
役
員

で
あ
っ
た
私
も
東
京
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

東
海
村
は
村
松
村
と
石
神
村
が
合
併
し
て
生

ま
れ
た
も
の
で
、
文
化
財
保
護
行
政
は
村
松
村

村
長
で
あ
っ
た
川
崎
氏
が
村
松
村
時
代
に
村
内

遺
跡
の
悉
皆
調
査
を
実
施
し
、
一
部
発
掘
調
査

も
し
て
『
常
陸
國
村
松
村
の
古
代
遺
蹟
』
を
刊

行
さ
れ
た
事
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
書
に
記
録

さ
れ
た
遺
跡
に
は
す
べ
て
高
さ
２
ｍ
程
の
白

い
木
製
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
私
が

１
９
６
4
年
に
権
現
山
古
墳
を
見
学
に
訪
れ
た

時
に
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
先
年
お
亡

く
な
り
に
な
り
ま
し
た
須
藤
佐
武
さ
ん
で
、
標

柱
を
建
て
た
事
を
懐
か
し
く
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
全
国
的
に
も
大
変
貴
重

な
作
業
で
し
た
。
私
の
知
る
限
り
で
は
昭
和
40

年
代
に
滋
賀
県
下
の
遺
跡
を
見
学
し
、
当
時
県

の
文
化
財
保
護
を
担
当
さ
れ
て
い
た
水
野
正
好

さ
ん
か
ら
安
土
瓢
箪
山
古
墳
を
案
内
さ
れ
た
時

に
「
県
民
に
遺
跡
の
位
置
を
明
か
に
す
る
た
め

に
木
柱
を
建
て
た
」
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
伝
統
は
東
海
村
の
文
化
財
保
護
行
政
の

原
点
で
私
は
東
海
村
教
育
委
員
会
の
素
晴
ら
し

く
優
秀
な
文
化
財
保
護
担
当
者
に
助
け
ら
れ

て
、
こ
こ
に
表
示
し
た
沢
山
の
調
査
を
す
る
機

会
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

私
は
50
年
近
く
東
海
村
の
考
古
学
的
遺
跡
と

考
古
学
者   

茂
木
雅
博
と
東
海
村
（
4
月
17
日
開
催
）

茂
木　

雅
博
（
考
古
学
者
・
茨
城
大
学
名
誉
教
授
）

講演録

表彰
1 1982年4月 合併三十周年記念に当たり文化財保護で表彰（村長須藤富雄）

2 2005年6月 発足五十周年記念に当たり文化財保護で表彰（村長村上達也）

3 2021年7月 村立歴史と未来の交流館開館に当たり文化財の普及・啓蒙により特
別功労賞（村長山田修）

著作・論文
1 1987年9月 『日本古代の遺跡 36 ‐ 茨城 ‐ 』保育社。

2 1994年12月 『古墳時代寿陵の研究』（博士論文）雄山閣。

3 2007年2月 『常陸の古墳』同成社。

４ 2009年6月 「日本古代的大王陵園と国造墓園」『兪偉超先生記念文集‐学術巻‐』
北京大学考古文博学院・中国国家博物館　文物出版社。

５ 2015年12月 『箱式石棺』同成社。

６ 2022年9月？ 『天皇陵古墳から大王陵園へ』京都・柳原出版社。

７ 2022年12月？『紡錘車』同成社。

発掘調査報告書

1 1969年3月 『茨城県那珂郡東海村須和間古墳群発掘調査報告書』茨城県教育委員会。

2 1970年12月 「茨城県須和間遺跡の調査―川崎純徳氏の批判に答えて―」『考古学
ジャーナル』51 号　ニューサイエンス社。

3 1972年9月 『常陸須和間遺跡』雄山閣出版。

４ 1977年3月 『東海村小澤野遺跡調査概略報』東海村教育委員会。

５ 1978年6月 『小澤野－茨城県東海村須和間地区における古代集落の研究―』
東海村教育委員会。

６ 1979年2月 「茨城県須和間遺跡」『日本考古学年報 21・22・23 合併号』日本考古学協会。

７ 1982年3月 『常陸馬頭根窯跡』東海村教育委員会。

8 1982年12月 『常陸部原遺跡』東海村教育委員会。

9 1987年3月 『東海村の遺跡』東海村教育委員会。

10 1989年9月 『須和間 12 号墳の調査』東海村教育委員会。

11 1990年9月 『常陸部原古墳』東海村教育委員会。

12 1993年3月 『常陸白方古墳群』東海村教育委員会。

13 1994年3月 『常陸下ノ諏訪南遺跡』東海村教育委員会。

14 1996年3月 『常陸銭塚・白方古墳群』東海村教育委員会。

15 1999年3月 『東海村石神外宿浄水場配水池整備事業に伴う確認調査報告』東海村
教育委員会。

16 2001年3月 『常陸御所内窯跡』東海村教育委員会。

17 2001年3月 『江中子遺跡』東海村教育委員会。

18 2001年8月 『常陸権現山古墳調査報告』東海村教育委員会。

19 2002年3月 『常陸真崎古墳群墳丘測量調査報告』東海村教育委員会。

20 2004年12月 『常陸下ノ諏訪 1 号墳の調査』東海村教育委員会。

21 2006年3月 『常陸茅山古墳』東海村教育委員会。

22 2006年10月 『常陸真崎古墳群』東海村教育委員会。

東海村と私
2022 年 4月 17 日　東海村歴史と未来の交流館

調査
1 1964年8月 東海村内古墳見学（市毛勲氏と）

2 1967年8月 須和間古墳群発掘調査（茨城考古学会）

3 1969年8月 須和間古墳群発掘調査第 2 次（自費）

４ 1970年7月 須和間古墳群発掘調査第 3 次（自費）

５ 1971年7月 須和間古墳群発掘調査第 4 次（文部省科学研究費）

６ 1976年3月 須和間古墳群第 12 号墳発掘調査（写真・森昭）

７ 1976年8月 小澤野遺跡発掘調査（写真・森昭）

8 1976年10月 部原地区遺跡分布調査

9 1977年2～3月 小澤野遺跡出土品整理（写真・森昭）

10 1977年6月 小澤野地区旧地主聞き取り調査

11 1977年7月 権現山古墳墳丘測量調査（東京電機大学高校）

12 1977年10月 正木湖周辺遺跡分布調査

13 1978年2月 部原東遺跡発掘調査（写真・森昭）

14 1978年5月 東海村古墳調査（石野博信・菅谷文則・櫃本誠一）

15 1982年1月 東海村二本松古墳発掘調査見学（教育財団調査）見学

16 1982年4月 東海村部原遺跡出土品整理（写真・森昭）

17 1983年5月 馬頭根窯跡踏査

18 1983年7月 馬頭根窯跡発掘調査（田辺昭三博士、写真・牛島茂）

19 1983年12月 東海村遺跡分布調査第 1 次

20 1984年3月 東海村遺跡分布調査第 2 次

21 1984年12月 東海村遺跡分布調査第 3 次

22 1985年3月 東海村遺跡分布調査第 4 次（別当山古墳測量）

23 1986年1月 釜付遺跡調査見学（井上義安調査）

24 1988年1月 下ノ諏訪横穴群調査（斎藤忠博士案内）

25 1989年6月 部原古墳踏査

26 1989年7月 部原古墳発掘調査（写真・森昭）

27 1989年10月 石神城発掘調査見学（日本考古学研究所）

28 1990年3月 部原古墳出土品整理（写真・森昭）

29 1990年10月 石神城発掘調査見学（日本考古学研究所）

30 1991年9月 白方古墳群発掘調査第 1 次（空撮・森昭）

31 1992年12月 白方古墳群出土品整理

32 1993年7～9月 下の諏訪南遺跡発掘調査（空撮・森昭）

33 1994年7月 銭塚古墳・白方古墳群発掘調査第 2 次

34 1997年1月 須和間地区宅地開発地踏査

35 1998年9月 石神外宿試掘調査

36 1999年3月 東海村内遺跡保存度調査

37 1999年8月 茅山古墳発掘調査第 1 次（森昭さん逝去）

38 1999年10月 権現山古墳立合発掘調査

39 2000年3月 御所内窯跡発掘調査

40 2000年5月 真崎古墳群測量調査第 1 次

41 2000年7月 江中子遺跡発掘調査

42 2000年10月 勝木田遺跡発掘調査

43 2001年10月 真崎古墳群測量調査第 2 次

44 2002年1月 平原遺跡現状視察

45 2002年3月 茅山古墳発掘調査第 2 次

46 2002年4月 茅山古墳出土埴輪水洗い

47 2003年1月 荒谷台遺跡発掘調査見学（日本考古学研究所）

48 2004年2月 石神小学校校舎基礎鉄筋除去立合観察

49 2004年2月 茅山古墳発掘調査第 3 次

50 2004年6月 下ノ諏訪横穴群視察

51 2004年8月 下ノ諏訪 1 号墳発掘調査

52 2004年8月 茅山古墳出土品整理

53 2004年9月 中道前 6 号墳発掘調査

54 2005年1月 茅山古墳出土品整理

55 2005年8月 真崎 1 号墳・5 号墳発掘調査（甘粕健氏指導）

56 2007年3月 真崎古墳群視察（環境審議会）

57 2007年4月 白方古墳群視察（環境審議会）

各種委員
1 東海村文化財保護審議会委員（1983 年 4 月～ 2007 年 3 月）

2 東海村環境審議会委員（1999 年 1 月～ 2008 年 11 月）

3 東海村歴史資料館検討委員会委員（2002 年 2 月～ 2003 年 3 月）
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を
し
た
上
で
検
討
す
る
事
に
し
た
。
調
査
の
結

果
石
室
は
柔
ら
か
い
泥
岩
製
で
既
に
天
井
石
は

全
て
除
去
さ
れ
、
既
に
盗
掘
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
副
葬
品
は
取
り
除
か
れ
少
量
の
玉
類
と
錆

び
た
鉄
片
の
み
で
あ
っ
た
の
で
耕
作
の
邪
魔
に

な
ら
な
い
よ
う
に
石
室
の
上
部
を
１
ｍ
程
切
り

取
っ
て
石
室
内
に
埋
め
て
、
耕
作
に
支
障
の
無

い
様
に
埋
め
戻
す
こ
と
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
石

室
東
壁
の
奥
壁
よ
り
の
上
部
と
そ
れ
に
接
す
る

東
壁
底
部
か
ら
線
刻
さ
れ
た
絵
画
が
検
出
さ
れ

た
。
上
部
は
足
の
長
い
水
鳥
で
後
者
は
雑
な
呪

い
人
形
で
あ
っ
た
。
水
鳥
は
泥
岩
の
化
粧
さ
れ

た
面
に
描
か
れ
、
後
者
は
化
粧
面
が
剥
離
し
た

後
に
描
か
れ
て
い
る
事
が
明
確
で
あ
っ
た
。
私

は
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
の
知
人
と
相
談
し

て
、
水
鳥
の
絵
を
保
存
す
る
た
め
に
は
切
り
取

っ
て
屋
内
で
管
理
す
る
事
が
必
用
と
の
結
論
に

達
し
、
計
画
通
り
に
埋
め
戻
し
た
。
調
査
後
こ

の
水
鳥
が
6
世
紀
代
の
も
の
で
あ
る
か
、
後
世

の
落
書
き
で
あ
る
か
理
解
す
る
の
に
沢
山
の
時

間
を
必
要
と
し
た
が
、
結
論
が
出
ず
報
告
書
が

刊
行
で
き
な
か
っ
た
。

水鳥の線刻壁画（撮影：森昭氏）

か
か
わ
っ
て
く
る
間
、
特
に
茨
城
大
学
に
勤
務

し
て
か
ら
は
考
古
学
専
攻
の
学
生
１
２
５
名
を

育
て
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
学
生
の
大
半

は
東
海
村
の
遺
跡
調
査
を
経
て
一
人
前
の
研
究

者
に
成
長
し
て
行
き
ま
し
た
。
私
は
茨
城
大
学

を
退
職
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
が
、
現
在
も
50

名
近
い
研
究
者
が
中
国
を
含
め
て
、
考
古
学
界

で
活
躍
し
て
居
ま
す
。
そ
の
中
に
は
博
士
の
学

位
記
を
授
与
さ
れ
た
者
、
大
学
で
研
究
を
つ
づ

け
る
者
、
博
物
館
・
研
究
所
の
専
門
家
、
国
・

都
道
府
県
・
市
町
村
教
育
委
員
会
の
文
化
財
保

護
担
当
等
で
す
。

　

今
日
は
久
し
ぶ
り
に
皆
様
に
お
会
い
出
来
ま

し
た
の
で
、
最
初
に
お
礼
を
込
め
て
こ
の
よ
う

な
報
告
を
さ
せ
て
頂
き
、
前
置
き
は
こ
の
位
に

し
て
本
論
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
初
に

お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、
私
に
と
っ
て
会
場

の
皆
さ
ま
は
親
し
い
身
内
で
す
の
で
、
話
の
途

中
で
も
結
構
で
す
か
ら
、
不
明
な
事
が
あ
り
ま

し
た
ら
ご
質
問
下
さ
い
。

　

私
の
東
海
村
で
の
最
初
の
発
掘
調
査
は

１
９
６
７
年
の
真
崎
十
文
字
か
ら
勝
田
に
通
じ

る
計
画
道
路
の
敷
設
に
伴
う
須
和
間
古
墳
群
の

調
査
で
す
。
こ
の
古
墳
群
は
横
穴
式
石
室
を
伴

う
後
期
群
集
墳
7
基
と
し
て
調
査
が
開
始
さ
れ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
7
号
墳
1
基
だ
け
で
他

は
埋
葬
の
痕
跡
が
確
認
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
調
査
を
契
機
と
し
て
私
は
当
時
勤
め
て
い
た

東
京
電
機
大
学
や
文
部
省
に
研
究
費
応
募
し
、

あ
る
い
は
自
腹
で
費
用
を
負
担
し
て
、
東
海
村

中
央
公
民
館
を
利
用
さ
せ
て
頂
き
、
県
立
太
田

一
高
・
二
高
・
東
京
電
機
大
学
高
校
の
生
徒
の

応
援
と
國
學
院
大
學
学
生
の
指
導
を
得
て
、
こ

の
古
墳
群
を
す
べ
て
発
掘
調
査
し
て
、
大
き
な

成
果
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
東
京
都
八
王
子
市
の
宇
津
木
遺
跡
で

発
見
さ
れ
た
方
形
周
溝
墓
の
盛
土
に
よ
る
低
丘

の
存
否
を
解
明
す
る
好
結
果
で
し
た
。
方
形
周

溝
墓
の
発
見
者
で
あ
る
大
場
磐
雄
先
生
は
『
常

陸
須
和
間
遺
跡
』
の
序
文
に
「
方
形
周
溝
墓
封

土
の
存
否
を
茂
木
君
が
東
海
村
で
解
き
明
か
し

て
く
れ
た
。」
と
書
い
て
下
さ
っ
た
。

　
「
方
形
周
溝
墓
」
と
い
う
の
は
、
周
囲
に
方

形
の
溝
が
廻
っ
て
い
て
、
埋
葬
施
設
が
あ
る
も

の
と
な
い
場
合
が
あ
る
。
発
見
当
初
か
ら
マ
ウ

ン
ド
が
あ
る
か
な
い
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
須
和
間
遺
跡
で
証
明
さ
れ
た
の

で
す
。
こ
れ
は
大
変
な
成
果
で
、
当
時
平
凡
社

か
ら
発
行
さ
れ
た
『
世
界
考
古
学
辞
典
』
に
こ

の
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
は
１
９
７
６
年
に
実
施
し
た
須
和
間
12
号

墳
の
調
査
で
す
。
そ
の
こ
ろ
私
は
東
京
電
機
大

学
高
等
学
校
に
勤
め
て
い
た
が
、
教
育
委
員
会

の
文
化
財
係
の
佐
藤
義
文
さ
ん
か
ら
、
古
墳
の

所
有
者
か
ら
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
の
真
ん
中
に
古
墳

が
あ
り
、
横
穴
式
石
室
が
露
出
し
て
い
る
の
で

耕
作
す
る
の
に
邪
魔
な
の
で
何
と
か
な
ら
な
い

か
と
相
談
さ
れ
、そ
の
善
後
策
を
相
談
さ
れ
た
。

私
は
須
和
間
古
墳
群
の
調
査
で
こ
の
古
墳
に
関

し
て
は
十
分
理
解
し
て
い
た
の
で
、
発
掘
調
査

　

私
は
こ
の
水
鳥
の
絵
を
記
録
に
残
す
た
め
に

考
古
学
写
真
家
森
昭
氏
に
撮
影
を
お
願
い
し

た
。
彼
は
素
晴
ら
し
い
写
真
家
で
そ
の
後
東
海

村
の
遺
跡
調
査
に
は
必
ず
記
録
写
真
を
お
願
い

し
た
。
こ
の
埴
輪
の
写
真
は
彼
の
傑
作
で
す
。

舟
塚
古
墳
の
人
物
埴
輪
の
写
真
で
す
。

　

１
９
８
８
年
秋
に
中
国
の
友
人
か
ら
西
安
交

通
大
学
構
内
の
工
事
現
場
で
前
漢
時
代
の
壁
画

墓
が
発
見
さ
れ
奥
壁
に
水
鳥
の
絵
が
大
き
く
描

か
れ
て
い
る
の
で
見
学
し
ま
せ
ん
か
と
電
話
で

知
ら
せ
て
き
た
。
私
は
そ
の
頃
西
北
大
学
で
毎

年
講
義
を
し
て
い
た
の
で
翌
１
９
８
９
年
3
月

に
訪
中
し
て
こ
の
壁
画
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
古
代
中
国
で
は
死
者
の
霊
魂
を
崑
崙
山

に
送
る
の
は
頸
の
長
い
水
鳥
で
あ
る
と
い
う
伝

承
が
あ
り
、
極
彩
色
の
雄
大
な
霊
界
の
絵
画
の

世
界
で
あ
っ
た
。
私
は
帰
国
し
て
一
気
に
報
告

書
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
れ
は
発
掘
調
査
の
13
年

後
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
古
墳
の
調
査
中
に
谷
を
挟
ん
だ
南
側
で

南
台
団
地
の
大
造
成
工
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

古
墳
の
調
査
が
終
了
に
近
づ
い
た
頃
に
佐
藤
さ

須和間遺跡報告書表紙

舟塚１号墳出土人物埴輪（県指定文化財）
（撮影：森昭氏）

49



ん
と
二
人
で
現
場
を
訪
ね
る
と
削
り
残
さ
れ
た

地
形
の
断
面
に
沢
山
の
古
代
住
居
跡
の
断
面
が

露
呈
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
っ
て

１
９
７
６
年
夏
に
は
小
澤
野
遺
跡
の
発
掘
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
は
私
が
茨
城
大
学

の
教
員
に
な
っ
て
最
初
の
仕
事
で
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
行
政
上
大
変
な
難
問
題
を
抱
え

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
時
の
茨
城
県
で
は
考
古

学
的
遺
跡
の
悉
皆
調
査
は
殆
ど
実
施
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
こ
も
周
知
の
遺
跡
で
は
な
か
っ
た
の

で
、
常
陸
木
材
地
所
に
よ
る
開
発
申
請
が
提
出

さ
れ
、
県
教
育
委
員
会
が
開
発
を
承
認
し
て
お

り
、
法
的
措
置
が
済
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
真

崎
浦
に
面
す
る
南
側
の
一
部
を
除
い
て
大
半
は

削
り
取
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
現
実
的
に
は
造

成
現
場
に
複
数
の
古
代
住
居
跡
が
黒
々
と
断
面

を
曝
け
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
村
教
委
か
ら

急
遽
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
た
開
発
側
は
正
に

青
天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
ろ
う
。
工
事
を
停
め
た

村
と
そ
れ
に
応
じ
た
常
陸
木
材
地
所
の
素
晴
ら

し
い
連
携
で
、
1
ヶ
月
の
間
に
重
複
も
含
め
て

古
墳
時
代
か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
の
48
棟
の

竪
穴
住
居
跡
と
倉
庫
跡
と
想
定
さ
れ
る
１
棟
の

高
床
式
遺
構
が
記
録
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
調
査
を
正
確
に
記
録
し
後
世
に
伝

え
る
為
に
県
下
の
発
掘
調
査
と
し
て
は
初
め
て

考
古
学
写
真
家
森
昭
氏
に
1
ヶ
月
常
駐
し
て
頂

い
て
全
て
の
写
真
を
彼
に
担
当
し
て
頂
い
た
。

最
後
は
発
掘
さ
れ
た
遺
構
全
体
を
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
に
よ
る
空
撮
で
仕
上
げ
て
頂
い
た
。
さ
ら
に

報
告
書
は
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
を
京
都
の
真
陽
社

に
依
頼
し
て
こ
れ
も
県
下
最
初
の
立
派
な
『
小

澤
野
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
題
字
は
後
に
文
化

勲
章
を
授
与
さ
れ
る
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所
所
長
末
永
雅
雄
博
士
か
ら
頂
い
た
。

　

次
は
１
９
７
８
年
2
月
に
調
査
し
た
部
原
遺

跡
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
遺
跡
も
周

知
の
遺
跡
で
は
な
く
、
日
本
原
子
燃
料
工
業
株

式
会
社
の
東
海
工
場
造
成
工
事
に
よ
る
開
発
申

請
が
村
に
提
出
さ
れ
、
私
に
現
地
立
会
調
査
を

依
頼
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
広
大
な
敷
地
の
2
か

所
に
縄
文
式
土
器
片
と
土
師
器
片
の
散
布
が
確

認
さ
れ
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
発
掘
調

査
の
結
果
Ａ
地
点
か
ら
は
縄
文
時
代
土
壙
墓
８

基
、
弥
生
時
代
住
居
跡
１
棟
、
Ｂ
地
点
か
ら
は

古
墳
時
代
初
期
の
住
居
跡
４
棟
が
発
見
さ
れ

た
。

　

こ
の
遺
跡
で
注
目
さ
れ
る
事
は
Ａ
地
点
の
弥

生
時
代
住
居
跡
に
出
入
り
口
の
施
設
が
確
認
調

査
さ
れ
た
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
全
国
的
に
も
大

変
貴
重
な
遺
構
で
あ
る
。
更
に
Ｂ
地
点
の
２
号

住
居
跡
の
土
器
の
出
土
状
況
か
ら
弥
生
式
土
器

と
土
師
器
が
共
伴
し
て
い
る
事
実
が
確
認
さ
れ

た
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
弥
生
式
土

器
と
次
の
時
代
の
土
師
器
は
絶
対
共
伴
し
な
い

と
い
う
の
が
定
説
で
し
た
。
で
す
か
ら
私
は
県

内
の
研
究
者
か
ら
あ
の
調
査
は
お
か
し
い
と
大

変
な
い
じ
め
に
あ
い
ま
し
た
。
し
か
し
事
実
は

事
実
で
す
か
ら
、
調
査
に
参
加
し
た
学
生
に

は
「
多
数
決
は
真
理
で
は
な
い
」
事
を
学
ば
せ

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
教
科
書
で
学
ぶ
日
本

の
歴
史
で
は
、
縄
文
時
代
と
弥
生
時
代
は
継
続

し
な
い
文
化
と
し
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
私
は
そ
う
で
は
な
く
、
縄
文
時
代
の
文
化

を
元
に
弥
生
文
化
が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
国
の
歴
史
的
変
遷
を
学
ぶ
と
新
石
器

時
代
の
各
文
化
が
春
秋
時
代
五
覇
者
と
な
り
戦

国
七
雄
を
経
て
秦
の
統
一
と
継
承
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
代
区
分
の
方
が
日
本
史
の
区
分
よ

り
論
理
的
に
正
し
い
と
私
は
思
い
ま
す
。
東
海

村
の
遺
跡
が
新
し
い
日
本
の
時
代
区
分
を
整
理

せ
よ
と
私
は
主
張
し
て
い
る
様
に
思
い
ま
す
。

　

１
９
８
３
年
か
ら
１
９
８
５
年
に
か
け
て

村
内
遺
跡
の
悉
皆
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
９
８
３
年
秋
に
文
化
財
係
の
町
野
博
さ
ん
か

ら
「
東
海
村
で
は
、
な
に
か
や
る
た
び
に
遺
跡

が
発
見
さ
れ
、
開
発
す
る
時
に
困
る
の
で
、
前

も
っ
て
教
育
委
員
会
が
ど
こ
に
遺
跡
が
あ
る
か

知
っ
て
お
き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
保
存
に
対
し

て
も
手
の
打
ち
よ
う
が
あ
る
。
先
生
何
と
か
な

り
ま
せ
ん
か
」
と
相
談
さ
れ
た
。
私
は
同
様
の

事
が
先
年
土
浦
市
か
ら
「
科
学
万
博
博
覧
会
前

に
市
内
遺
跡
の
実
態
把
握
を
し
た
い
の
で
」
と

相
談
さ
れ
、
3
年
か
け
て
３
１
０
ヶ
所
の
遺

跡
を
記
録
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
私
の
遺
跡
悉

皆
調
査
の
基
本
的
方
針
は
日
本
の
土
地
所
有
は

中
国
と
異
な
り
、
私
有
地
で
あ
る
。
そ
れ
を
原

則
と
し
て
そ
の
行
政
区
域
の
『
水
経
注
』
を
作

成
し
て
後
世
に
伝
え
る
事
で
あ
る
。『
水
経
注
』

と
い
う
の
は
古
代
中
国
で
作
成
さ
れ
た
歴
史
的

な
遺
跡
を
記
録
し
た
書
物
で
す
。
そ
れ
を
参
考

に
し
た
の
で
す
。
し
か
し
こ
の
調
査
で
記
録
さ

れ
る
と
、
全
て
の
遺
跡
が
周
知
と
な
り
、
文
化

財
保
護
法
保
護
対
象
に
な
る
事
を
念
頭
に
置
い

て
記
録
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
遺

跡
は
今
ま
で
所
有
者
が
個
人
と
し
て
保
護
し
て

頂
い
た
。
大
き
く
エ
リ
ア
を
抑
え
る
と
土
地
所

有
者
の
弊
害
を
招
く
事
に
な
る
。
そ
れ
を
少
し

で
も
緩
和
す
る
た
め
に
は
、
遺
跡
と
し
て
の
範

囲
を
出
来
る
だ
け
狭
く
抑
え
る
事
で
あ
る
。
し

か
し
小
さ
な
遺
跡
が
数
多
く
記
録
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
調
査
で
縄
文
時
代
58

遺
跡
、
弥
生
時
代
45
遺
跡
、
古
墳
時
代
１
０
０

遺
跡
、奈
良
平
安
時
代
28
遺
跡
、古
墳
59
基
（
前

弥生式土器と土師器が共伴して出土する ( 部原北遺跡 )

上空から見た小澤野遺跡（撮影：森昭氏）
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方
後
円
墳
４
・
円
墳
33
・
方
墳
2
・
横
穴
20
）

等
を
記
録
し
た
。
こ
の
調
査
結
果
は
『
東
海
村

の
遺
跡
』
と
し
て
刊
行
し
て
頂
い
た
の
で
私
は

村
史
に
残
る
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

次
は
１
９
９
９
年
8
月
茅
山
古
墳
（
旧
中
道

前
５
号
墳
）
の
調
査
で
す
。

　

こ
の
年
の
発
掘
調
査
は
石
神
小
学
校
の
校
舎

再
建
に
関
す
る
茅
山
古
墳
の
調
査
で
あ
る
。
こ

の
学
校
の
旧
校
舎
再
建
の
際
に
大
量
の
埴
輪
が

出
土
し
、
学
校
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

当
時
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
そ

の
詳
細
は
全
く
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
茨
城
県

史
料
に
埴
輪
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
報
告
が
あ

る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
墳
丘
は
削
平
さ
れ
、

一
部
が
校
舎
内
に
大
き
な
欅
２
本
と
共
に
花
壇

と
し
て
子
供
た
ち
の
眼
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
現
在
の
校
舎
部
分
を
グ

ラ
ン
ド
と
し
、
現
在
の
グ
ラ
ン
ド
に
校
舎
を
新

築
す
る
設
計
で
計
画
が
最
終
的
に
決
定
し
た
。

そ
こ
で
欅
の
あ
る
地
点
が
古
墳
の
跡
で
あ
る
か

の
調
査
を
相
談
さ
れ
た
。
そ
こ
で
私
は
欅
の
間

に
１
ｍ
幅
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
て
発
掘
し
た

所
、
地
山
ロ
ー
ム
面
を
掘
り
込
ん
だ
埋
葬
施
設

が
確
認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
常
陸
の
古
墳
を

研
究
す
る
上
で
大
変
重
要
な
事
実
が
判
明
し

た
。
通
常
考
古
学
で
の
確
認
調
査
の
場
合
は
遺

構
を
確
認
し
て
本
体
調
査
は
中
止
す
る
の
が
本

道
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
こ
の
古
墳
の
調
査
に

関
し
て
は
、埋
葬
施
設
本
体
の
調
査
を
行
っ
た
。

私
は
密
か
に
こ
の
墓
葬
を
久
自
国
造
墓
と
想
定

し
て
お
り
、こ
の
位
置
か
ら
発
見
さ
れ
た
事
は
、

墳
丘
の
築
造
が
埋
葬
後
で
あ
る
と
判
断
し
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
の
場
合
に
何
を
副
葬
し
た
か
を

知
り
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
真
弓
石
を
使
用

し
た
白
色
片
岩
の
箱
式
石
棺
が
良
質
な
粘
土
で

包
ま
れ
、
更
に
そ
の
周
囲
を
丸
い
河
原
石
で
充

填
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
副
葬
品
は
直

刀
１
振
、
鉄
鏃
一
束
、
刀
子
１
口
等
で
あ
っ
た
。

私
の
予
想
が
的
中
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
旧

校
舎
が
解
体
さ
れ
た
時
点
で
、
こ
の
墳
丘
を
残

し
周
隍
跡
の
全
面
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
、
大

量
の
埴
輪
片
を
採
集
し
た
が
以
前
に
出
土
し
た

も
の
と
は
接
合
出
来
る
資
料
は
含
ま
れ
て
居
な

か
っ
た
。
し
か
も
古
墳
の
周
囲
に
樹
立
さ
れ
た

円
筒
埴
輪
を
中
心
と
す
る
埴
輪
群
は
全
て
周
隍

内
に
転
落
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事

実
か
ら
、
こ
の
古
墳
は
被
葬
者
が
亡
く
な
っ
た

後
に
築
造
さ
れ
た
事
は
明
確
と
な
り
、
卑
弥
呼

以
来
七
世
紀
初
頭
ま
で
継
続
さ
れ
た
冊
封
関
係

に
よ
る
寿
陵
制
が
終
焉
を
迎
え
た
事
が
証
明
さ

れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　

私
の
東
海
村
で
の
最
後
の
発
掘
調
査
は
真
崎

５
号
墳
の
調
査
で
あ
る
。
２
０
０
５
年
8
月
で

あ
る
。
こ
の
調
査
は
２
０
０
１
年
に
真
崎
古
墳

群
を
公
有
化
し
て
古
墳
公
園
と
し
て
保
存
す
る

計
画
で
古
墳
群
の
全
体
図
と
各
古
墳
の
測
量
調

査
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
中
で
５
号
墳
が
纏
向

型
の
前
方
後
方
形
で
あ
る
事
か
ら
、
村
主
催
で

の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
発
掘
調
査
の
結
果
常
陸
最
古
の
古
墳

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
埋
葬
施
設
は
後
方
部

頂
に
掘
り
込
ま
れ
た
、
日
本
最
初
の
木
蓋
壙
室

を
命
名
さ
れ
た
。
こ
の
遺
構
の
調
査
は
大
変
高

度
な
発
掘
技
術
を
必
要
と
す
る
所
か
ら
、
私
は

考
古
学
教
室
の
卒
業
生
を
総
動
員
し
、
そ
の
上

私
が
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
の
特
別
指

導
員
を
拝
命
し
て
い
る
関
係
で
、
奈
良
県
で
主

要
な
古
墳
の
調
査
の
経
験
者
に
指
導
を
仰
い
で

発
掘
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、
こ
の
名
称

を
得
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
は
翌
年
月
5
に

明
治
大
学
で
開
催
さ
れ
た
日
本
考
古
学
協
会
総

会
で
私
と
岡
林
孝
作
氏
に
よ
っ
て
全
国
に
紹
介

さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
東
海
村
で
研
究
を
さ
せ
て
頂
い
た
私

の
成
果
で
あ
る
。
沢
山
の
遺
跡
を
調
査
さ
せ
て

頂
き
、
研
究
者
と
し
て
博
士
の
学
位
記
を
授
与

さ
れ
研
究
者
冥
利
に
尽
き
る
事
が
出
来
た
こ
と

に
感
謝
し
て
話
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

る
時
清
水
澄
夫
教
育
長
に
東
海
村
の
歴
史
に
つ

い
て
生
徒
用
の
副
読
本
を
書
い
て
欲
し
い
と
依

頼
さ
れ
た
の
で
す
が
、
お
答
え
す
る
事
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
視
点
で
日

本
の
古
代
史
を
考
古
学
か
ら
書
き
直
し
た
い
と

構
想
し
て
居
ま
す
。
又
是
非
こ
の
会
場
で
「
久

自
國
王
墓
に
つ
い
て
」
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。
ご
清
聴
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

茅山古墳の埋葬施設

東海村の遺跡
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○
大
森
信
英
著

　
『
常
陸
國
村
松
村
の
古
代
遺
蹟
』　

　

茨
城
県
那
珂
郡
村
松
村
教
育
委
員
会

　

１
９
５
５

　

こ
の
書
は
原
研
誘
致
以
前
の
村
松
村
が
当
時

茨
城
高
校
の
教
諭
で
あ
っ
た
大
森
信
英
先
生
に

依
頼
し
て
、
村
内
の
主
要
遺
跡
を
調
査
し
て
ま

と
め
た
東
海
村
村
松
地
区
の
考
古
学
調
査
報
告

書
で
あ
る
。
当
時
と
し
て
は
我
国
で
も
例
を
見

な
い
地
方
自
治
体
が
刊
行
し
た
稀
有
に
近
い
書

物
で
あ
る
。
こ
の
書
が
当
時
原
子
力
研
究
所
誘

致
の
一
端
を
担
っ
た
と
も
言
わ
れ
た
。
國
學
院

大
學
の
大
場
磐
雄
博
士
は
序
文
で
内
容
を
絶
賛

し
て
最
後
に
「
茨
城
県
全
体
延
い
て
は
関
東
に

お
け
る
考
古
学
的
記
録
と
し
て
貴
重
な
も
の
と

な
る
で
あ
ろ
う
』
と
結
ば
れ
て
い
る
。
是
非
一

読
し
て
頂
き
た
い
。

○
茂
木
雅
博
編

　
『
常
陸
須
和
間
遺
跡
』

　

雄
山
閣
出
版　

１
９
７
２

　

こ
の
書
は
真
崎
十
文
字
か
ら
勝
田
に
通
じ
る

村
道
を
新
設
す
る
際
に
、茨
城
県
考
古
学
会（
会

長
大
森
信
英
）
が
造
成
前
に
発
掘
調
査
を
実
施

し
、
そ
の
後
茂
木
が
3
年
に
渡
り
継
続
し
て
調

査
研
究
を
行
っ
た
研
究
報
告
書
で
あ
る
。
特
に

当
時
発
見
間
も
な
い
「
方
形
周
溝
墓
」
の
墳
丘

の
存
否
論
争
に
決
着
を
つ
け
た
遺
跡
と
し
て
高

く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
が
記
録
さ
れ

て
お
り
、
村
の
遺
跡
と
し
て
全
国
的
に
最
も
周

知
さ
れ
て
い
る
遺
跡
で
あ
る
。

○
関
俊
彦

　
「
須
和
間
」『
世
界
考
古
学
事
典
（
上
）』

　

平
凡
社　

１
９
７
９

　
「
１
９
６
７
年
茂
木
雅
博
が
調
査
し
た
。
幅

の
狭
い
丘
陵
上
に
方
形
周
溝
墓
7
基
が
あ
る
。

そ
れ
ま
で
方
形
周
溝
墓
は
墳
丘
を
持
つ
も
の
が

少
な
く
、
本
遺
跡
の
よ
う
に
２
ｍ
近
い
盛
土
を

も
つ
も
の
は
稀
で
あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
る
。

○
茂
木
雅
博
編

　
『
須
和
間
12
号
墳
の
調
査
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

１
９
８
９

　

本
書
は
小
さ
な
古
墳
の
調
査
報
告
書
で
あ
る

が
、結
び
に
「
石
室
に
描
か
れ
た
水
鳥
の
意
義
」

と
い
う
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
。
現
在
は
消
滅

し
て
し
ま
っ
た
壁
画
を
知
る
貴
重
な
報
告
書
で

あ
る
。

○
茂
木
雅
博
編

　
『
小
澤
野
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

１
９
７
８

　

現
在
の
南
台
住
宅
団
地
の
宅
地
造
成
前
の
発

掘
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
は
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
が
「
茨
城
県
東
海
村
須
和
間
地
区
に

お
け
る
古
代
集
落
の
研
究
」
と
あ
る
様
に
単
な

る
遺
跡
の
発
掘
報
告
書
と
は
異
な
り
、
専
門
家

に
よ
る
地
形
・
地
質
及
び
民
俗
調
査
の
記
録
考

察
編
も
含
ま
れ
て
い
る
。
更
に
図
版
と
し
て
使

用
さ
れ
た
写
真
は
森
昭
氏
が
担
当
し
た
素
晴
ら

し
い
写
真
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上

写
真
は
１
０
０
年
後
も
変
色
し
な
い
と
言
わ
れ

る
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
で
、
し
か
も
京
都
真
陽
社

工
房
で
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
海
村
が

県
下
の
文
化
財
保
護
の
先
頭
に
あ
る
事
は
こ
う

し
た
伝
統
を
踏
ま
え
た
上
で
先
端
的
な
報
告
書

を
刊
行
し
て
い
る
点
も
理
解
し
て
頂
き
た
い
と

私
は
思
い
ま
す
。

○
茂
木
雅
博
編

　
『
常
陸
部
原
遺
跡
』

　

茨
城
県
東
海
村
教
育
委
員
会　

１
９
８
２

　

１
９
７
８
年
2
月
に
発
掘
調
査
を
行
っ
た
日

本
原
子
燃
料
工
業
株
式
会
社
東
海
工
場
の
新
設

に
伴
う
事
前
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
特
に
注

目
さ
れ
る
点
は
講
演
で
は
触
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
弥
生
時
代
住
居
跡
か
ら
糸
を
撚
る
道
具
と

し
て
の
紡
錘
車
が
9
点
出
土
し
て
居
ま
す
。
こ

の
点
に
関
し
て
三
浦
正
人
氏
が
古
代
常
陸
の
紡

績
問
題
と
関
連
付
け
て
考
察
し
て
居
ま
す
。
ま

た
共
伴
し
た
弥
生
式
土
器
と
土
師
器
に
関
し
て

は
県
下
48
遺
構
を
紹
介
し
て
正
統
性
を
論
じ
て

い
ま
す
。
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

○
松
浦
隆
・
茂
木
雅
博
編

　
『
東
海
村
の
遺
跡
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

１
９
８
６

　

本
書
は
１
９
８
３
年
12
月
か
ら
１
９
８
５

年
3
月
に
か
け
て
実
施
し
た
村
内
遺
跡
の
悉

皆
調
査
の
報
告
書
で
あ
る
。
本
村
に
お
け
る

１
９
８
５
年
に
確
認
さ
れ
た
遺
跡
が
要
領
よ
く

書
か
れ
て
お
り
「
東
海
村
の
水
経
注
」
と
私
は

自
負
し
て
い
る
。
東
海
村
の
考
古
学
研
究
の
原

典
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

○
茂
木
雅
博
著

　
『
日
本
の
古
代
遺
跡
36　

茨
城
』

　

保
育
社　

１
９
８
７

　

本
書
は
考
古
学
者
森
浩
一
氏
が
企
画
編
集
し

た
全
六
十
巻
の
全
国
都
道
府
県
の
古
代
遺
跡
を

紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
最
初
に
茨
城
県

の
考
古
学
史
を
紹
介
し
て
、
鬼
怒
川
流
域
・
筑

波
山
と
桜
川
流
域
・
霞
ヶ
浦
北
浦
沿
岸
・
那
珂

川
流
域
・
久
慈
川
と
そ
の
以
北
・
常
陸
国
風
土

記
の
世
界
等
六
章
構
成
で
あ
る
。
東
海
村
に
つ

い
て
は
第
五
章
で
縄
文
時
代
か
ら
弥
生
・
古
墳

時
代
と
主
要
遺
跡
を
紹
介
し
て
い
る
。

○
茂
木
雅
博
著

　
『
ふ
る
さ
と
文
庫

　

身
近
な
郷
土
の
遺
跡
―
古
墳
編
―
』

　

筑
波
書
林　

１
９
８
８

　

本
書
は
『
い
は
ら
き
』
に
連
載
し
た
身
近
な

よ
り
学
び
た
い
方
の
た
め
に
、

茂
木
雅
博
先
生
が
、
講
演
中
に
出
て
き
た

遺
跡
等
の
書
籍
を
紹
介
し
ま
す
。
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郷
土
の
遺
跡
全
七
十
話
の
中
か
ら
古
墳
47
基
を

紹
介
し
て
い
る
。東
海
村
分
で
は
須
和
間
遺
跡
・

権
現
山
古
墳
・
別
当
山
古
墳
の
三
基
を
紹
介
し

て
い
る
。

○
稲
村
繁
著

　
『
人
物
埴
輪
の
研
究
』

　

同
成
社　

１
９
９
９

　

本
書
の
著
書
稲
村
氏
は
東
海
村
小
澤
野
遺
跡

の
発
掘
調
査
を
学
生
の
中
心
と
し
て
実
施
し
た

考
古
学
の
復
元
実
測
調
査
を
嚆
矢
と
し
て
埴
輪

研
究
に
邁
進
し
、
我
が
国
を
代
表
す
る
研
究
者

に
成
長
し
た
。
そ
の
第
一
作
が
本
著
で
あ
る
。

東
海
村
の
遺
跡
で
考
古
学
研
究
の
世
界
へ
導
か

れ
、
成
長
し
た
彼
の
著
作
に
は
東
海
村
の
香
り

が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
る
。
そ

れ
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
永
井
三
郎
・
茂
木
雅
博
共
編

　
『
常
陸
権
現
山
古
墳
調
査
報
告
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

２
０
０
１

　

本
書
は
１
９
９
９
年
10
月
に
日
本
原
子
力
研

究
所
権
現
山
独
身
寮
の
改
築
に
伴
い
教
育
委
員

会
が
立
会
調
査
を
実
施
し
た
調
査
報
告
書
で
あ

る
。
本
墳
は
１
９
７
７
年
7
月
か
ら
8
月
に
か

け
て
測
量
調
査
を
実
施
し
て
い
た
が
、
そ
の
測

量
図
が
本
書
で
公
開
さ
れ
た
。
立
会
調
査
と
い

う
制
約
の
中
で
南
側
の
括
れ
部
附
近
の
周
隍
の

幅
を
確
認
で
き
た
。

○
永
井
三
郎
・
茂
木
雅
博
共
編

　
『
常
陸
真
崎
古
墳
群
―
測
量
調
査
報
告
書
―
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

２
０
０
２

　

本
書
は
東
海
村
が
遺
跡
公
園
と
し
て
計
画
中

の
真
崎
古
墳
群
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
に
全

体
測
量
が
必
要
と
な
り
、
雑
木
伐
採
と
保
存
状

況
を
図
化
し
た
も
の
で
、
此
の
測
量
調
査
に
よ

っ
て
5
号
墳
が
4
世
紀
代
の
前
方
後
方
墳
で
あ

る
事
が
判
明
し
た
。
更
に
1
号
墳
は
古
墳
時
代

終
末
期
の
多
角
形
墳
、
4
号
墳
は
円
筒
埴
輪
を

伴
う
後
期
古
墳
で
あ
る
事
が
判
明
し
た
。
特
に

現
存
8
基
が
4
世
紀
か
ら
7
世
紀
と
時
代
的
に

大
変
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
古
墳
群
で
あ
る
こ

と
が
明
確
と
な
っ
た
。

○
森
昭
・
稻
村
繫
著

　
『
人
物
は
に
わ
の
世
界
』

　

同
成
社　

２
０
０
２

　

本
書
は
森
昭
氏
が
雑
誌
『
歴
史
公
論
』
に

１
９
７
５
年
12
月
号
か
ら
１
９
７
７
年
11
月
号

ま
で
24
体
62
葉
の
人
物
埴
輪
の
写
真
を
連
載
し

た
も
の
を
図
版
と
し
て
、
稻
村
繫
氏
が
論
考
編

を
執
筆
し
た
合
作
本
で
あ
る
。
こ
の
連
載
の
第

3
に
東
海
村
の「
手
甲
を
つ
け
た
男
の
は
に
わ
」

と
し
て
舟
塚
一
号
墳
出
土
の
埴
輪
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。

○
東
海
村
教
育
委
員
会

　
『
ふ
る
さ
と
歴
訪
』　

２
０
０
９

　
「
広
報
と
う
か
い
」
に
ふ
る
さ
と
歴
訪
と

し
て
連
載
さ
れ
た
自
然
や
歴
史
に
関
す
る

１
９
９
８
年
度
か
ら
２
０
０
７
年
度
ま
で
を
一

冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
考
古
学
的
記
録

を
担
当
し
た
茂
木
は
以
下
で
あ
る
。
珍
し
い
埴

輪
を
樹
立
す
る
権
現
山
古
墳
、
茅
山
古
墳
の
埋

葬
施
設
、
え
っ
こ
ん
な
所
に
窯
跡
が
御
所
内
窯

跡
、
江
中
子
遺
跡
、
真
崎
古
墳
群
、
別
当
山
古

墳
、
馬
頭
根
窯
跡
、
茅
山
古
墳
の
第
3
次
調
査

を
終
え
て
、
茅
山
古
墳
の
形
象
埴
輪
、
茨
城
最

古
の
古
墳　

真
崎
5
号
墳
、
白
方
五
号
墳
、
白

方
七
号
墳
。

○
高
橋
和
成
・
米
川
暢
敬
・
茂
木
雅
博
共
編

　
『
常
陸
茅
山
古
墳
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

２
０
０
６

　

石
神
小
学
校
改
築
に
伴
う
校
庭
内
古
墳
の

発
掘
調
査
報
告
書
。
１
９
９
９
年
8
月
か
ら

２
０
０
４
年
10
月
に
か
け
て
、
改
築
前
に
発
掘

調
査
を
実
施
し
て
、
一
部
保
存
の
為
に
計
画
変

更
を
行
い
新
校
舎
と
グ
ラ
ン
ド
が
整
備
さ
れ

た
。
膨
大
な
埴
輪
片
の
整
理
を
経
て
２
０
０
６

年
に
報
告
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
特
に
学
際
的
成

果
と
し
て
人
骨
・
赤
色
顔
料
の
成
分
分
析
・
布

の
科
学
的
調
査
・
貝
珠
の
分
析
等
が
報
告
さ
れ
、

稲
村
氏
が
膨
大
な
埴
輪
を
整
理
検
討
し
た
論
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
更
に
茂
木
が
非
寿
陵
に

つ
い
て
詳
細
な
研
究
成
果
を
公
表
し
て
い
る
。

○
高
橋
和
成
・
茂
木
雅
博
共
編

　
『
常
陸
真
崎
古
墳
群
』

　

東
海
村
教
育
委
員
会　

２
０
０
６

　

本
誌
は
２
０
０
０
年
に
測
量
調
査
を
行
っ
て

発
見
し
た
多
角
形
墳
の
１
号
墳
の
確
認
調
査
と

前
方
後
方
墳
で
あ
る
５
号
墳
の
発
掘
調
査
報
告

書
で
あ
る
。
私
の
東
海
村
に
お
け
る
最
後
の
発

掘
調
査
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
現
時
点
で
茨
城

県
最
古
の
纏
向
型
の
形
態
を
し
た
古
墳
で
あ

り
、
し
か
も
寿
陵
と
し
て
解
釈
し
た
。
大
変
高

度
な
発
掘
技
術
を
要
し
た
た
め
に
奈
良
県
立
橿

原
考
古
学
研
究
所
の
ベ
テ
ラ
ン
研
究
員
の
現
地

指
導
を
受
け
て
発
掘
調
査
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
出
来
た
。
私
は
長
い
間
お
世
話
に
な
っ
た
東

海
村
に
恩
返
し
が
出
来
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
。

○
東
海
村
教
育
委
員
会

　
『
ふ
る
さ
と
歴
訪　

第
二
集
』　

２
０
１
９

　
「
広
報
と
う
か
い
」
に
ふ
る
さ
と
歴
訪
と
し

て
２
０
０
８
年
4
月
か
ら
２
０
１
７
年
3
月
ま

で
連
載
さ
れ
た
自
然
や
歴
史
に
関
す
る
記
録
の

第
二
冊
で
あ
る
。
茂
木
の
分
は
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

　

須
和
間
古
墳
群
、
須
和
間
12
号
墳
の
水
鳥
の

壁
画
、
御
所
内
貝
塚
の
土
偶
、
部
原
遺
跡
、
埴

輪
犬
、
里
帰
り
す
る
武
人
埴
輪
、
旧
動
燃
敷
地

内
出
土
の
武
人
埴
輪
、
中
道
前
6
号
墳
、
大
場

磐
雄
先
生
と
東
海
村
、斎
藤
忠
博
士
と
東
海
村
。
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写真１　堀米Ａ遺跡出土の硬玉製大珠

写真３　真崎貝塚の様子（阿漕ヶ浦西岸） 写真２　御所内貝塚の様子（押延十字路付近）と土偶

石
が
語
る
歴
史

　

私
た
ち
が
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い
る
地
面

の
下
に
は
、
遥
か
昔
に
も
こ
の
地
に
人
々
が
暮

ら
し
て
い
た
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
「
遺い

跡せ
き

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
東
海
村
に
は

現
在
、
１
７
８
ヵ
所
の
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
に
は
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
具
体
的
に

「
こ
の
遺
跡
が
い
つ
の
時
代
に
、
ど
の
よ
う
に

利
用
さ
れ
た
場
所
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
遺
跡
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
遺
跡
か
ら
は
、
生
活
の
道
具
、
装そ

う

身し
ん

具ぐ

、
武ぶ

器き

な
ど
、
過
去
の
文
化
を
物
語
る
「
遺い

物ぶ
つ

」
が
発
見
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
遺
物
は
、

粘
土
、
石
、
樹
木
、
動
物
の
骨
角
、
金
属
な
ど
、

様
々
な
材
料
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
石
か
ら
作
ら
れ
た
モ
ノ
を
「
石せ

っ

器き

」
や
「
石せ
き

製せ
い

品ひ
ん

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
古
来

よ
り
人
々
は
、
様
々
な
種
類
の
石
に
目
を
向
け

て
、
モ
ノ
を
作
る
た
め
の
石
材
に
利
用
し
て
き

た
よ
う
で
す
。
東
海
村
で
は
、
こ
の
よ
う
な
人

と
石
の
関
わ
り
が
今
か
ら
約
３
万
３
０
０
０
年

前
（
旧
石
器
時
代
）
に
始
ま
り
、
そ
の
後
も
今

日
に
至
る
ま
で
、
石
は
人
々
の
身
近
な
存
在
で

あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
「
石
」
に
は
、
私
た
ち
人
類
の
歴
史

が
刻
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。例
え
ば
、

石
器
や
石
製
品
な
ど
に
使
わ
れ
た
石
の
種
類
や

そ
の
産
地
を
調
べ
る
こ
と
は
、
物
流
の
歴
史
を

解
明
す
る
重
要
な
手
立
て
と
な
り
ま
す
。

　

今
、
物
流
と
聞
く
と
、
商
品
の
運
搬
や
保
管

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
あ
る
場
所

か
ら
別
の
場
所
へ
モ
ノ
が
動
く
と
い
う
視
点
で

見
れ
ば
、
そ
れ
は
遥
か
昔
か
ら
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
東
海
村
の
南
部
、
照
沼
に
あ
る
堀ほ

っ

米こ
め

Ａ
遺
跡
は
、
今
か
ら
約
５
０
０
０
年
前
の
縄じ
ょ
う

文も
ん

時
代
の
ム
ラ
の
跡
で
す
。
ム
ラ
の
中
心
に
は

墓
地
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
硬こ

う

玉ぎ
ょ
く

製せ
い

大た
い

珠し
ゅ

」
と

い
う
珍
し
い
装
身
具
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
１
）。
こ
の
装
身
具
は
、
東
海
村
か
ら
遠
く

離
れ
た
新
潟
県
糸い

と
い魚
川
で
産
す
る
「
翡ひ

翠す
い

」
と

い
う
石
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
縄
文
時
代
に
新
潟
県
と
東
海

村
と
の
間
に
、
何
ら
か
の
交
易
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
重
要
な
証
拠
と
な
る
わ
け
で
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
「
翡
翠
」
か
ら
一
つ
の
物
流
の
歴
史

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

瑪
瑙
製
石
鏃
の
謎
を
探
る

　

で
は
、
そ
の
他
の
石
器
や
石
製
品
に
は
、
ど

の
よ
う
な
石
が
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

令
和
３
年
度
に
、
こ
う
し
た
石
材
利
用
の
歴

史
を
解
明
す
る
た
め
、
歴
史
と
未
来
の
交
流
館

研
究
員
（
ま
る
博
研
究
員
）
と
共
に
「
東
海
村

の
遺
跡
調
査
団
」
と
い
う
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま

し
た
。
初
年
度
は
、
古こ

墳ふ
ん

時
代
の
祭さ
い

祀し

具ぐ

で
あ

る
石せ

き

製せ
い

模も

造ぞ
う

品ひ
ん

を
調
査
し
、
そ
の
石
材
に
茨
城

県
北
部
の
阿あ

武ぶ

隈く
ま

山
地
（
高
地
）
で
産
出
す
る

蛇じ
ゃ

紋も
ん

岩が
ん

（
滑か
っ

石せ
き

）
と
粘ね
ん

板ば
ん

岩が
ん

が
利
用
さ
れ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

活
動
２
年
目
の
令
和
４
年
度
は
、
縄
文
時
代

の
石せ

き

鏃ぞ
く

に
使
わ
れ
た
石
材
の
産
地
を
探
り
ま
し

た
。
今
回
は
、
そ
の
成
果
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
調
査
に
あ
た
っ

て
は
、
千
葉
科
学
大
学
の
菊
池
芳
文
博
士
の
ご

協
力
を
得
ま
し
た
。

　

東
海
村
の
村
松
で
は
、
村
指
定
文
化
財
の
ミ

ミ
ズ
ク
土ど

偶ぐ
う

が
出
土
し
た
御ご

所し
ょ

内う
ち

貝か
い

塚づ
か

、
真ま

崎さ
き

貝
塚
な
ど
の
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
知
ら
れ
、
今

縄
文
人
が
選
ん
だ
石
、
瑪
瑙
。Episode 1東

海
村
の
遺
跡
調
査
団
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写真６　瑪瑙採掘場跡（常陸大宮市北富田）

写真４　御所内貝塚出土石鏃

写真５　茨城の瑪瑙

も
畑
部
分
に
縄
文
人
が
食
し
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ

な
ど
の
貝
殻
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
骨
と

歯
、
土ど

器き

や
石
器
が
散
布
し
て
い
る
様
子
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
２
・
３
）。

　

さ
て
、
写
真
４
は
御
所
内
貝
塚
か
ら
出
土
し

た
縄
文
時
代
の
石
鏃
で
す
。「
鏃
」
と
は
、
弓

で
矢
を
放
っ
た
際
、
狙
っ
た
も
の
に
刺
さ
る
部

分
を
指
し
ま
す
。
縄
文
時
代
の
石
鏃
は
、
狩
り

に
使
う
石
の
道
具
で
す
。そ
の
石
材
を
見
る
と
、

瑪め
の
う瑙

、
碧へ
き
ぎ
ょ
く玉

、
チ
ャ
ー
ト
、
黒こ
く

曜よ
う

石せ
き

な
ど
様
々

で
す
が
、
ど
の
石
も
鋭
利
に
加
工
し
や
す
い
と

い
う
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
時
の

人
々
は
、
石
の
道
具
を
作
る
際
、
そ
の
機
能
に

適
し
た
石
を
選
ん
で
作
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と

で
す
。

　

使
用
頻
度
が
高
い
道
具
の
石
材
に
は
、
身
近

に
あ
る
石
を
利
用
で
き
る
の
が
理
想
的
で
す

が
、
条
件
に
合
う
石
が
な
い
場
合
は
、
居
住
地

か
ら
離
れ
た
地
域
ま
で
足
を
運
ん
で
入
手
す
る

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
で
は
、
石
鏃
に
使
わ
れ

た
石
の
場
合
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の
調

査
で
は
、複
数
あ
る
石
鏃
石
材
の
う
ち
、「
瑪
瑙
」

と
い
う
石
に
注
目
し
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
村

内
に
は
、
瑪
瑙
が
産
出
す
る
場
所
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

私
た
ち
は
、
小
さ
な
石
に
秘
め
ら
れ
た
謎
を

探
る
た
め
、
茨
城
県
内
の
瑪
瑙
産
地
へ
向
か
い

ま
し
た
。

茨
城
の
瑪
瑙

　

瑪
瑙
と
は
、
玉ぎ
ょ
く
ず
い髄
と
い
う
石
（
鉱
物
）
の
一

種
で
、
石せ

き

英え
い

の
小
さ
な
結
晶
が
集
ま
っ
て
で
き

た
も
の
で
す
。
一
般
的
に
縞し

ま

模も

様よ
う

が
あ
る
玉
髄

を
瑪
瑙
と
分
け
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
玉
髄
を

含
め
て
全
て
「
瑪
瑙
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

写
真
５
は
茨
城
県
産
の
瑪
瑙
で
す
。
そ
の
特
徴

を
見
る
と
、表
面
に
は
優
し
い
光
沢
が
見
ら
れ
、

色
は
透
明
感
の
あ
る
明
褐
色
、
白
色
、
赤
色
、

黒
色
な
ど
、
色
彩
豊
か
な
美
し
い
石
で
す
。

　

さ
て
、石
材
の
産
地
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

近
隣
の
瑪
瑙
産
地
で
採
取
し
た
原
石
と
石
鏃
を

比
較
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
こ
で
今
回
は
、

瑪
瑙
の
産
地
と
し
て
有
名
な
常
陸
大
宮
市
北き

た

富と
み

田た

・
諸も
ろ

沢ざ
わ

地
域
、
常
陸
太
田
市
天け

下が

野の

・
上か
み

宮み
や

河か
わ

内う
ち

地
域
、
常
陸
大
宮
市
玉
川
、
ひ
た
ち
な
か

市
磯い

そ

崎ざ
き

海
岸
の
石
材
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

山
の
瑪
瑙

　

東
海
村
の
北
方
に
連
な
る
阿
武
隈
山
地
（
高

地
）
の
南
西
部
で
は
、
古
生
代
以
降
に
形
成
さ

れ
た
様
々
な
石
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
の
中
で
、
常
陸
大
宮
市
北
富
田
・
諸
沢

地
域
、
常
陸
太
田
市
天
下
野
・
上
宮
河
内
地
域

の
瑪
瑙
は
、
約
１
５
０
０
万
年
前
に
堆
積
し
た

「
男な

ん

体た
い

山さ
ん

火か

山ざ
ん

角か
く

礫れ
き

岩が
ん

」
中
の
断
層
な
ど
に
沿

っ
て
脈
と
し
て
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
瑪
瑙

は
、
江
戸
時
代
に
は
「
水
戸
火
打
ち
」
と
し
て

重
宝
さ
れ
た
名
産
品
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

写
真
６
は
、
常
陸
大
宮
市
北
富
田
の
瑪
瑙
採

掘
場
跡
で
す
。現
地
は
辺
り
一
面
が
瑪
瑙
で
す
。

本
地
域
で
栄
え
た
瑪
瑙
産
業
の
歴
史
を
感
じ
る

と
共
に
、
そ
の
自
然
が
作
り
出
し
た
圧
巻
の
光

景
に
、
思
わ
ず
本
来
の
目
的
を
忘
れ
て
見
入
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
常
陸
太
田
市
天
下

野
の
険
し
い
山
中
を
進
ん
で
辿
り
着
い
た
沢
に

は
、
瑪
瑙
脈
か
ら
崩
れ
た
大
小
様
々
な
瑪
瑙
礫れ

き

が
転
が
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真
７
）。

　

す
ぐ
さ
ま
分
析
用
に
持
ち
帰
る
原
石
を
採
取

し
始
め
た
調
査
団
で
し
た
が
、
沢
の
水
に
濡
れ

て
宝
石
の
よ
う
に
輝
く
瑪
瑙
の
誘
惑
に
駆
り
立

て
ら
れ
、
夢
中
に
な
っ
て
集
め
た
結
果
、
手
に

持
っ
た
袋
が
瑪
瑙
で
い
っ
ぱ
い
に
。
貴
重
な
成

果
が
得
ら
れ
ま
し
た
が
、
余
り
に
も
重
か
っ
た

た
め
帰
り
の
山
道
に
苦
労
し
ま
し
た　
（
写
真

８
）。い
つ
か
こ
の
歴
史
あ
る
瑪
瑙（
火
打
ち
石
）

を
使
っ
て
、
火
起
こ
し
に
も
挑
戦
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
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川
の
瑪
瑙

　

続
い
て
向
か
っ
た
玉
川
も
ま
た
瑪
瑙
の
産
地

と
し
て
有
名
で
す
。
玉
川
は
、
常
陸
大
宮
市
か

ら
那
珂
市
と
の
境
界
を
流
れ
て
久
慈
川
に
合
流

し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、
常
陸
大
宮
市
内
の
玉

川
河
原
で
行
い
ま
し
た
（
写
真
９
）。

　

調
査
当
日
は
、
本
地
域
で
有
名
な
所
謂
「
赤

瑪
瑙
」
を
狙
い
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
採
取

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
前
回
の
天

下
野
が
大
量
だ
っ
た
だ
け
に
、
メ
ン
バ
ー
全
員

が
落
胆
の
色
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
石
材
調

査
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
が
、
後
日
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
色
鮮
や
か
な
瑪
瑙
を
採
取
す

る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
（
写
真
10
）。

　

本
地
域
の
瑪
瑙
に
は
、
白
色
系
と
赤
色
系
の

も
の
が
あ
り
、
主
に
河か

し
ょ
う床

で
礫
と
し
て
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
瑪
瑙
礫
は
、
約
１
７
０
０
万

年
前
に
堆
積
し
た
「
小お

貝が
い

野の

層そ
う

」
を
起
源
と
し

ま
す
。
有
名
な
赤
色
系
の
瑪
瑙
は
、
白
色
系
の

瑪
瑙
に
鉄
分
が
侵
入
し
、
赤
く
変
色
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

歴
史
的
に
見
る
と
、
奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ

れ
た
「
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
国
風ふ

土ど

記き

」
に
は
、
玉
川
の
瑪
瑙

に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
古
く
か
ら
瑪
瑙
が
重

要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

海
の
瑪
瑙

　

最
後
の
調
査
地
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
磯
崎
海

岸
で
す
（
写
真
11
）。
県
中
央
部
、
磯
崎
町
か

ら
平
磯
町
の
海
岸
は
、
約
７
５
０
０
万
年
前
の

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
化
石
が
発
見
さ
れ
た
「
平ひ

ら

磯い
そ

白は
く

亜あ

紀き

層そ
う

」
で
有
名
で
す
が
、
実
は
こ
の
地
域
か

ら
特
異
な
瑪
瑙
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
愛
石
家
の
間
で
「
黒
瑪
瑙
」
と
呼
ば

れ
る
こ
と
も
あ
る
瑪
瑙
で
す
（
写
真
12
）。
本

地
域
の
瑪
瑙
は
、
表
面
に
油
を
塗
っ
た
よ
う
な

光
沢
が
あ
り
、
色
は
黒
灰
色
、
透
明
感
の
あ
る

白
褐
色
な
ど
が
多
く
見
ら
れ
、
明
ら
か
に
他
の

産
地
の
瑪
瑙
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
多
く
が
円え

ん

礫れ
き

で
あ
る
こ

と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
磯
崎
海
岸
沖
合

の
海
底
に
瑪
瑙
の
脈
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
崩
れ

た
も
の
が
波
に
揉
ま
れ
て
丸
く
な
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
（
菊
池
博
士
談
）。

　

実
は
、
こ
の
磯
崎
海
岸
の
瑪
瑙
が
石
鏃
の
石

材
産
地
を
知
る
た
め
の
重
要
な
手
掛
か
り
を
握

っ
て
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
御
所
内
貝
塚
出

写真７　調査の様子（常陸太田市天下野）写真８　山の瑪瑙（常陸太田市天下野採取）

写真９　調査の様子（常陸大宮市玉川河原）

写真 11　調査の様子（ひたちなか市磯崎海岸）写真 12　海の瑪瑙（ひたちなか市磯崎海岸採取）

写真 10　川の瑪瑙（常陸大宮市玉川採取）
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土
品
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

写
真
13
は
、
瑪
瑙
製
石
鏃
と
黒
色
系
瑪
瑙
の

剥は
く

片へ
ん

で
す
。
と
く
に
剥
片
を
見
る
と
、
そ
の
特

徴
が
磯
崎
海
岸
の
瑪
瑙
に
類
似
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
こ
と
は
、
堀
米

Ａ
遺
跡
出
土
品
に
も
言
え
ま
す
（
写
真
14
）。

こ
の
こ
と
は
、
非
常
に
興
味
深
い
観
察
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
後
日
、
追
加
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
ひ
た
ち
な
か
市
阿あ

字じ

ヶが

浦う
ら

の
海
岸
で
も
同

様
の
瑪
瑙
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
写
真
15
）。
ひ
た
ち
な
か
市
の
海
岸
地
域
は
、

東
海
村
か
ら
比
較
的
近
い
場
所
に
あ
る
の
で
、

当
時
の
石
材
入
手
地
に
選
ば
れ
た
可
能
性
は
あ

り
ま
す
。
今
後
も
「
海
の
瑪
瑙
」
か
ら
目
が
離

せ
ま
せ
ん
。

今
も
昔
も
瑪
瑙
を
求
め
て

　

縄
文
時
代
の
人
々
は
、
石
器
作
り
に
必
要
な

石
材
の
一
つ
と
し
て
「
瑪
瑙
」
を
求
め
ま
し
た
。

こ
の
石
材
採
取
は
、
生
き
る
た
め
の
重
要
な
行

動
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
私
た
ち

は
、
縄
文
時
代
の
石
鏃
石
材
の
産
地
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
、
実
際
に
瑪
瑙
が
採
取
で
き
る
県

内
の
山
、
川
、
海
岸
を
調
査
し
、
そ
こ
で
様
々

な
「
瑪
瑙
」
を
手
に
し
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
現
時
点
で
は
、
産
地
を
特
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
果
た
し
て
、
採
取

し
た
瑪
瑙
の
中
に
、
縄
文
人
が
石
材
に
選
ん
だ

瑪
瑙
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
小
さ
な
石

の
故
郷
（
産
地
）
は
、
来
年
度
、
瑪
瑙
原
石
と

石
鏃
を
比
較
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
瑪
瑙
と
い
う
石
は
、

そ
の
見
た
目
の
美
し
さ
も
あ
り
、
愛
石
家
の
間

で
人
気
が
高
い
石
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
は
私
も
今
回
の
調
査
を
経
て
、
瑪
瑙
に

魅
了
さ
れ
た
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

誤
解
の
な
い
よ
う
に
言
う
と
、
私
に
と
っ
て

の
瑪
瑙
は
、
第
一
に
、
縄
文
時
代
の
石
材
利
用

を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
研
究
対
象
で
す
。
し

か
し
、
調
査
を
重
ね
る
う
ち
に
、「
こ
の
形
が

素
晴
ら
し
い
」
と
か
、「
こ
の
色
味
や
縞
模
様

が
美
し
い
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
、
調
査
の
枠

を
超
え
て
、
お
そ
ら
く
他
人
か
ら
は
ど
れ
も
同

じ
よ
う
に
見
え
る
瑪
瑙
を
夢
中
に
な
っ
て
集
め

て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
交
流
館
に
瑪
瑙
が

び
っ
し
り
と
詰
ま
っ
た
箱
の
山
が
築
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
宝
箱
を
見
る
た
び
に
「
分
析
に
使
う

試
料
は
、
多
い
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
」
と
自

分
に
言
い
聞
か
せ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
本
当
に
瑪
瑙
で
い
っ
ぱ
い
な
場
所

は
、交
流
館
で
は
な
く
私
の
頭
の
中
で
し
ょ
う
。

物
事
に
自
分
だ
け
の
楽
し
み
（
目
的
）
も
見
つ

け
て
熱
中
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
成
果
を
生

み
出
す
原
動
力
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

稿
を
ご
覧
に
な
っ
て
、「
東
海
村
の
遺
跡
調
査

団
」
の
活
動
に
興
味
が
湧
か
れ
た
方
は
、
ぜ
ひ

私
た
ち
と
一
緒
に
古
代
ロ
マ
ン
を
探
求
し
ま
し

ょ
う
。
な
お
、
今
回
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
当

館
学
芸
員
の
中
泉
雄
太
、
林
恵
子
が
担
当
し
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
石
材
調
査
の
実
施

に
あ
た
り
、
菊
池
芳
文
博
士
に
多
大
な
る
お
力

添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。
ま
る
博
研
究
員
の
奥
寺
伊
都
美

さ
ん
、
谷
口
東
子
さ
ん
、
飛
田
公
子
さ
ん
に

は
、
調
査
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
泉　

雄
太
）

写真 13　御所内貝塚出土品（左：剥片　右：石鏃）

写真 14　堀米Ａ遺跡出土の瑪瑙剥片・石核写真 15　海の瑪瑙（ひたちなか市阿字ヶ浦採取）

写真 16　東海村の遺跡調査団
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Ｎｏ タイトル 日時 実施場所 / 集合場所 ジャンル 参加人数 主催
1 みんなですこやかウォーキング 「白方 桜薫る田園コース」 4月8日 白方コミュニティセンター集合 健康 22 東海村健康増進課

2 博物館長と歩く植物観察会 「桜とスミレ」 4月16日 歴史と未来の交流館 自然 7 東海村生涯学習課

3 大強度陽子加速器施設 J-PARC で探る宇宙と物質のなぞ 4月22日 AQBRC/ オンライン 科学 28 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

4 春のがっちゃんこまつり 4月29日 歴史と未来の交流館 イベント 379 東海村生涯学習課

5 バックヤードツアー 5月3日 歴史と未来の交流館 展示解説 15 東海村生涯学習課

6 みんなですこやかウォーキング 「ふれあいの森から深緑のコース」 5月6日 村立図書館西側
（ふれあいの森公園）集合 健康 24 東海村健康増進課

7 磯の生き物観察会 5月15日 平磯海岸 自然 60 東海村の環境調べ隊

8 博物館長と歩く植物観察会 「久慈川沿いの外来植物」 5月21日 なぎさの森 自然 6 東海村生涯学習課

9 大強度ビームの省エネ加速 5月27日 AQBRC/ オンライン 科学 22 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

10 3 館スタンプラリー 6月1日～6月30日
げんでん東海原子力館別館
原子力科学館
歴史と未来の交流館

イベント 206
げんでん東海原子力館別館

（公社）茨城原子力協議会
東海村生涯学習課

11 みんなですこやかウォーキング 「石神　歴史ロマンの道コース」 6月3日 石神コミュニティセンター集合 健康 24 東海村健康増進課

12 博物館長と歩く植物観察会 「海浜植物」 6月18日 村松コミセン 自然 8 東海村生涯学習課

13 石橋駅家はどこにあるのか―古代官道のナゾに迫る― 6月19日 歴史と未来の交流館 歴史 11 東海村生涯学習課

14 加速器を使ったがん治療（BNCT） 6月24日 AQBRC/ オンライン 科学 50 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

15 ホタル観察会① 6月25日 真崎コミセン周辺 自然 40 東海村生涯学習課

16 ホタル観察会② 7月2日 真崎コミセン周辺 自然 30 東海村生涯学習課

17 博物館長と歩く植物観察会 「水田雑草」 7月9日 舟石川の水田 自然 7 東海村生涯学習課

18 魅力あふれるコケの世界 7月10日 歴史と未来の交流館 自然 30 東海村生涯学習課

19 初めての古文書講座１ 7月16日 歴史と未来の交流館 歴史 20 東海村生涯学習課

20 げんでんスマイルフェア 7月16日 げんでん東海原子力館別館 科学 539 日本原子力発電（株）

21 とうかい子どもキャンパス　
村松小ビオトープや敷地内の植物や昆虫を観察しよう！ 7月23日 村松小学校ビオトープ前

（１０８段階段前） 自然 28 東海村生涯学習課

22 夏休みスタンプラリー 7月23日 げんでん東海原子力館別館
原子力科学館 イベント 500 日本原子力発電（株）

（公社）茨城原子力協議会
23 昼の雑木林の虫の観察会 7月24日 真崎コミセン会議室 自然 40 東海村の環境調べ隊

24 虫博士 7月27日 図書館 自然 50 東海村の環境調べ隊

25 巨大な分子の形と動き 7月29日 AQBRC/ オンライン 科学 21 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

26 古代の真崎を冒険しようー火起こしと古墳巡り― 7月30日
真崎コミュニティーセンター
多目的ホール、
屋外広場（ゲートボール場）

歴史 50 東海村生涯学習課
（協力：真崎の未来を考える会）

27 夜の雑木林の虫の観察会 7月30日 真崎コミセン多目的ホール 自然 30 東海村の環境調べ隊

28 放射線測定体験 8月2日～8月5日 原子力科学館 科学 343 （公社）茨城原子力協議会

29 巨大ワラ人形ー大助人形をつくろう― 8月3日 白方コミュニテイーセンター 歴史 15 東海村生涯学習課

30 展示解説ツアー（化石）・交流館バックヤードツアー 8月4日 歴史と未来の交流館 展示解説 107 東海村生涯学習課

31 勾玉を作ろう 8月5日 中央公民館 歴史 60 東海村の環境調べ隊

32 ミュージアムトーク　進化のふしぎ　
ポケモンは実は 「進化」 していない？！ 8月6日 歴史と未来の交流館 自然 1 東海村生涯学習課

33 とうかい子どもキャンパス　
白方小ビオトープや敷地内の植物や昆虫を観察しよう！ 8月6日 白方小昇降口 自然 27 東海村生涯学習課

34 とうかい子どもキャンパス　のぶちゃん先生の 「けんび鏡」 の
名人になってミクロの世界を見てみよう 8月9日 歴史と未来の交流館 自然 20 東海村生涯学習課

35 とうかい子どもキャンパス　のぶちゃん先生の 「けんび鏡」 の
名人になってミクロの世界を見てみよう 8月10日 歴史と未来の交流館 自然 18 東海村生涯学習課

36 シェリーとビーチコーミング 8月11日 豊岡海岸 自然 13 東海村生涯学習課

37 化石クリーニングライブ 8月16日 調査室前 自然 11 東海村生涯学習課

38 博物館長と歩く植物観察会 「ため池の植物」 8月20日 阿漕ヶ浦公園周辺 自然 10 東海村生涯学習課

39 夏の天体観測会 8月20日 総合福祉センター絆
多目的ホール 自然 30 東海村の環境調べ隊

40 東海村の川の魚たち 8月21日 歴史と未来の交流館 自然 30 東海村生涯学習課

41 石神城探検 8月21日 石神城跡 歴史 14 東海村生涯学習課

42 写真フィルムで素粒子 “ ニュートリノ ” と宇宙の謎を研究する 8月27日 オンライン 科学 8 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

43 みんなですこやかウォーキング
「総合福祉センター 「絆」 周回ヘルスロードコース」 9月2日 総合福祉センター絆集合 健康 中止 東海村健康増進課

44 アインシュタインスクール　シリーズ「放射線・原子力の基礎講座」9月7日 鉾田市
（旭地区学習等共用施設） 科学 33 （公社）茨城原子力協議会

45 真崎浦の干拓の歴史 9月11日 歴史と未来の交流館 歴史 32 東海村生涯学習課

46 博物館長と歩く植物観察会 「虫こぶの観察」 9月17日 村松虚空蔵堂周辺 自然 13 東海村生涯学習課

47 ミュージアムトーク　真崎浦のナゾ 9月18日 歴史と未来の交流館 歴史 15 東海村生涯学習課

48 茨城県装置 iBIX で何ができる？ 9月30日 AQBRC/ オンライン 科学 27 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

49 東海村の大地をめぐる　大地の成立ちとふれあいツアー 10月1日 村内 自然 40 NPO 法人いばらき
ＴＵ・ＮＡ・ＧＵジオ

50 キノコ観察会 10月1日 笠松運動公園・舟石川コミセン 自然 50 東海村の環境調べ隊

51 みんなですこやかウォーキング
「中丸　パワースポットと芋葉をめぐるコース」 10月7日 中丸コミュニティセンター 健康 中止 東海村健康増進課

令和4年度令和4年度 実績実績
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52 アインシュタインスクール　シリーズ「放射線・原子力の基礎講座」10月8日 鉾田市
（旭地区学習等共用施設） 科学 38 （公社）茨城原子力協議会

53 交流館 de 文化祭 10月8日 歴史と未来の交流館 展示 東海村生涯学習課

54 オオヒシクイを未来に残そう稲敷の空 10月9日 歴史と未来の交流館 自然 7 東海村生涯学習課

55 脱穀体験 10月10日 歴史と未来の交流館 歴史 27 東海村生涯学習課

56 バックヤードツアー・展示解説（全体） 10月10日 歴史と未来の交流館 展示解説 15 東海村生涯学習課

57 博物館長と歩く植物観察会 「土手斜面の植物」 10月15日 豊受皇大神宮 自然 11 東海村生涯学習課

58 ミューオンで探る宇宙の謎 10月28日 AQBRC/ オンライン 科学 30 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

59 ミュージアムトーク　生活用具と植物名 10月29日 歴史と未来の交流館 歴史 6 東海村生涯学習課

60 みんなですこやかウォーキング
「真崎　いちょうとはなみずきの並木通りコース」 11月4日 真崎コミセン集合 健康 22 東海村健康増進課

61 解明するシリーズ１：石神小野崎氏と石神城 11月13日 歴史と未来の交流館 歴史 60 東海村生涯学習課

62 博物館長と歩く植物観察会 「身近な植物の実とタネ」 11月19日 石神城址公園 自然 18 東海村生涯学習課

63 解明するシリーズ２：真崎氏と天神山城 11月20日 歴史と未来の交流館 歴史 60 東海村生涯学習課

64 続・宇宙にあるのか " ハイパー原子核 ” 11月25日 IQBRC/ オンライン 科学 24 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

65 親子ウォーク☆まる博☆
どんな木の実があるのかな？歩きながら見つけよう！ 11月27日 白方コミセン集合 健康 14 東海村健康増進課

東海村生涯学習課
66 天体観測会 11月27日 真崎コミセン多目的ホール 自然 40 東海村の環境調べ隊

67 解明するシリーズ３：白方氏と白方城を解明する 11月27日 歴史と未来の交流館 歴史 60 東海村生涯学習課

68 みんなですこやかウォーキング
「押延・天神山　水と緑の里山コース」 12月2日 総合福祉センター絆集合 健康 19 東海村健康増進課

69 企画展 「宇宙をさわる」 12月6日～1月15日 原子力科学館 科学 1844 （公社）茨城原子力協議会

70 クリスマスイベント 12月10日，12月11日 原子力科学館 科学 482 （公社）茨城原子力協議会

71 探鳥会 12月11日 阿漕が浦運動公園周辺 自然 40 東海村の環境調べ隊

72 博物館長と歩く植物観察会 「紅葉する樹木」 12月17日 須和間の雑木林 自然 11 東海村生涯学習課

73 東海村の埴輪図鑑 12月17日 歴史と未来の交流館 展示 東海村生涯学習課

74 げんでんウィンターフェア 12月17日，12月18日 げんでん東海原子力館別館 科学 568 日本原子力発電（株）

75 冬の星座と惑星のお話＆観察会 12月18日 原子力科学館 科学 62 （公社）茨城原子力協議会

76 素粒子の作る匠の技 12月23日 IQBRC/ オンライン 科学 23 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

77 みんなですこやかウォーキング 「阿漕ヶ浦・虚空蔵堂コース」 1月6日 村松コミセン 健康 20 東海村健康増進課

78 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 1月6日 原子力科学館 科学 42 （公社）茨城原子力協議会

79 海の古墳の被葬者にせまる 1月7日 歴史と未来の交流館 歴史 40 東海村生涯学習課

80 バックヤードツアー 1月7日 歴史と未来の交流館 展示解説 10 東海村生涯学習課

81 郷土カルタ大会 1月14日 歴史と未来の交流館 イベント 20 東海村生涯学習課

82 探鳥会 1月15日 押辺ため池周辺 自然 30 東海村の環境調べ隊

83 古墳巡り―須和間古墳群－ 1月15日 須和間古墳群 歴史 23 東海村生涯学習課

84 博物館長と歩く植物観察会 「樹皮と冬芽で樹木を見分ける」 1月21日 須和間の雑木林 自然 16 東海村生涯学習課

85 古墳巡り―舟塚古墳群－ 1月22日 舟塚古墳群 歴史 26 東海村生涯学習課

86 いばらき県北の魅力再発見！茨城県北の大地と地域発展の足跡展 1月24日～2月4日 歴史と未来の交流館 自然 NPO 法人いばらき
ＴＵ・ＮＡ・ＧＵジオ

87 加速器で働く超伝導電磁石 1月27日 オンライン 科学 22 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

88 茨城県北の大地の成立ちから東海村の自然を見直してみよう 1月29日 歴史と未来の交流館 自然 40 NPO 法人いばらき
ＴＵ・ＮＡ・ＧＵジオ

89 みんなですこやかウォーキング
「舟石川　まほろばの里と近隣公園コース」 2月3日 舟石川コミセン 健康 18 東海村健康増進課

90 探鳥会 2月5日 阿漕ヶ浦運動公園周辺 自然 45 東海村の環境調べ隊

91 企画展 「はやぶさ２のミッションにチャレンジ！」 2月10日～3月26日 原子力科学館 科学 3660 （公社）茨城原子力協議会

92 展示解説　東海村の埴輪図鑑 2月11月 歴史と未来の交流館 展示解説 15 東海村生涯学習課

93 バレンタインイベント 2月11日，2月12日 原子力科学館 科学 564 （公社）茨城原子力協議会

94 親子星空観望会＆ナイトミュージアム 2月17日 原子力科学館 科学 41 （公社）茨城原子力協議会

95 博物館長と歩く植物観察会 「冬越しする植物」 2月18日 歴史と未来の交流館周辺 自然 18 東海村生涯学習課

96 久自国造について 2月19日 歴史と未来の交流館 歴史 33 東海村生涯学習課

97 〝まこと〟の〝から〟を目指す真空の物語 2月24日 AQBRC/ オンライン 科学 32 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

98 げんでん春のぽかぽかテラちゃんフェア 2月25日，2月26日 げんでん東海原子力館別館 科学 453 日本原子力発電（株）

99 みんなですこやかウォーキング
「総合福祉センター絆　周回ヘルスロード D コース」 3月3日 総合福祉センター絆 健康 22 東海村健康増進課

100 リニューアルオープニングイベント 3月4日，3月5日 原子力科学館 科学 478 （公社）茨城原子力協議会

101 おはなし「地球や惑星の誕生をさぐる！」 3月5日 原子力科学館 科学 68 （公社）茨城原子力協議会

102 博物館長と歩く植物観察会 「ヒノキ林内のシダの芽生え」 3月18日 歴史と未来の交流館 自然 10 東海村生涯学習課

103 超伝導加速空洞開発＠ J-PARC 3月24日 AQBRC/ オンライン 科学 26 Ｊ－ＰＡＲＣセンター

104 照沼家文書の世界 3月25日～5月7日 歴史と未来の交流館 展示 東海村生涯学習課

105 毎日クイズラリ― 通年 原子力科学館 科学 （公社）茨城原子力協議会

106 科学館カタカナラリ― 通年 原子力科学館 科学 （公社）茨城原子力協議会

107 来て、見て、知って！げんでん東海原子力館別館は楽しいことがいっぱい 通年 げんでん東海原子力館別館 科学 4902 日本原子力発電（株）
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